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このたびは、液晶コントロールターミナルZM-42/43/52/72/82シリーズをお買いあげいただき、まことにあり
がとうございます。
ご使用前に、本書をよくお読みいただき機能・操作方法等を十分理解したうえ、正しくご使用ください。
なお、各液晶コントロールターミナルの機能の詳細や、画面作成方法等については、画面作成ソフトのマニュ
アルを参照願います。

・本書の内容については十分注意して作成しておりますが、万一ご不審な点、お気付きのこと

　がありましたらお買いあげの販売店、あるいは当社までご連絡ください。

・本書の内容の一部または全部を、無断で複製することを禁止しています。

・本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、あらかじめご了承くだ

　さい。

おねがい

本書では、ZM-42/43/52/72/82シリーズを次のように総称表現しています。

ご注意

本書での表現� シリーズ名�

ZM-42/43/52/72/82ZM-＊＊�

取扱説明書�
ユーザーズマニュアル（チュートリアル）�

・ZM-71S�
（画面作成ソフト：日本語版）�

Instruction Manual�
User's Manual（Tutrial）�

・ZM-71SE�
（画面作成ソフト：英語版）�

ユーザーズマニュアル�・ZM-80NU（Ethernet／FL-net接続用ユニット）�
ユーザーズマニュアル�・ZM（汎用シリアル）�
ユーザーズマニュアル�・ZM（ラダーモニタ）�

�

また、ZM-42/43/52/72/82シリーズに関連して下記マニュアルがありますので、本書と共にお読みください。



（１）取付について

・カタログ、取扱説明書、ユーザーズマニュアルに記載の環境で使用してください。
高温、多湿、じんあい、腐食性ガス、振動、衝撃がある環境で使用すると感電、火災、誤動作
の原因となることがあります。
・取扱説明書、ユーザーズマニュアルに従って取り付けてください。
取付に不備があると落下、故障、誤動作の原因となることがあります。
・電線くずなどの異物を入れないでください。
火災、故障、誤動作の原因となることがあります。

（２）配線について

・必ず接地を行ってください。
接地しない場合、感電、誤動作のおそれがあります。

・定格にあった電源を接続してください。
定格と異った電源を接続すると、火災の原因となることがあります。
・配線作業は、資格のある専門家が行ってください。
配線を誤ると火災、故障、感電のおそれがあります。

（３）使用について

・通電中は端子に触れないでください。
感電のおそれがあります。
・非常停止回路、インターロック回路等はZM-42/43/52/72/82の外部で構成してください。
ZM-42/43/52/72/82の故障により、機械の破損や事故のおそれがあります。

（４）保守について

・分解、改造はしないでください。
火災、故障、誤動作の原因となります。

安 全 上 の ご 注 意
取付、運転、保守・点検の前に必ずこのユーザーズマニュアルとその他の付属書類をすべて熟読し、正しく
ご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。
このユーザーズマニュアルでは、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。

：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が想定さ
れる場合。
：取扱を誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想
定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。

なお、　　　　  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いず
れも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

禁止、強制の絵表示の説明を次に示します。

：禁止（してはいけないこと）を示します。例えば、分解厳禁の場合は　　となります。

：強制（必ずしなければならないこと）を示します。例えば、接地の場合は　　となります。

注意�

危険�

注意�

注意�

強制�

注意�

危険�

禁止�
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概　　要1
第1章 概要

液晶コントロールターミナルZM-42/43/52/72/82シリーズは、液晶ディスプレイとタッチパネルを利用したプロ
グラマブル表示器本体および周辺機器です。
プログラマブルコントローラ（以下、PC）とプログラムレスで通信を行い、設定された画面データにより多彩な
表示とタッチパネルによるデータ入力が可能です。
画面サイズが5.7型／7.7型／10.4型／12.1型と用途に合わせて選択できます。
主な特長としてスイッチ配置位置のフリー化、表示色の128色対応、専用シュミレータソフトによるデバッグ
機能などの新機能により表現力／操作性の向上を実現しました。
また、増設I／Oやメモリカードリーダなどの周辺機器を強化しており、多様な要望に対応できます。

1. 128色表示
色彩豊かな表現力を極めた128色表示を実現。ビットマップファイルもきれいに表示できます。

2. 帳票印刷機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（ZM-52/72/82）
画面作成ソフトでオリジナルの帳票が作成可能です。
今までオペレータが記入していたわずらわしい日報、月報等を瞬時にプリントアウトできます。

3. サンプリング機能
履歴データを増設メモリ（ZM-43SM/80SM）で電池バックアップすることが可能です。

4. マクロ機能
今までPC側で作成していた表示用プログラムを、ZM-42/43/52/72/82シリーズ本体で処理できます。

5. マルチウィンドウ機能
１画面に最大３枚までのオーバーラップを同時表示。表示したオーバーラップの移動や消去も自由に行
えます。

6. ビデオ入力機能
ビデオやCCDカメラを接続し、撮った映像をそのままダイレクトに画面に表示できます。

7. Ethernet、FL-netに対応
イーサネットユニットZM-80NUを実装するとEthernet、FL-netに接続できます。（ZM-43/52/72/82）
● Ethernet
ZM-43/52/72/82とPC（※）間のN：Nプログラムレス接続で高速レスポンスを実現しています。
サーバとの通信やサーバレスでZM-43/52/72/82間の通信も可能です。また、サーバを介して画面
データ転送も簡単･高速で可能です。　（※ 接続はEthernet対応PCに限ります。）

● FL-net
オープンフィールドネットワークとして導入が進んでいるFL-netに接続して、種々のコントローラ
とマスターレス･トークン方式で高速通信が可能です。

8. 増設メモリ
画面データの増設用にZM-4EM（ZM-52/72/82用）とZM-43EM（ZM-43用）、内部メモリのバックアップ用
にZM-80SM（ZM-52/72/82用）とZM-43SM（ZM-43用）があります。

9. ラダーモニタ機能を搭載
１ネットワークのラダー図表示が可能です。トラブルシューティング、ダウンタイムの短縮に活用でき
ます。（ZM-42～82ユーザーズマニュアル・ラダーモニタ編 参照）

10. 文字表現･ゴシックフォント
８～72ポイントまで16サイズのゴシックフォントを選択可能です。また、数値データや異常表示などに
も使用できますので、表現力を向上できます。
・現状の16／32ドットフォントとの併用は不可です。増設メモリが必要になる場合があります。
・画面作成ソフトZM-71Sは、バージョンV1.2.0.0で対応しています。

・ZM-42/43/52/72/82シリーズの形名は「３. システム構成」を参照願います。
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使用上の注意事項2
設置場所・使用環境の注意

●周囲温度が0～50℃、相対湿度が85％RH以下の範
囲内の場所で使用してください。
（但し、STNカラータイプは周囲温度0～40℃で
使用してください。）

●周囲温度が上記の範囲以上になるときは、強制
ファンまたはクーラーを設置して周囲温度が範囲
内になるようにしてください。

●温度変化が急激で結露する場所は避けてくださ
い。

●直射日光の当たる場所は避けてください。

20

30

40

50

10

0

0～50℃�

YOUZAI

通気孔�

フ
ァ
ン�

●直接振動や衝撃が加わる場所には設置しないでく
ださい。

●水や腐食ガス・可燃性ガス・溶剤・研削油などに
触れる恐れのある場所は避けてください。
また、じん埃・塩分・鉄粉が多い場所には設置し
ないでください。

取付上の注意

●通風スペースを十分とってください。

●発熱量の大きな機器（ヒータ・トランス・大容量
抵抗他）の上部に取り付けることは避けてくださ
い。

第1章 使用上の注意事項
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非常�
停止�

緊急性の高い�
スイッチ�

ZM-42/43/52�

ZM-72/82

取付ネジ�シリーズ� ネジサイズ�

M3�

M4

締付トルク（N・m）�

0.29～0.49�

0.49～0.69

ｱﾙｺｰﾙ�

ロック
！�

●高圧機器の設置されている盤内での取り付けは避
けてください。
また、高圧線・動力線からは200mm以上離して
取り付けてください。

使用上の注意

●非常停止回路は外部リレー回路で構成し、本装置
の装置運転の信号を必ず組み込んでください。か
つ、緊急性の高いスイッチには使用しないでくだ
さい。

●本装置は表示部にガラスを使用しておりますの
で、落下させたり強い衝撃を与えないで下さい。

●ユニットの取付ネジの締め付けは下記値の範囲で
行なってください。

［注意］締め付けすぎるとパネル面が変形する恐れ
があります。

●各種接続ケーブルのコネクタ部のロックは確実に
行い、通電前に十分確認してください。

●乾燥した場所では大きな静電気が発生することが
ありますので、装置に触れる際には予めアースさ
れた金属に触れて静電気を放電させてください。

●シンナー類は装置表面を変色させたりするので、
市販のアルコールまたはベンジンをご使用くださ
い。

●プリント基板を本体から取り外さないでくださ
い。（故障の原因になります。）

第1章 使用上の注意事項
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システム構成3
システム構成／液晶コントロールターミナル本体／周辺機器について説明します。

■システム構成
ZM-＊＊と組み合わせ可能なシステム構成は以下のとおりです。

第1章 システム構成

※ ビデオ入力インターフェイス機能を有する機種は、ZM-72TV/TVC/TSV/TSVC、ZM-82TV/TVCです。

パソコン� ZM-＊＊�

ZM-71S

運転時（リンク通信）�

RS-232C/RS-422

ZMシリーズ用�
画面作成ソフト�

画面作成�

汎用コンピュータ�

運転時（汎用シリアル通信）�

RS-232C/RS-422

リンクユニット�

画面転送時�
ZM-80C

ZM-80C

ZM-80PCカードレコーダ�
　　ZM-1REC 

ケーブル�

プリンタケーブル�

バーコードリーダ�
接続ケーブル   ZM-80BC

ビデオカメラ※ 

ﾃﾞｰﾀ転送時�
画面転送時�

ZM-1REC用ケーブル�

ﾒﾓﾘﾏﾈｰｼﾞｬ機能�
ﾃﾞｰﾀﾛｷﾞﾝｸﾞ機能�

画面転送時�

プリンタ�

バーコードリーダ�
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■ 液晶コントロールターミナル本体

ZM-42D�
ZM-42L�
ZM-43T�
ZM-43D�
ZM-43L�
ZM-52D�
ZM-72T�
ZM-72TC�
ZM-72TV�
ZM-72TVC�
ZM-72TS�
ZM-72TSC�
ZM-72TSV�
ZM-72TSVC�
ZM-72D�
ZM-72DC�
ZM-82T�
ZM-82TC�
ZM-82TV�
ZM-82TVC�
ZM-82DC�
�
�

5.7型STNカラー、320×240ドット�
5.7型STNモノクロ、320×240ドット�
5.7型TFTカラー、320×240ドット�
5.7型STNカラー、320×240ドット�
5.7型STNモノクロ、320×240ドット�
7.7型STNカラー、640×480ドット�
10.4型TFTカラー、640×480ドット�
10.4型TFTカラー、640×480ドット、メモリカードI／F付�
10.4型TFTカラー、640×480ドット、ビデオ入力付�
10.4型TFTカラー、640×480ドット、ビデオ入力＋メモリカードI／F付�
10.4型TFTカラー、800×600ドット�
10.4型TFTカラー、800×600ドット、メモリカードI／F付�
10.4型TFTカラー、800×600ドット、ビデオ入力付�
10.4型TFTカラー、800×600ドット、ビデオ入力＋メモリカードI／F付�
10.4型STNカラー、640×480ドット�
10.4型STNカラー、640×480ドット、メモリカードI／F付�
12.1型TFTカラー、800×600ドット�
12.1型TFTカラー、800×600ドット、メモリカードI／F付�
12.1型TFTカラー、800×600ドット、ビデオ入力付�
12.1型TFTカラー、800×600ドット、ビデオ入力＋メモリカードI／F付�
12.1型STNカラー、800×600ドット、メモリカードI／F付�
�

分　類� 仕　　様�形　名�

ZM-82シリーズ�

ZM-72シリーズ�

ZM-52シリーズ�

ZM-42シリーズ�

ZM-43シリーズ�
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■ 周辺機器
  ZM-＊＊と組み合わせ可能な周辺機器は以下のとおりです。

第1章 システム構成

ZM-4EM
・画面データ記憶メモリを増やすための増設基板で、�
　容量はFPROM ４Mバイトです。�

品　名� 機種名�
適用機種�

ZM-82 ZM-72 ZM-52
仕　様�

増設メモリ�

保護シート�

画面作成�
ソフト�

ﾀｰﾐﾅﾙｺﾝﾊﾞｰﾀ�
�

・RS-422/485の端子台でPCと接続時に使用します。�

・ZM-＊＊とプリンタの接続に使用します。�

・画面データを作成するソフトウェアで�
　す。�

・ZM-＊＊←→パソコン、またはパソコン←→ZM-1REC�
　間の接続に使用します。�

・PCの外部I／Oで入力16点、出力16点です。�

・三菱電機㈱製ACPU/QCPUのプログラマ用コネク�
　タを２ポートにするためのユニットです。�
�

・操作パネル面を保護するシートです。�

・画面データのバックアップやメモリマネージャー�
　機能／データロギング機能での記録に使用します。�カードレコーダ�

２ポートアダプタ�

画面転送用�
ケーブル�

ZM-1REC

増設I／Oﾕﾆｯﾄ�ZM-322M

ZM-1MD2

ZM-71S�
ZM-71SE

ZM-42GS�
ZM-52GS�
ZM-72GS�
ZM-82GS

日本語版�
英語版�

ZM-80C

ﾌﾟﾘﾝﾀｹｰﾌﾞﾙ�ZM-80PC

○�
○�

○�

○�

○�

○�

○�
○�

○�
○�

○�

○�

○�

○�

○�
○�

○�

○�

○�

○�

○�

○�
○�

－�

ZM-42

－�
○�

○�

○�

○�

○�

○�
○�

ZM-43

－�

○� －� －�－�
－� －�－�

○� ○� ○� －�○�

○� ○� ○� －�－�

－� －� －� －�○�

－� －� －� ○� ○�

－� －� －� －�○�

－�
－�

－�

－�

－�－�○�

○� ○� ○� －�－�
○�

○�

○�

○�

・ZM-＊＊とバーコードリーダの接続に使用しま�
　す。�

バーコードリーダ�
接続ケーブル�ZM-80BC ○� ○� ○� ○�○�

・マルチリンク2接続する際に、ZM-＊＊マスター�
　とZM-＊＊スレーブの接続に使用します。�

マルチリンク2�
マスター用ケーブル�ZM-80MC ○� ○�

○�

○� ○�○�

○�

○�
○�

ZM-80NU

ZM-43EM

ZM-43SM

ZM-80SM

ネットワークユニット�

・ZM-＊＊をEthernetに接続するためのユニットで、
UDP/IPプロトコルをサポートしています。また、
FL-netとしてFAリンクプロトコルに対応し、サ
イクリック伝送とメッセージ伝送（ワードリー
ドライト）をサポートしています。�

・メモリ容量はフラッシュメモリ４Mバイトで、
画面データ記憶容量の増設に使用します。�

・メモリ容量はSRAMメモリ512Kバイトで、サン
プリングデータ・内部メモリのバックアップ、
およびカレンダ設定に使用します。�

ZM-1TC
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TB1

SW1

CN1

ZM-71S、ZM-71SE
画面データを作成するソフトウェアです。
・ZM-71S   ：Windows95/98/NT4.0対応日本語版エディタ
・ZM-71SE：Windows95/98/NT4.0対応英語版エディタ

ZM-80C（画面転送用ケーブル）
ZM-＊＊←→パソコンまたはパソコン←→ZM-1REC相互間の接続に使用し
ます。

ZM-80PC（プリンタケーブル）
ZM-＊＊とプリンタを接続するケーブルです。

ZM-4EM、ZM-43EM（増設メモリ）
・ZM-4EM：ZM-52/72/82用
・ZM-43EM：ZM-43用
画面データ記憶メモリを増やすための増設基板です。
容量はFPROM４Mバイト（ZM-4EM、ZM-43EM）です。

ZM-43SM、ZM-80SM（増設メモリ）
・ZM-43SM：ZM-43用
・ZM-80SM：ZM-52/72/82用
サンプリングデータ、ZM-＊＊内部メモリ、メモ帳をバックアップできま
す。容量はSRAM 512Kバイトです。
カレンダ設定も行えます。

ZM-1REC（カードレコーダ）
画面データのバックアップやメモリマネージャ機能・データロギング機
能での記録に使用します。

ZM-1TC（ターミナルコンバータ）
RS-422/485の端子台でPCと接続する場合に使用します。

F
R
O
M
0

F
R
O
M
1

C
N
1

JP
1

�

V9
7-
M
EM
C
 P
02
00
4

C
N
1

�P
02
17
2-
2

V
6-
M
C
B

＋�
CR2430

SANYOM
n
O
2-Li CELL 3VO

LT
S
JA
P
A
N
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ZM-1MD2（ACPU/QCPUデュアルポートインターフェイス）
三菱(株)製ACPU/QCPUのプログラマ用コネクタを2ポートにするための
ユニットです。三菱電機(株)製ACPU/QCPUに直結する場合に使用すると
便利です。

ZM-322M（増設 I/Oユニット）
PCの外部I/Oです。入力16点、出力16点となっています。

市販メモリカード
画面データのバックアップやメモリマネージャ機能・データロギング機
能での記録に使用します。
SRAM／FLASH ROM
カードタイプ：JEIDA Ver.4以上に準拠したものが使用可能です。

GD

G
P
P

発紘電機株式会社�

REC256F

ZM-80NU（ネットワークユニット）
EthernetおよびFL-netのネットワークに対応させる為のユニットです。
1台のPCに複数台のZM-＊＊を接続することが可能です。同じネットワー
ク内に他の機器も接続でき、システム全体の価格ダウンに大きく寄与し
ます。ZM-80NUの詳細は、「ZM-80NUユーザーズマニュアル」を参照願
います。

ZM-80MC（マルチリンク2 マスター用ケーブル）3m
マルチリンク２接続する際に、ZM-＊＊マスターとZM-＊＊スレーブを接
続するケーブルです。

ZM-42GS/52GS/72GS/82GS（保護シート）
・ZM-42GS：ZM-42/43用
・ZM-52GS：ZM-52用
・ZM-72GS：ZM-72用
・ZM-82GS：ZM-82用
操作パネル面の保護シートです。（５枚セット）

ZM-80BC（バーコードリーダ接続ケーブル）2m
ZM-＊＊とバーコードリーダーを接続するケーブルです。
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各部の名称4

① 止め金具の取り付け穴
② ディスプレイ
③ ファンクションスイッチ（詳細はP1-51）
④ POWERランプ
⑤ DC電源
⑦ CN1：PC接続用（RS-232C,RS-422）

⑧ CN2：プリンタ用
⑨ ディップスイッチ
⑩ MJ1,2：画面データ転送用

バーコード接続用/ZM-1REC接続用（別売）
⑪ 増設メモリ接続用（別売）
⑬ 通信インターフェースユニット接続用（別売）

第1章 各部の名称

■ZM-42シリーズ前面                                                  ■ ZM-42シリーズ後面

①�

②�

③�

④�

C
N
1C

N
2 MJ2          MJ1

DC24V
（＋）�
（－）�
�

�

⑤�

⑦�

⑧�

⑨�

①�

⑬�
⑩�

MJ2          MJ1

24VDC

CN2
CN1

�⑪�

⑩�

⑬�

�

⑧�

①�

⑦�

⑤�

⑨�

■ZM-43シリーズ前面                                                  ■ ZM-43シリーズ後面



1 - 10

① 止め金具の取り付け穴
② ディスプレイ
③ ファンクションスイッチ（詳細はP1-51）
④ POWERランプ
⑥ AC電源/DC電源
⑦ CN1：PC接続用（RS-232C,RS-422）
⑧ CN2：プリンタ用
⑨ ディップスイッチ
⑩ MJ1,2：画面データ転送用

バーコード接続用/ZM-1REC接続用（別売）

⑪ 増設メモリ接続用（別売）
⑫ ビデオ接続用（ZM-72TV/TVC/TSV/TSVC、
 　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ZM-82TV/TVC）

⑬ 通信インターフェースユニット接続用（別売）
⑭ 増設I/Oユニット接続用（別売）
⑮ カードインターフェイス（ZM-72TC/TVC/TSC/TSVC、
  　　　　　　　　　　　　　　　　　 ZM-82TC/TVC）

⑯   DC電源

①�

②�

③�

④�

①�

②�

③�
④�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

⑦�

⑧�

⑨�
①�

⑬�

⑫�

⑭�

⑪�

⑮�

⑥�

⑩�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

⑦�

⑧�

⑨�①�

⑬�

⑫�

⑭�

⑪�

⑮�

⑥�

⑩�

■ZM-72シリーズ前面                                         ■ ZM-72シリーズ後面

■ZM-82シリーズ前面                                         ■ ZM-82シリーズ後面

第1章 各部の名称

CN2

C
N
1

MJ2          MJ1

DC24V
（＋）�
（－）�
�

�
⑯�

⑦�

⑧� ⑨�

①�

⑬�
⑩�

⑪�

■ZM-52D前面                                     　    ■ ZM-52D後面

①�

②�

③�

④�
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外観・パネルカット5
■ZM-42シリーズ本体の外観図と寸法

■ZM-42シリーズのパネルカット

第1章 外観・パネルカット

CN2
CN1

MJ2 MJ1 �

173.6

182.5

115.2

13
8.
8

86
.4

13
0.
8

45
5

○上面図�

○正面図�

○背面図�

○側面図�

単位：mm

F1

F2

F3

F4

F5

SYS

13
1

174 ＋0.5�
－0

＋
0.
5�

－
0

単位：mm
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■ZM-43シリーズ本体外観図と寸法

unless the optional unit is mounted.
Do not remove this seal.
ご使用時以外は剥がさないでください�

CN1

MJ1MJ2

CN2

２４ＶＤＣ�

＋�

－�

○側面図�

○背面図�

○正面図�

○下面図�

単位：mm

13
0.
8

4
47
.3

6

ＰＯＷＥＲ�

F1

F2

F3

F4

F5

SYS

13
8.
8

182.5

115.2

86
.4

13
1

174 ＋0.5�
－0

＋
0.
5�

－
0

単位：mm

■ZM-43シリーズパネルカット

※ 60mmは取付後の着脱を考慮した寸法ではありません。また、配線方式の違い、配線する電線
　サイズ等で変わりますので、最終的には実配線で確認してください。

unless the optional unit is mounted.
Do not remove this seal.
ご使用時以外は剥がさないでください�

CN1

MJ1MJ2

CN2

２４ＶＤＣ�

＋�

－�

60mm※�

（注） ZM-42シリーズから置き換えて使用される場合、シ
リアルコネクタCN1の接続位置が異なりますので、
取付スペースによっては支障があります。取付位置
の事前確認を必ず行ってください。
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■ZM-52D本体の外観図と寸法

■ZM-52Dのパネルカット

16
5.
5

220.5

単位：mm

＋0.5
－0

－
0＋0
.5

CN2

MJ2 MJ1

C
N
1

DC 24V
(＋)�
�

(－)�
�

TB1

220

230

160

17
5

12
1

16
5

60
.1

6

○上面図�

○正面図�

○背面図�

○側面図�

単位：mm

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

第1章 外観・パネルカット
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21
6.
2

289

単位：mm

＋0.5
－0

－
0＋0
.5

■ZM-72シリーズ本体の外観図と寸法

■ZM-72シリーズのパネルカット

第1章 外観・パネルカット

288

310

211

24
0

15
8

21
5.
2

76
.3

16

○上面図�

○正面図�

○背面図�

○側面図�

単位：mm

CN2

MJ1MJ2

C
N
1

100-�
240VAC

L

N

NC

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS
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24
6.
2

313

単位：mm

＋0.5
－0

－
0＋0
.5

■ZM-82シリーズ本体の外観図と寸法

■ZM-82シリーズのパネルカット

第1章 外観・パネルカット

312

334

247

27
0

18
5

24
5.
2

79
.8

16

○上面図�

○正面図�

○背面図�

○側面図�

単位：mm

CN2

MJ1MJ2

C
N
1

100-�
240VAC

L

N

NC

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7SYS
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取付方法6
■取付方法
①取付部（最大板厚3.2mm）にパネルカットして、ZM-＊＊を挿入します。

取付部�

パネルカット穴�

165.5
＋
0.5�

－
0

220.5
＋0.5�
－0

取付金具寸法�

ZM-42/43シリーズ、ZM-52D用�

ZM-72/82シリーズ用�

17.8

10.530.0

（単位：mm）�

17.8

10.520.0

135°�

0°�

135°�

90°�

表示面�

表
示
面
�

第1章 取付方法

16
5.
5

220.5
単位：mm

＋0.5
－0

－
0＋0
.5

24
6.
2

313

ZM-82シリーズ�

ZM-52D

21
6.
2

289＋0.5－0

－
0＋0
.5

ZM-72シリーズ�

13
1

174＋0.5－0

－
0＋0
.5

ZM-42シリーズ�
ZM-43シリーズ�

＋0.5
－0

－
0＋0
.5

MJ2
MJ1

DC 24V
(＋)�

�
(－)�

�

TB1

ZM-＊＊本体�

取付金具�

取付穴�

取付穴�

取付部�

②付属の取付金具をZM-＊＊の取付穴に挿入し、取付金具の締付ネジでZM-＊＊を固定してください。
　　　・取付金具の数：４個
　　　・締付トルク：ZM-42/43/52のとき0.29～0.49N･m、ZM-72/82のとき0.49～0.686N･m

　
■取付角度

（ZM-52Dの場合）

（注）ZM-42/43シリーズは、パネルカット寸法は同一ですが、裏面のシリアルコネクタCN1の位置が
　  異なりますので注意願います。⇒ P1-12参照

取付角度は下記のように0°～135°の範囲内で設置してください。
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配線について7

絶縁トランス�
または�

安定トランス�

1.25mm       ツイストする�2

ZM-72シリーズ、�
ZM-82シリーズへ�

電源�

第1章 配線について

端子ネジ�ネジサイズ�

M3.5ZM-42/43シリーズ、ZM-52D

締付トルク（N・m）� 圧着端子（単位：mm）�

0.49 7.0MAX 7.0MAX

M3.5ZM-72/82シリーズ� 0.49 8.0MAX 8.0MAX

機種�

DC 24V
(＋)�
�
(－)�
�

TB1
電源�
DC24V ±10％�

アース�

電源�
100-�
200VAC

L

N
NC

TB1

アース�

CN2

C
N
1

MJ2          MJ1

DC24V
（＋）�
（－）�
�

�

�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

ZM-42/43シリーズ、ZM-52D

ZM-72シリーズ、ZM-82シリーズ�

■電源ケーブルの配線
○電源ケーブルは本体背面のTB1に接続します。

○電源を配線する場合の端子ネジの締め付けは上記値の範囲で行ってください。
○電源は許容電源電圧変動範囲内で使用してください。
○線間及び大地間ともノイズの少ない電源を使用してください。
○電源線は電圧降下を小さくするために、出来るだけ太い線を使用してください。
○AC100V線、DC24V線は高電圧、大電流のケーブルとは近づけないように十分に離してください。

■ZM-72/82シリーズのAC100-240V仕様で特に注意すること
○一般に絶縁トランスを入れることにより、対ノイズ性は改善されますが、トランスの二次側からZM-
72/82までの距離が長く、また、ノイズが混入しやすい状態であれば入れる意味がありません。

○ノイズにより電源変動（対ノイズ性にも効果あり）がある場合には、安定化トランスを入れることをお
勧めします。



1 - 18

■アースの配線

液晶コントロールターミナルには、必ず接地をしてください。

○アースは専用接地にしてください。（接地工事は第３種接地、接
地抵抗100Ω以下）

      2
○接地用のケーブルには公称断面積2mm 以上のものを使用してくだ
さい。

○接地点は本体の近くにし、接地線の距離を短くしてください。
○アースは他の機械と共有したり、建物の梁に接続したりすると逆
効果となり、かえって悪影響を受ける場合がありますので注意し
てください。

○万一接地によって誤動作するようなことがあれば、FG端子を接地
と切り離してください。

■通信ケーブルの配線
○通信ケーブルの配線は、強電回路とは一
緒に配線しないでください。

○右図のようにダクト内では強電回路と通
信ケーブルをインシュロックで束ねない
でください。
きれいに配線をまとめることは、対ノイ
ズ的にはあまりよくありません。

○通信ケーブルは単独で配線することをお
勧めします。

通信ケーブル�

動力線・制御線�

インシュロック�

配線ダクト�

動力線・制御線�

通信ケーブル�

第３種接地

ZM-＊＊本体� 他の機器�

第1章 配線について
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仕様について8
第1章 仕様について

電
　
　
　
　
　
源�

物  

理  

的  

環  

境�
機 

械 

的�

稼 
動 

条 
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■ 一般仕様�

DC500V、10MΩ以上�

0℃～＋50℃�

－10℃～＋60℃�

85％RH以下（但し、結露なきこと）�

導電性のじんあいがないこと�

切削油、有機溶剤の付着がないこと�

腐食性ガスがないこと�

振動周波数：10～150Hz、加速度：9.8m/s  (1.0G)�

X,Y,Z： 3方向 各1時間�

パルス波形：正弦半波�

ピーク加速度：147m/s  (15G)、X,Y,Z ：3方向 各6回�

1500Vp-p（ノイズ幅  1μs）�

表面部　6kV�

第３種接地�

ZM-52D

単体約1.1kg�

230×175×66.1�

220.5　 ×165.5�

GREY�

PC/ABS   

定格電圧�

電圧許容範囲�

�

許容瞬時停電時間�

消費電力�

突入電流�

�

耐電圧�

絶縁抵抗 �

動作周囲温度�

保存周囲温度�

相対湿度�

じんあい�

耐溶剤性�

腐食性ガス�

耐振動�

�

耐衝撃�

�

耐ノイズ�

耐静電気放電�

接地�

構造�

�

�

�

冷却方式�

質量�

外形寸法 W×H×D（mm）�

パネルカット寸法（mm）�

ケース色�

材質�

項目�
ZM-42シリーズ�

機種�

＋0.5
－0

＋0.5
－0

DC24V�

DC24V±10％�

�

10ms以内�

単体約0.8kg�

182.5×138.8×50�

174　  ×131�

GREY�

PC/ABS

＋0.5
－0

＋0.5
－0

＊1 AC電源仕様のみ�

＊2 通信ユニットボス取付用4mm含む�

20W以下�

5A�

1.5ms

10W以下�

17A�

1ms

2

2

ZM-43シリーズ�

単体約0.8kg�

182.5×138.8×57.3�

174　  ×131�

BLACK（ﾏﾝｾﾙN-2相当）�

PC/PS

＋0.5
－0

＋0.5
－0

＊2

保護構造：フロントパネル：IP65準拠（防水パッキン使用時）�

 リヤーケース：IP20準拠�

形状　　：一体形�

取付方法：パネル埋込取付�

自然空冷�
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2

2

DC500V、10MΩ以上�

0℃～＋50℃（但し、ZM-72D/DCは0℃～＋40℃）�

－10℃～＋60℃�

85％RH以下（但し、結露なきこと）�

導電性のじんあいがないこと�

切削油、有機溶剤の付着がないこと�

腐食性ガスがないこと�

振動周波数：10～150Hz、加速度：9.8m/s  (1.0G)�

X,Y,Z： 3方向 各1時間�

パルス波形：正弦半波�

ピーク加速度：147m/s  (15G)、X,Y,Z ：3方向 各6回�

1500Vp-p（ノイズ幅  1μs）�

表面部　6kV�

第３種接地�

保護構造：フロントパネル：IP65準拠（防水パッキン使用時）　�

リヤーケース：IP20準拠�

形状：一体形�

取付方法：パネル埋込取付�

自然空冷�

＋0.5
－0

＋0.5
－0

単体約2.5kg�

310×240×92.3�

 289　 ×216.2　 

AC100-240V�

AC85～265V�

（47～440Hz）�

20ms以内�

45VA以下�

20A：AC100V�

30A：AC200V

ZM-72シリーズ� ZM-82シリーズ�

AC100-240V�

AC85～265V�

（47～440Hz）�

20ms以内�

50VA以下�

20A：AC100V�

30A：AC200V

＋0.5
－0

＋0.5
－0

単体約3.0kg�

334×270×95.8�

  313　 ×246.2　 

AC外部端子とFG間：AC1500V、1分間�

GREY�

PC/ABS
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定格電圧�

電圧許容範囲�

�

許容瞬時停電時間�

消費電力�

突入電流�

�

耐電圧�

絶縁抵抗 �

動作周囲温度�

保存周囲温度�

相対湿度�

じんあい�

耐溶剤性�

腐食性ガス�

耐振動�

�

耐衝撃�

�

耐ノイズ�

耐静電気放電�

接地�

構造�

�

�

�

冷却方式�

質量�

外形寸法 W×H×D（mm）�

パネルカット寸法（mm）�

ケース色�

材質�

項目�

機種�



1 - 21第1章 仕様について

　　　 �

表示デバイス�

�

表示分解能  横×縦(ドット)�

ドットピッチ  W×H(mm)�

有効表示領域  W×H(mm)�

�

表示色、階調�

�

バックライト�

コントラスト調整�

バックライト寿命�

POWERランプ�

�

■ 表示部仕様�

項目� 機種� ZM-42D ZM-52DZM-42L

0.082×0.246�

157.4×118.1�

（7.7インチ）�

STN�

カラーLCD

STN�

モノクロLCD

640×480320×240�

0.36×0.36�

115.2×86.4�

（5.7インチ）�

128色＋�

ブリンク16色�

16色�

＋ブリンク�

モノクロ8階調�

＋ブリンク�

ファンクションスイッチによって調整（ただし、STNタイプのみ）�

�

電源が供給されている状態で点灯�

約25,000h＊�

�

ZM-43DZM-43L ZM-43T

STN�

カラーLCD

STN�

モノクロLCD

STN�

カラーLCD

TFT�

カラーLCD

16色�

＋ブリンク�

モノクロ8階調�

＋ブリンク�

約50,000h 約25,000h

0.36×0.36 0.12×0.36 0.12×0.36 0.36×0.36

冷陰極管�

　　　 �

表示デバイス�

�

表示分解能  横×縦(ドット)�

ドットピッチ  W×H(mm)�

有効表示領域  W×H(mm)�

�

表示色、階調�

�

バックライト�

コントラスト調整�

バックライト寿命�

POWERランプ�

�

項目� 機種� ZM-72Dシリーズ� ZM-82Tシリーズ�

TFT�

カラーLCD

ZM-72TSシリーズ�ZM-72Tシリーズ�

TFT�

カラーLCD

STN�

カラーLCD

640×480 800×600�

�0.11×0.33

約10,000h

246.0×184.5�

（12.1インチ）�

0.264×0.264

211.2×158.4�

（10.4インチ）�

128色＋ブリンク16色�

冷陰極管�

ファンクションスイッチによって調整（ただし、STNタイプのみ）�

�

電源が供給されている状態で点灯�

約25,000h＊�

�

0.33×0.33 0.3075×0.3075

＊ 常温25℃、表面輝度が初期値の50％となった時�



1 - 22 第1章 仕様について

　　　項　　　目 �

表示言語�

表示可能文字�

�

�

文字サイズ�

�

�

�

表示文字数�

�

�

�

文字属性�

�

外字登録�

�

�

図形種類�

�

�

図形属性 �

�

1/4角 　：8×8ドット�

半角 　：8×16ドット�

全角　 　：16×16ドット又は、32×32ドット�

文字拡大率  ：横1～8倍　　　縦1～8倍�

表示分解能　　　320×240　　　  　640×480   　　　　800×600　�

1/4角�

半角�

全角�

表示属性 ：標準、反転、ブリンク、強調、彫刻�

文字色 ：128色＋ブリンク16色／16色＋ブリンク／モノクロ8階調＋ブリンク�

日本語のみ設定可能�

　全角16×16ドット、63個�

　32ドットフォント使用可能時のみ：全角32×32ドット、63個�

直線系：直線、連続直線、矩形、平行四辺形、正多角形�

曲線系：円、円弧、扇形、楕円、楕円弧�

その他：タイルパターン�

線種 ：直線6種（細線、太線、点線、1点鎖線、破線、2点鎖線）�

タイル ：16種（ユーザー側で８種設定可能）�

表示属性 ：標準、反転、ブリンク�

表示色 ：128色＋ブリンク16色＋ブリンク／モノクロ８階調＋ブリンク�

色の指定 ：表示色、背景色、境界色（線色）�

■ 表示機能仕様�

 　  日本語   英語/西欧       中国語(繁体字)   中国語(簡体字)　　       韓国語�

1/4角、半角 ANKコード ASCIIコード ASCIIコード ASCIIコード ASCIIコード�

全角16ﾄﾞｯﾄ JIS第1、2水準 ASCIIコード 中国語（繁体） 中国語（簡体） ハングル（漢字不可）�

　　32ﾄﾞｯﾄ JIS第1水準 ASCIIコード 　―――― 　―――― 　　　――――�

�

　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

�

�

�

�

横40文字×縦30行�

横40文字×縦15行�

横20文字×縦15行�

横80文字×縦60行�

横80文字×縦30行�

横40文字×縦30行�

横100文字×縦75行�

横100文字×縦37行�

横50文字×縦37行�

・ゴシックフォントについては、別冊「ゴシックフォントについて」を参照してください。
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　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

最大1024�

FP-ROM（フラッシュメモリ）　約2,816Kバイト（フォントにより増加あり）�

768／画面（ZM-42/43は192／画面）�

セット、リセット、モーメンタリ、オルタネート、照光式�

ファンクションスイッチとディスプレイ上スイッチの2カ所同時押し可�

（マトリックスタイプの場合　ディスプレイ上スイッチの2カ所同時押し可）�

反転、ブリンク、図形の入れ替え�

768／画面（ZM-42/43は192／画面）�

円・棒・パネルメータ・閉領域グラフ　制限なし/画面総使用量128Kバイト以内�

統計・トレンドグラフ　各256／レイヤー�

制限なし／画面総使用量128Kバイト以内�

制限なし／画面総使用量128Kバイト以内�

表示分解能：320×240のとき　最大半角40文字�

　　　　　：640×480のとき　最大半角80文字�

　　　　　：800×600のとき　最大半角100文字�

制限なし／画面総使用量128Kバイト以内�

6144行�

バッファデータをサンプリング表示�

（定時サンプル、ビット同期、ビットサンプル、リレーサンプル、アラーム機能）�

最大1024�

最大1024�

最大2560�

最大256�

最大1024�

最大1024�

最大1024�

最大1024�

最大32�

時刻表示機能：あり�

画面ハードコピー機能：あり�

ブザー：あり　　２種（断続短音、断続長音） �

常時点灯、任意設定�

スイッチのセルフテスト機能�

通信条件等の設定状態確認機能�

通信チェック機能�

＊1 ハードバージョンが以下のタイプ、またはZM-42/43の場合、本体画面データ容量は約760Kバイトです。�
�
�
＊2 レイヤー：１画面に４枚（ベース画面＋オーバーラップ３枚）�

＊2

＊1

■ 機能／性能仕様（ZM-＊＊シリーズすべて）�

デ
ー
タ
設
定�

�

　　　　項　　　目 �

登録画面数�

画面メモリ�

スイッチ�

スイッチ動作モード�

�

�

ランプ�

�

グラフ�

�

　　数値表示�

　　文字列表示�

　　メッセージ表示�

�

�

�

メッセージ数�

サンプリング�

�

マルチオーバーラップ�

データブロック�

グラフィックライブラリ�

パターン�

マクロブロック�

ページブロック�

ダイレクトブロック�

スクリーンブロック�

温調ネットワークテーブル�

時刻表示�

ハードコピー�

ブザー�

自動消灯機能�

自己診断機能�

�

ZM-82Tシリーズ→A～E、ZM-72TSシリーズ→A～E、ZM-72Tシリーズ→A～F、�
ZM-72D→A～E、ZM-52D→A～C�
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　　　項　　　目 �

作画方式�

作画ツール�

　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

専用作画ソフトウェア�

専用ソフトウェア名：弊社　ZM-71S（日本語版）、ZM-71SE（英語版）�

コンピュータ本体 ：i486以上搭載（pentium以上推奨）�

OS  ：Windows95/98/NT Ver.4.0�

ハードディスク容量：空き容量約40Mバイト以上�

ディスプレイ ：解像度640×480以上のディスプレイ�

  　（800×600以上推奨）�

■作画環境�

　　　項　　　目 �

構成数�

スイッチ種別�

寿命�

　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

８個（ZM-42/43は６個）�

感圧式スイッチ�

100万回以上�

■ファンクションスイッチ仕様�

　　　項　　　目 �

スイッチ分解能�

方式�

寿命�

�

　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

アナログ　1024（横）×1024（縦）�

抵抗膜式�

100万回以上�

�

■タッチパネル仕様��

　　　項　　　目 �

PLC接続用�

シリアルインターフェース�

（D-Sub 25ピン　凹）�

�

�

�

�

画面データ転送/バーコード�

/カードレコーダ接続用�

シリアルインターフェース1・2�

（モジュラー　8ピン）�

�

プリンタインターフェース�

　　　　　　　　　　仕　　　　　様�

RS-232C、RS-422/485�

調歩同期方式�

データ長：7、8ビット�

パリティ：偶数、奇数、なし�

ストップビット：1、2ビット�

伝送速度：2400、4800、9600、19200、38400、57600、115200bps�

　　　　  （ZM-42/43の場合、115200bpsは不可）�

RS-232C、RS-422/485�

＊カードレコーダ接続用の場合――オプション�

　　1スロット�

　　SRAM/FROM：最大16Mバイト�

　　JEIDA  Ver.4.0準拠（但し、制限あり）　　�

セントロニクス準拠、ハーフピッチ36ピン（PC-98x1対応）�

　NEC：PR201�

　EPSON：ESC/P-J84、ESC/Pｽｰﾊﾟｰ機能、ESC/P24-J84�

　CBM292/293プリンタ（画面のハードコピーはできません）�

■インターフェース仕様�

＊�

第1章 仕様について
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Ｊ－ｂｏａｒｄ、ＪＷ１０、ＪＷ２０／２０Ｈ、 ＪＷ３０Ｈ�

Ｗ７０Ｈ／１００Ｈ、ＪＷ５０／７０／１００、 ＪＷ５０Ｈ／７０Ｈ／１００Ｈ�

Ａシリーズ／Ｑシリーズ計算機リンクユニット／ＣＰＵポート、�

ＦＸ１／２シリーズ�

Ｃシリーズ、ＣＯＭシリーズ、ＣＶシリーズ�

ＨＩＤＥＣ  Ｈ３００／７００／２０００、Ｓ１０α�

ＦＰシリーズ�

ＦＡ５００、ＦＡ－Ｍ３�

ＧＬ４０／６０／７０�

ＰＣ２／２Ｊ、Ｌ２�

Ｆ７０／８０Ｈ／１２０Ｈ、ＮＳ／ＮＪ、 ＦＬＥＸ－ＰＣ　ＣＰＵ／ＣＯＭ�

ＳＵ－５／６、 ＳＧ－８�

ＰＬＣ－５、ＳＬＣ５００�

シリーズ９０－３０�

ＥＸ１００／２０００、Ｔシリーズ�

Ｓ５、Ｔ１５００／５０５�

ＳＥＬＭＡＲＴシリーズ�

ＳＰＣシリーズ�

ＫＺシリーズ�

Ｋ１０／６０／２００、Ｋ５００／Ｋ１０００�

Ｐｏｗｅｒ　Ｍａｔｅ－Ｍｏｄｅｌ　Ｈ／Ｄ�

�

P　　　C　　　機　　　種�

�

�

�

�

オ ム ロ ン �

日 立 製 作 所 �

松 下 電 工 �

横 河 電 機 �

安 川 電 機 �

豊 田 工 機 �

富 士 電 機 �

光 洋 電 子 工 業 �

アレン・ブラドリー�

ＧＥ　ファナック�

東 芝 �

シ ー メ ン ス �

神 鋼 電 機 �

サ ム ソ ン �

キ ー エ ン ス �

Ｌ Ｇ �

Ｆ Ａ Ｎ Ｕ Ｃ �

メ ー カ ー �

シ ャ ー プ �

�

三 菱 電 機 �

■ 接続可能ＰＣ

第1章 仕様について

【注】上記PCのプロトコルに対応しておりますが、ノイズレベル等それぞれのPCでの動作を保証するも
　　　のではありません。
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シリアルコネクタ（CN1）9
コネクタ（CN1）はPCとの通信（RS-232C、RS-422/485）に使用します。

■シリアルコネクタ（CN1）
シリアルコネクタのピン配置は以下のとおりです。

ピンNo

1

2

3

7

9

10

12

13

14

17

信号名�

FG

SD

RD

SG

+5V

0V

+SD

-SD

+RTS

-RTS

内　　　容�

フレームグランド�

RS-232C 送信データ�

RS-232C 受信データ�

シグナルグランド��

�

RS-422 送信データ（＋）�

RS-422 送信データ（－）�

RS-422 RTS 送信データ（＋）�

RS-422 RTS 送信データ（－）�

4

5

6

8

11

15

16

20

21

22

23

RTS

CTS

RS-232C RTS 送信要求�

RS-232C CTS 送信可�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

18

19

-CTS

+CTS

RS-422 CTS 受信データ（－）�

RS-422 CTS 受信データ（＋）�

24

25

+RD

-RD

RS-422 受信データ（＋）�

RS-422 受信データ（－）�

■RS-232C/RS-422通信ケーブル

　RS-232C
○ RS-232Cの場合には、SD･SGとRD･SGとがペアになっています。
○ シールド線は、コネクタの1ピンもしくは、コネクタケースカバーに接続してください。

CN1（Dsub 25pin 凹）�

1 14

13 25

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

信号名�

FG

ピンNo.

SD

RD

RTS

CTS

1

2

3

4

5

シールド�

PCの�
リンクユニットの�
RS232Cポートへ�

SG 7

受信データ�

SG�

SG�

送信データ�

ZM-＊＊（CN1）�

�

第1章 シリアルコネクタ（CN1）
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■RS-422/485端子台
○端子台で接続する場合はターミナルコンバー
タZM-1TC（別売）をシリアルコネク（CN1）に
取り付けます。

○ZM-1TCのRS-422の信号線はシリアルコネク
タ（CN1）と接続されます。

○ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）で４線式、２線式の設定を行います。
（上…４線式）

ピンNo

1

7

12

13

信号名�

FG

SG

+SD

-SD

24

25

+RD

-RD

TB1

SW1

RD+
RD-

SD-

FG

SD+

SG

（上…4線式）�

ZM-1TC CN1

　RS-422
○RS-422の場合は、+SD･-SDと+RD･-RDとがペアになっています。
○SGがある場合は接続してください。
○シールド線は、コネクタの1ピンもしくは、コネクタケースカバーに接続してください。
○RS-422/485接続を端子台で行う場合はターミナルコンバータZM-1TC（別売）をご使用ください。
○終端抵抗はディップスイッチで設定します。（次頁参照）

シールド�信号名�

FG

ピンNo.

+RD

-RD

+SD

-SD

1

24

25

12

13

PCの�
リンクユニットの�
RS422ポートへ�

SG 7

ZM-＊＊（CN1）�

送信データ（-）�

送信データ（+）�

受信データ（-）�

受信データ（+）�

SG

TB1

SW1

CN1

ZM-1TC（ターミナルコンバータ）�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

第1章 シリアルコネクタ（CN1）
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ディップスイッチの設定

■ ディップスイッチ（DIPSW）の設定

○終端抵抗の設定
・PCとRS-422/485の４線式で接続の時、DIPSW7,8をONします。
・PCとRS-422/485の２線式で接続の時、DIPSW7をONします。
・モジュラージャック1でカードレコーダ（別売）を使用する場合、DIPSW6をONします。
・モジュラージャック2の終端抵抗は常にONされています。

○メモリ増設2の設定（ZM-42は設定不可です。DIPSW1はOFFのままにしておいてください。）
・増設メモリの使用方法がメモリ増設2の時、DIPSW1をONします。
　（P1-61、1-62参照）

○未使用のDIPSW2,3,4,5はOFFのままにしておいてください。

10
第1章 ディップスイッチの設定

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

CN1  12,13ピン内のSD終端抵抗�メモリ増設2�
（ZM-42は対象外）� CN1  24,25ピン内のRD終端抵抗�

MJ1（モジュラージャック1）終端抵抗�
未使用�
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モジュラージャック1・211
第1章 モジュラージャック1・2

■モジュラージャック1・2（MJ1/2）
モジュラージャック1・2のピン番号と信号名は右図の
とおりです。

ピン番号�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8

信号名�
+SD/RD�
-SD/RD�
＋5V�
＋5V�
0V�
0V�
RXD�
TXD

MJ1/2

12345678

外部供給＋5V�
最大 150mA■モジュラージャック1・2（MJ1/2）の設定

○モジュラージャック1・2の用途は画面作成ソフト
（ZM-71S）で設定します。

○ZM-71Sの［編集項目］→［システム設定］→［その他の設定］を選び、［P2］メニューの［モジュ
ラージャック1］と［モジュラージャック2］の各項目を下記の中から設定します。

モジュラージャック1 モジュラージャック2
［ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ］ ［未使用］
［ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ］ ［ﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ］
［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ］ ［ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ］
［外部-I/O］ ［外部-I/O］
［ﾏﾙﾁﾘﾝｸ］＊1,＊2 ［ﾏﾙﾁﾘﾝｸ］＊1,＊2

［温調ﾈｯﾄﾜｰｸ］＊2 ［温調ﾈｯﾄﾜｰｸ］＊2

［ZM-Link］＊2 ［ZM-Link］＊2

［ﾀｯﾁｽｲｯﾁ］＊3 ［ﾀｯﾁｽｲｯﾁ］＊3

モジュラージャック1・2の各設定で［ﾏﾙﾁﾘﾝｸ］と［温調ﾈｯﾄﾜｰｸ］を同時に設定しないでください。

＊1 ［通信パラメータ設定］の［接続形式］が［ﾏﾙﾁﾘﾝｸ2］で、かつ［自局番：1］の場合、選択可能
となります。　

＊2 ZM-＊＊のハードバージョンが以下のバージョン以降の本体から、“マルチリンク2（マス
ター）”“温調ネットワーク”“ZM-Link”に対応します。ZM-42/43シリーズはハードバージョン
に関係なく、全てに対応しています。
・アナログタイプ ：ZM-82Tシリーズ→D、ZM-72TSシリーズ→D、ZM-72Tシリーズ→D、

                                             ZM-72Dシリーズ→C、ZM-52Dシリーズ→F
・マトリックスタイプ：全てのバージョン

＊3［ﾀｯﾁｽｲｯﾁ］については、別途「アナログRGB入力」マニュアルを参照してください。

■画面転送
○画面転送はモジュラージャック1（MJ1）を使用します。

○ZM-71Sで［モジュラージャック1］を［ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ］に設定した場合、RUN/ローカルメインモードの自
動切り替えができるので、RUN中でも画面転送ができます。
また、シミュレーションやオンライン編集もできます。

○［モジュラージャック1］を［ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ］以外に設定した場合、必ずローカルメインモードにして画面
転送をしてください。シミュレーションやオンライン編集はできません。

○画面転送する際、パソコンとZM-＊＊との接続には、画面転送用ケーブルZM-80C（別売）をご使用くだ
さい。
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バーコードリーダー接続12
第1章 バーコードリーダー接続

○ZM-＊＊シリーズのモジュラージャック（MJ1/2）にバーコードリーダーを接続すると、バーコード
リーダーの信号を取り込むことができます。

○モジュラージャック（MJ1/2）とバーコードリーダーの接続には、バーコードリーダ接続ケーブルZM-
80BC（受注生産品）をご使用ください。
　　　長さ　　2m
　　　モジュラープラグ付き

◎接続に際しての注意
・CTS,RTS制御を行っているバーコードリーダーの場合は、RTS,CTSをジャンパーしなければ正
　常に動作しない場合があります。
・外部供給+5Vは、最大150mAです。（前頁参照）

○ZM-41/70シリーズで使用していたバーコードリーダーを使用する場合は、ケーブルに下図のような結
線でD-sub 9pin(凹)を接続してください。

Pin No�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9�
�

信号名�
CTS�
RXD�
TXD�
RTS�
�
�
SG�
�
+5V�
�

赤: 0V

橙: RXD

黄: TXD

茶:+5V

12
34
56
78

＊CTS-RTS間�

　ジャンパーします。�

�
�

D-sub 9pin（凹）�

信号名�
RTS�
TXD�
RXD�
CTS�
SG�
+5V�
�

バーコードリーダー�

＊�

赤: 0V
橙: RXD

黄: TXD

茶:+5V

12
34
56
78
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プリンタ接続コネクタ（CN2）13
○コネクタ（CN2）にプリンタを接続すると、ZM-＊＊画面のハードコピーや、帳票・サンプリングデータ
の印刷ができます。

○プリンタとZM-＊＊との接続には、36ピンパラレルインタフェースに対応したプリンタケーブルZM-
80PC（別売）をご使用ください。

○対応プリンタ機種
NEC PC-PR201シリーズ
EPSON ESC/P24-J84、ESC/P-J84、ESC/Pｽｰﾊﾟｰ機能
HP（ヒューレットパッカード） PCL  Level 3

プリンタへ�

ハーフピッチ　36ピン�
セントロニクス�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

第1章 プリンタ接続コネクタ（CN2）

プリンタへ�

DC 24V
(＋)�
�

(－)�
�

TB1

CN2

ZM-42
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ビデオ入力インターフェース14
○オプションのビデオ入力インターフェースにビデオやCCDカメラを接続すると、撮った映像をそのま
まダイレクトに画面表示できます。（ZM-72TV/TVC、ZM-72TSV/TSVC、ZM-82TV/TVCのみ）

○ZM-＊＊側のビデオ入力コネクタ：BNC

○ビデオ表示仕様
表示色 ：262,143色
入力チャネル ：4チャネル
信号方式 ：NTSC方式、PAL方式
表示サイズ ：640×480、320×240、160×120ドット（3サイズ切換可能）
色調整 ：コントラスト（256段階）、ブライトネス（256段階）、

カラーゲイン（256段階）

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

BNC

第1章 ビデオ入力インターフェース

（注）ZM-72TV/TVCで640×480ドットの表示サイズを設定すると、その他の画面上のスイッチ等を使用でき
　　 なくなります。（320×240、160×120ドットを使用してください。）
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15－1 各社PCとの接続

〔１〕1：1で接続する場合
ZM-＊＊とPC各々1台を1：1で接続します。

〔２〕1：nで接続する場合（マルチドロップ）
○1台のZM-＊＊を複数のPCに対して1：nで接続します。（n=1～32）

○マルチドロップ可能機種

ZM-＊＊�

PC1 PC2 PC3 PCn

RS-485で接続。　最長500mまで�

接続形式15

　 メーカー   　　PC名�
シャープ JWｼﾘｰｽﾞ、JW70/100 COMﾎﾟｰﾄ、JW20/30 COMﾎﾟｰﾄ�
三菱 An/A/N/Uｼﾘｰｽﾞ、QnAｼﾘｰｽﾞ、Net10、FXｼﾘｰｽﾞ(Aﾌﾟﾛﾄｺﾙ)�
OMRON SYSMAC Cｼﾘｰｽﾞ、CVｼﾘｰｽﾞ、CQM1ｼﾘｰｽﾞ、CS1�
日立 HIDIC-H�
松下 MEWNET�
YOKOGAWA FA500、FA-M3�
安川 ﾒﾓﾊﾞｽ�
TOYOPUC TOYOPUC�
FUJI MICREX-Fｼﾘｰｽﾞ、FLEX-PCｼﾘｰｽﾞ、NJｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ�
光洋 SU/SG、SR-T�
AB  PLC-5、SLC500、Micro Logix 1000�
GE Fanuc  90ｼﾘｰｽﾞ�
TOSHIBA Tｼﾘｰｽﾞ�
シーメンス S7-200 PPI�
神鋼電機 SELMART�
サムソン SPCｼﾘｰｽﾞ、N_plus、SECNET�
キーエンス KZｼﾘｰｽﾞ、KVｼﾘｰｽﾞ�
LG MASTER-K500 / K1000�
永宏電機 FACON FBｼﾘｰｽﾞ�
和泉電気 MICRO3�
台安電機 TP02�
 汎用シリアル�
�

�

ZM-＊＊�
PC

RS-232CまたはRS-422（RS-485）で接続�

第1章 接続形式
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信号名�

FG

RDA

RDB

SDA

SDB

SG

リンクユニット�

信号名�

FG

RDA

RDB

SDA

SDB

SG

リンクユニット�

SD/RD終端抵抗�
（ON）�
�

信号名�ピンNo.

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

1

12

13

24

25

7

�ZM-＊＊（CN1）�

・ツイストシールド線使用�

信号名�

FG

RDA

RDB

SDA

SDB

SG

リンクユニット�

＜例＞
ZM-＊＊（1台）と三菱PC（3台）を接続する場合の配線例を、以下に示します。
詳しい設定については三菱のユーザーズマニュアルを参照してください。

第1章 接続形式

  PC

ZM-＊＊マスター�
（=自局番1）�

ZM-＊＊スレーブ�
（=自局番2）�

ZM-＊＊スレーブ�
（=自局番3）�

ZM-＊＊スレーブ�
（=自局番4）�

CN1CN1CN1CN1 MJ2

端
子
台�

ZM-＊＊間通信：RS-485（2線式）　最大配線長=500m

(a) (b) (c) (d) (e)

〔３〕n：1で接続する場合

（１）マルチリンク2

○マルチリンク２可能機種
マルチリンク２としてZM-＊＊に接続できるPC機種は現在（2001.1）、次ページのとおりです。

I/FドライバのバージョンがVer 1.100以降、またZM-＊＊マスターのハードバージョンが以下の
バージョン以降の本体から、“マルチリンク２”に対応します。ZM-42/43シリーズはハードバー
ジョンに関係なく、全てが対応しています。
　 ZM-82Tシリーズ→D、ZM-82Dシリーズ→C、ZM-72TSシリーズ→D、ZM-72Tシリーズ→D、
　 ZM-72Dシリーズ→C、ZM-52Dシリーズ→F

・ネットワークユニットZM-80NUを使用する場合、マルチリンク２は使用できません。

○１台のPCに対して、最大４台のZM-＊＊を高速で接続できます。
・PCとZM-＊＊マスター間は、PCと1：1で接続する場合と同じです。

○マルチドロップでの接続（RS-485）
接続に関しては各PCのマニュアルを参照してください。
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　　　　《タイプ》�
光洋 : SU/SG�
光洋 : SR-T�
光洋 : SR-T(Kﾌﾟﾛﾄｺﾙ)�
A.B : PLC-5�
A.B : SLC500�
A.B : Micro Logix 1000�
GE Fanuc : 90ｼﾘｰｽﾞ�
GE Fanuc : 90ｼﾘｰｽﾞ(SNP-X)�
東芝 : Tｼﾘｰｽﾞ�
シーメンス　S5/S7�
シーメンス　S5/S7 ZM70互換�
シーメンス　TI500/505�
シーメンス　S5 PGﾎﾟｰﾄ�
サムソン: SPCｼﾘｰｽﾞ�
サムソン: N_plus�
サムソン: SECNET�
キーエンス : KZｼﾘｰｽﾞ�
キーエンス : KZ-A500 CPUﾎﾟｰﾄ�
キーエンス : KVｼﾘｰｽﾞ�
キーエンス : KZ24/300ｼﾘｰｽﾞCPU�
キーエンス : KV10/24ｼﾘｰｽﾞCPU�
LG : MASTER-K10/60/200�
LG : MASTER-K500/1000�
LG : LGMKX00S�
ファナック : Power Mate�
永宏電機 : FACON FBｼﾘｰｽﾞ�
和泉電気：MICRO3�
MODICON：Modbus RTU�
YAMATAKE：MXｼﾘｰｽﾞ�
台安電機：TP02�
�

　　　　《タイプ》�
三菱 : AnA/N/Uｼﾘｰｽﾞ�
三菱 : QnAｼﾘｰｽﾞ�
三菱 : ACPU ﾎﾟｰﾄ�
三菱 : FXｼﾘｰｽﾞ�
三菱 : QnACPU ﾎﾟｰﾄ�
三菱 : QnHCPU ﾎﾟｰﾄ(A)�
三菱 : QnHCPU ﾎﾟｰﾄ(Q)�
三菱 : FXｼﾘｰｽﾞ(Aﾌﾟﾛﾄｺﾙ)�
三菱 : FX2Nｼﾘｰｽﾞ�
OMRON : SYSMAC C�
OMRON : SYSMAC CV�
OMRON : SYSMAC CS1�
シャープ : JWｼﾘｰｽﾞ　�
シャープ : JW100/70H COMﾎﾟｰﾄ�
シャープ : JW20 COMﾎﾟｰﾄ�
日立 : HIDIC-H�
日立 : HIDIC-S10/2α�
日立 : HIDIC-S10/ABS�
松下 : MEWNET�
YOKOGAWA : FA500�
YOKOGAWA : FA-M3�
YOKOGAWA : FA-M3R�
安川 : ﾒﾓﾊﾞｽ�
安川 : CP9200SH/MP900�
TOYOPUC：�
FUJI : MICREX-Fｼﾘｰｽﾞ�
FUJI : MICREX-Fｼﾘｰｽﾞ ZM70互換�
FUJI : FLEX-PCｼﾘｰｽﾞ�
FUJI : FLEX-PC CPU�
FUJI : FLEX-PC COM�
FUJI : FLEX-PC(T)�
FUJI : FLEX-PC CPU(T)�
FUJI : MICREX-F Tﾘﾝｸ ZM70互換�
�

《カレンダ》�
あり�
あり�
あり�

機種によりサポート�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�

機種によりサポート�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
なし�
なし�

機種によりサポート�
あり�
あり�
あり�

機種によりサポート�
なし�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
あり�
�
�

《カレンダ》�
あり�
あり�
なし�
なし�
あり�
なし�
なし�
なし�
あり�
なし�
なし�
あり�
なし�
なし�
あり�

機種によりサポート�
なし�
あり�
なし�
なし�
なし�
なし�
なし�
なし�
なし�
あり�
あり�

機種によりサポート�
あり�
あり�
�

(b) (c) (d) (e)

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SGSG

ZM-＊＊スレーブ�
CN1+ZM-1TC

ZM-＊＊スレーブ�
CN1+ZM-1TC

ZM-＊＊スレーブ�
CN1+ZM-1TC

ﾕｰｻﾞｰ設置�
端子台�

ZM-＊＊マスター�
MJ1/2

終端抵抗�
（OFF）�
�

終端抵抗�
（OFF）�
�

信号名�

�

�

+

-

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

終端抵抗�
（ON）�
�

終端抵抗�
（ON）�
�

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

12
34
56
78

ZM-80MC

○ZM-＊＊間の配線例
ターミナルコンバータZM-1TC（別売）を使用することをお奨めします。
詳細は、「マルチリンク2 取扱説明書」を参照願います。
ノイズ対策として、ZM-＊＊とZM-＊＊の間は各ケーブルのシールドFGが連結されないように、そ
れぞれ一方の端のみ接続してください。

　・ZM-1TCを使用した場合
　ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）は２線式に設定します。

・ZM-1TCを使用しない場合
　+RDと+SDを、-RDと-SDを短絡します。
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（２）マルチリンク
○複数のZM-＊＊を1台のPCに対してn：1で接続します。（n=1～32）

　
次のような接続はお奨めできません。

○マルチリンク可能機種

　 メーカー                    PC名�
シャープ　※ JWｼﾘｰｽ（゙JW-10CM、JW-21CM、Z-331J/332J、ZW-10CM）�
三菱 An/A/N/Uｼﾘｰｽﾞ、Net10、FXｼﾘｰｽ（゙Aプロトコル）�
三菱 QnACPUポート（GD-MDD2使用時）�
OMRON SYSMAC Cｼﾘｰｽﾞ、CVｼﾘｰｽﾞ�
日立 HIDIC-H�
松下 MEWNET�
YOKOGAWA FA-M3�
安川 ﾒﾓﾊﾞｽ�
TOYOPUC TOYOPUC�
FUJI MICREX-Fｼﾘｰｽﾞ、NJｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾝｸ�
TOSHIBA Tｼﾘｰｽﾞ�
シーメンス   　　  S7-200 PPI�
神鋼電機 　    　　SELMART�
サムソン SPCｼﾘｰｽﾞ、N_pius、SECNET�
LG MASTER-K500 / K1000

�
PC

 「ZM-＊＊」1 「ZM-＊＊」2 「ZM-＊＊」3 「ZM-＊＊」n

RS-485接続。　最長500mまで�

第1章 接続形式

※ シャープの場合、リンクユニットのみマルチリンク接続に対応しています。
（コミュニケーションポート等は対応していません。）
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+RxD

+TxD

+DSR

+DTR

1

2

3

4

5

SG7

-RxD15

-TxD16

-DSR17

-DTR18

20

21

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

ZM-＊＊＋ZM-1TC

RD終端抵抗�
（ON）�
�

RD/SD終端抵抗�
（OFF）�

�

RD/SD終端抵抗�
（OFF）�
�

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

ZM-＊＊＋ZM-1TC ZM-＊＊＋ZM-1TC

信号名�

ZM-1MD2�
ZMポート�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

・ツイストシールド線使用�

信号名�ピンNo

MB-CPUQT

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

ZM-＊＊＋ZM-1TC

RD終端抵抗�
（ON）�
�

RD/SD終端抵抗�
（OFF）�

�

信号名�

FG

+RxD

-RxD

+TxD

-TxD

SG

リンクユニット�

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

ZM-＊＊＋ZM-1TC

RD/SD終端抵抗�
（OFF）�
�

信号名�

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

SG

ZM-＊＊＋ZM-1TC

・ツイストシールド線使用�

第1章 接続形式

○リンクユニットと接続する場合
２線式でRS-485接続します。接続にはターミナルコンバータZM-1TC（別売）を使用することを
お奨めします。
・ZM-1TCを使用した場合
　ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）は２線式に設定します。

・ZM-1TCを使用しない場合
　+RDと+SDを、-RDと-SDを短絡します。

　

○三菱QnAシリーズのCPUにダイレクトに接続する場合
必ずZM-1MD2（別売）のZMポートをご使用ください。また、ZM-＊＊に取り付けたターミナルコ
ンバータZM-1TC（別売）と三菱QシリーズのCPUに取り付けたZM-1MD2間のケーブル（MB-
CPUQT）も併せてご使用する事をお奨めします。
・ZM-1TCを使用した場合
　ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）は２線式に設定します。

・ZM-1TCを使用しない場合
+RDと+SDを、-RDと-SDを短絡します。
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15－2 Ethernet／ FL-netへの接続
ネットワークユニットZM-80NUをZM-43/52/72/82シリーズに実装すると、Ethernet／FL-netに接
続 できます。（ZM-42シリーズは接続できません。）
なお、ZM-43/52/72/82本体のプログラムバージョンはV1.2.0.0以降、ZM-71SのバージョンはV1.2.0.0

以降でEthernet／ FL-netに対応しています。

詳細は、ZM-80NUユーザーズマニュアルを参照願います。

〔１〕Ethernetの場合

● Ethernet対応PC
　・シャープ　JW20H/30H［イーサネットユニットJW-255CM（10BASE5）］
　　　　　　　JW50H/70H/100H［イーサネットユニットJW-51CM（10BASE5／10BASE-T）］
　・三菱電機　QnAシリーズ／Qシリーズ
　・横河電機　FA-M3

〔２〕FL-netの場合

● FL-net対応PC
　・シャープ　JW20H/30H［FL-netユニットJW-20FL5（10BASE5）･JW-20FLT（10BASE-T）
　　　　　　　JW50H/70H/100H［FL-netユニットJW-50FL（10BASE5／10BASE-T）］
　　　　　　　J-board［FL-netボードZ-336J（10BASE5／10BASE-T）］
　・各社のFL-net対応機種

Ethernet対応PC

Ethernet

RS-232C/RS-485

（パソコン）�

ZM-71S

Ethernet対応PC

PC

ZM-＊＊�ZM-＊＊�

RC

FL-net

FL-net対応PC ZM-＊＊�ZM-＊＊�
CNC
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15－3 汎用シリアル通信での接続
ユーザプログラム（専用コマンド使用）により、汎用コンピュータとZM-＊＊を接続して通信できま
す。詳細は、ZM（汎用シリアル）ユーザーズマニュアルを参照願います。

　〔２〕コンピュータとZM-＊＊が１：ｎの場合（ZM-＊＊は最大32台まで接続できます。）
・コマンド先の局番指定が必要です。
・割り込みは使用できません。

　（スイッチのON/OFF、テンキーの書き込みキー、スクリーン変更）

汎用コンピュータ� ZM-＊＊�

RS-232C�
RS-422

１：１接続�

汎用コンピュータ�

ZM-＊＊�

RS-422

ZM-＊＊� ZM-＊＊�

１：ｎ接続�

　〔１〕コンピュータとZM-＊＊が１：１の場合
・伝送距離はRS-232Cが15m以内、RS-422（485）が500m以内で使用できます。
・割り込み処理を使用できます。
　（スイッチのON/OFF、テンキーの書き込みキー、スクリーン変更）

第1章 接続形式
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本体操作方法16
画面データ転送後の「ローカルメイン」画面�電源投入後�

1998-9 -1　 07:23:30

SYSTEM PROG. VER. 0.552

FONT�
VER.1.000/0.551/1.000�
　　　　   JAPANESE 32

I/F DRV VER.0.500�
　　　�

　　機種：�
コメント：デモ画面�

異常処理：停止�
　ﾀｲﾑｱｳﾄ：0.50 sec�
　　ﾘﾄﾗｲ：3

Editor:MJ1�

　接続信号：1:1�
信号レベル：RS-232C�
　　　局番：0

　自局番：1�
接続総数：2�
リトライ：10

ボーレイト：19200�
　　データ：7�
　ストップ：1�
　パリティ：偶数�
　送信遅延：  0msec

ZM-72T

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

購入後、初めて電源を投入し、画面データを転送すると、下記のような「ローカルメイン」画面が現れま
す。

「ローカルメイン」画面�

1998-9 -1　 07:23:30

SYSTEM PROG. VER. 0.552

FONT�
VER.1.000/0.551/1.000�
　　　　   JAPANESE 32

I/F DRV VER.0.500�
　　　�

　　機種：�
コメント：デモ画面�

異常処理：停止�
　ﾀｲﾑｱｳﾄ：0.50 sec�
　　ﾘﾄﾗｲ：3

Editor:MJ1�

　接続信号：1:1�
信号レベル：RS-232C�
　　　局番：0

　自局番：1�
接続総数：2�
リトライ：10

ボーレイト：19200�
　　データ：7�
　ストップ：1�
　パリティ：偶数�
　送信遅延：  0msec

ZM-72TS�
Y�
S�
T�
E�
M

M�
O�
D�
E

S�
Y�
S�
T�
E�
M

M�
O�
D�
E

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F1

F2

F3

SYS

F1

F2

F3

SYS

すでに画面データが転送されている場合、「ローカルメイン」画面を出すには、［SYSTEM］スイッチを
押してから、［F1］を押します。

■「ローカルメイン」について

「ローカルメイン」画面はパソコン～ZM-＊＊本体間の画面データ転送時のシステム画面です。
パソコンからZM-＊＊本体へ画面データの転送命令を出す際に、必ずこの「ローカルメイン」画面を出して
おきます。（但し、MJ1を［ｴﾃﾞｨﾀﾎﾟｰﾄ］として使用する場合、又はオンライン編集中は必要ありませ
ん。）

第1章 本体操作方法
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1998-9 -1　 07:23:30

SYSTEM PROG. VER. 1.000

FONT�
VER.1.000/1.000/1.000�
　　　　   JAPANESE 32

I/F DRV VER.1.000�
　　　�

　　機種：�
コメント：デモ画面�

異常処理：停止�
　ﾀｲﾑｱｳﾄ：0.50 sec�
　　ﾘﾄﾗｲ：3

Editor:MJ1�

　接続信号：1:1�
信号レベル：RS-232C�
　　　局番：0

ボーレイト：19200�
　　データ：7�
　ストップ：1�
　パリティ：偶数�
　送信遅延：  0msec

　自局番：1�
接続総数：2�
リトライ：10

通信パラメータ�
　　　　の内容�

フォントデータ�
　　のバージョン�

システムプログラム�
　のバージョン� ZM-＊＊本体の型式�

画面データの容量�

モジュラージャック�
　　　　の使用状況�

画面ファイルで�
設定したPC機種名�
　＆ ファイルコメント�

マルチリンク�
　　の設定内容�
　・通信パラメータで�
　　［接続形式：ﾏﾙﾁﾘﾝｸ］�
　　　の時のみ表示される�

PC I/Fドライバ�
　のバージョン�
　　＆ 機種名�

�

②� ①�

ZM-72T

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

第1章 本体操作方法

ZM-42/43の場合、「ローカルメイン」画面の［通信ﾊﾟﾗﾒｰﾀ］スイッチを押すと「通信パラメータ」画面
が現れます。

「通信パラメータ」スイッチ�
を押すと･･･�

マルチリンク�
　　の設定内容�
・通信パラメータ設定で�
　［接続形式：ﾏﾙﾁﾘﾝｸ］�
　の時のみ表示される�

12:24 : 30

ローカルメイン�

画面ﾃﾞｰﾀ容量 :      786432

　自局番 : 1�
接続総数 : 2�
リトライ : 10

接続形式 : ﾏﾙﾁﾘﾝｸ�
信号ﾚﾍﾞﾙ : RS232C�
　　局番 : 00�
送信遅延 :    20 msec

ﾎﾞｰﾚｲﾄ : 19200�
    ﾃﾞｰﾀ : 7�
  ｽﾄｯﾌ  ゚: 1�
  ﾊﾟﾘﾃｨ :  偶数�

  異常処理 : 停止�
　  ﾀｲﾑｱｳﾄ : 0.50 sec�
　  　ﾘﾄﾗｲ : 3

Editor:MJ1

F1

F2

F3

F4

F5

SYS
F1

F2

SYS

F1

F2

SYS

1998 -  7  - 23　  12 : 24 : 30
SYS  PROG .  V ER .  0 . 5 9 1

FONT  VER . 1 . 0 0 0 / 1 . 0 1 0 / 1 . 0 0 0�
　　　　   J APANESE  3 2

I / F  DRV  VER . 1 . 0 0 0�
　　　MELSEC  JW

機種：シャープJWｼﾘｰｽﾞ�
ｺﾒﾝﾄ：デモ画面�

ZM-42D

Editor:MJ1
�

フォントデータ�
　　のバージョン�

システムプログラム�
　のバージョン�

ZM-42/43本体の型式�

ZM-42/43の「ローカルメイン」画面�

①�

②�

③�

モジュラージャック�
　　　　の使用状況�

画面ファイルで�
設定したPC機種名�
　＆ ファイルコメント�

PC I/Fドライバ�
　のバージョン�
　　＆ 機種名�

�

F1

F2

F3

F4

F5

SYS
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■「I/Oテスト」について

「ローカルメイン」画面上のスイッチ①を押すと、以下のような「I/Oテスト」画面が現れます。
この画面は、ZM-＊＊本体を単体でハード的にチェックする為の画面です。

「I/Oﾃｽﾄ」スイッチ�
を押すと･･･�

「ｼﾘｱﾙﾃｽﾄ」スイッチ�
を押すと･･･�

I/Oテスト�

ﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ�

接続方法はハード仕様書を参照して下さい。�

テスト選択�
RTSCTS

NG OK

CN1

MJ1

RS232C

RS485

MJ2

�SYS

F-1

F-2

F-3

F-4

F-5

ローカルメイン�

プリント�

ﾀｯﾁｽｲｯﾁ�ｼﾘｱﾙﾃｽﾄ�

12 :24 : 30

C

E D

B

A

F1

F2

F3

F4

F5

SYS

F1

F2

F3

F4

F5

SYS

F1

F2

F3

SYS

・ZM-42/43の場合「ローカルメイン」画面のスイッチ①を押すと「I/Oテスト」画面が現れます。
次に「I/Oテスト」画面の［ｼﾘｱﾙﾃｽﾄ］スイッチを押すと、「シリアルテスト」画面が現れます。
この画面で、セルフループテストが行えます。

ローカルメイン�
SYS

F-1

F-2

F-3

F-4

F-5

F-6

F-7

プリント�

ループバック�

CTS

NG OK

RTS CN1 RS232C

MJ1 RS485

MJ2

接続方法はハード仕様書を参照してください。�

テスト選択�

タッチスイッチ�

「Ｉ／Ｏテスト」スイッチ�
を押すと･･･�

A

B CE

D

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F6

F7

第1章 本体操作方法
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　A.セルフループテスト
ZM-＊＊が通信を行う際に最低限必要となる信号を、単体でチェックする為の画面です。

◇CN1　RS-232Cの信号テスト
テスト選択で［CN1］スイッチと［RS232C］スイッチをONする。

◆ループバックテスト
［SD］、［RD］の信号をチェックします。
①ZM-＊＊後面のCN1の2番ピンと3番ピンをジャンパーします。
②「ループバック」スイッチを押して、［OK］のランプが点灯すればOKです。

◆CTS/RTSテスト
［CTS］、［RTS］の信号をチェックします。
①ZM-＊＊後面のCN1の、4番ピン(RTS)と5番ピン(CTS)をジャンパーします。
②［RTS］スイッチを押した時、［RTS］ランプと同時に［CTS］ランプがONになり、同様に、
　［RTS］をOFFするのと同時に［CTS］がOFFすれば、OKです。

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

CN1 RS232C

MJ1 RS485

MJ2

テスト選択�

第1章 本体操作方法
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ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

CN1 RS232C

MJ1 RS485

MJ2

テスト選択�

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

◇CN1　RS-485の信号テスト
テスト選択で［CN1］スイッチと［RS485］スイッチをONする。

◆ループバックテスト
［SD］、［RD］の信号をチェックします。
①ZM-＊＊後面のCN1の12番ピンと24番ピン、13番ピンと25番ピンを、それぞれジャンパーします。
②「ループバック」スイッチを押して、［OK］のランプが点灯すればOKです。

◆CTS/RTSテスト
［CTS］、［RTS］の信号をチェックします。
①ZM-＊＊後面のCN1の14番ピン(+RTS)と19番ピン(+CTS)、17番ピン(-RTS)と18番ピン(-CTS)を
ジャンパーします。
②［RTS］スイッチを押した時、［RTS］ランプと同時に［CTS］ランプがONになり、同様に、
　［RTS］をOFFするのと同時に［CTS］がOFFすれば、OKです。

第1章 本体操作方法
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◇MJ1/2　RS-232Cの信号テスト
テスト選択で［MJ1］（又は、［MJ2］）スイッチと［RS232C］スイッチをONする。

◆RS-232Cのループバックテスト
［SD］、［RD］の信号をチェックします。
画面転送ケーブル（ZM-80C）を使用し、CN1に接続してテストを行います。

①ZM-80CにADP25-9（ZM-80Cに付属）を装着し、モジュラージャック側をMJ1（又は、　　
  ［MJ2］）に、ADP25-9側をCN1に接続します。

②RS-232C側の「ループバック」スイッチを押して、［OK］のランプが点灯すればOKです。

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

ループバック�

CTS

NG OK

RTS

CN1 MJ1/2

ZM-80C

CN1 RS232C

MJ1 RS485

MJ2

テスト選択�

第1章 本体操作方法
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　B.プリントチェック
プリンタの信号をチェックします。
ZM-＊＊本体とプリンタをつなぎ、この「プリント」スイッチを押して、テストプリントが正常に印刷
できればOKです。
　　　　＜例＞

　C.タッチスイッチテスト
ZM-＊＊パネル面に付いているタッチスイッチの反応をチェックします。
この「タッチスイッチ」スイッチを押すと、スクリーンが分割された画面になります。

パネル面を押すと、押したところが白色に変わるかどうか確認します。
押したところが白色に変われば、スイッチの反応が正常に行われることが確認できます。
元の「I/Oテスト」画面に戻るには、［F4］を押します。
消去するには、［F5］を押します。

「タッチスイッチテスト」画面�

「タッチスイッチ」スイッチ�
を押すと･･･�

X:           Y:

戻る�

消去�

ローカルメイン�
SYS

F-1

F-2

タッチスイッチ�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F1

F2

SYS

X:           Y:

戻る�

消去�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS
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!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
!"#$%&@　0123456789　ABCDEFGHIJKLMNO
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　D.SYSTEM＆ファンクションスイッチテスト
本体右側に、縦1列に並んでいるスイッチ8個（ZM-42/43は6個）のチェックメニューです。
スイッチを押している間、画面上のランプが点灯すればOKです。

　E.「ローカルメイン」スイッチ
このスイッチを押すと、元の「ローカルメイン」画面に戻ります。

SYS

F-1

F-2

F-3

F-4

F-5

F-6

F-7

SYS

F-1

F-2

F-3

F-5

F-6

F-7

F-4

画面上の［F-4］ランプが�
                点灯すればOK

［F4］を押して･･･�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

「ローカルメイン」画面�

「ローカルメイン」スイッチ�
を押すと･･･�

1998-9 -1　 07:23:30

SYSTEM PROG. VER. 0.552

FONT�
VER.1.000/0.551/1.000�
　　　　   JAPANESE 32

I/F DRV VER.0.500�
　　　�

　　機種：�
コメント：デモ画面�

異常処理：停止�
　ﾀｲﾑｱｳﾄ：0.50 sec�
　　ﾘﾄﾗｲ：3

Editor:MJ1�

　接続信号：1:1�
信号レベル：RS-232C�
　　　局番：0

　自局番：1�
接続総数：2�
リトライ：10

ボーレイト：19200�
　　データ：7�
　ストップ：1�
　パリティ：偶数�
　送信遅延：  0msec

ローカルメイン�
SYS

F-1

F-2

タッチスイッチ�

ZM-72T

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F1

F2

SYS

第1章 本体操作方法
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■「メモリカード」について

「ローカルメイン」画面上のスイッチ②を押すと、以下のような「メモリカード」画面が現れます。
ZM-＊＊とメモリカード間の画面データの転送を行う画面です。

ローカルメイン�

モジュラージャック�
ＭＪ1

メモリカード�
ソケット�

ポート選択�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

「メモリカード」画面�

「メモリカード」スイッチ�
を押すと･･･�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

F6

F7

◆転送手順
①ポートの選択
モジュラージャックを使用する場合は［モジュラージャックMJ1］スイッチを（モジュラー
ジャック2を使用している場合は［モジュラージャックMJ2］スイッチ）、メモリカードインター
フェースを使用する場合は、［メモリカードソケット］スイッチを押して選択します。
すると、メモリカード内情報ウィンドウが現れます。
ZM-42/43の場合はメモリカード内情報を確認したら、［閉じる］スイッチで戻ります。

ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

モジュラージャック�
ＭＪ1

メモリカード�
ソケット�

ポート選択� F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS

第1章 本体操作方法

・ZM-71Sでモジュラージャック2の設定をメモリカードにして画面データを転送すると、ポート選択で
［モジュラージャックMJ2］スイッチを選択することができます。

ZM-42/43の「メモリカード」画面�

ポート選択�

データ選択�

動作選択�

本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始� キャンセル�

モジュラージャック�
ＭＪ1

画　面�

フォント�
Ｉ／Ｆドライバ�

プログラム�

F1

F2

F3

F4

F5

SYS
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ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

データ選択� 動作選択�

ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

画　面� フォント�

Ｉ／Ｆドライバ� プログラム�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送中�

キャンセル�

動作選択�

ローカルメイン�

プログラム機種：�
　　VERSION：ー.ーー�
フォント　名称：�
　　VERSION：ー.ーーー／ー.ーーー／ー.ーーー�
Ｉ／Ｆドライバ：�
 　　VERSION：0.500�
画面　設定機種：�
画面　コメント：�

閉じる�

データ選択�
本体＜－－＞カード�

本体－－－＞カード�

本体＜－－－カード�

転送開始�

キャンセル�

動作選択�

確認�

転送中画面�転送開始�

転送終了画面�

②データの選択、動作選択
各スイッチを押してON表示させれば、選択対象として認識されます。（複数選択可能です。）

③転送開始
［転送開始］スイッチを押すと転送開始します。転送中は［転送開始］スイッチの文字が［転送
中］に変わり点滅し、終了時にメッセージが現れます。［確認］スイッチを押します。
（ZM-42/43の場合、転送中は［転送開始］スイッチが点灯します。）

第1章 本体操作方法

・ZM-＊＊本体からメモリカードインターフェイスのメモリカードに転送する場合、SRAMメモリカード
を使用してください。FRASH ROMメモリカードは使用できません。
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◆データ転送時のメッセージ表示について
転送時にエラーが起きた場合は、右図のよう
なメッセージ表示ウィンドウがZM-＊＊画面上に
現れます。メッセージの種類と内容は次の通りです。

確認�

動作は正常に終了しました�
�
ZM-1RECが接続されていません�
�
ZM-1RECとの通信に異常があります�
�
�
メモリカードが挿入されていません�
�
�
�
メモリカードの容量をオーバーしています�
�
�
�
プロテクトスイッチがONになっています�
�
�
�
書き込みエラーが発生しました�
�
�
データが存在しません�
�
データの機種が異なります�
�
�
データの読み込みができません�
�
読み込みエラーが発生しました�
�
�
データが一致しません�
�
�
本体側の画面データは破壊されます�
�
�
�
�
�
未定義エラーが発生しました�

指定した動作が正常に終了しました�
�
モジュラージャック選択時、ZM-1RECを接続していません�
�
モジュラージャック選択時、ZM-＊＊～ZM-1REC間に通�
信エラーが発生しました�
�
メモリカードがソケットに挿入されていません�
（または、ソケットにフラッシュROMを挿入し、カード�
に書き込もうとしたとき）�
�
メモリカードへデータを書き込み時、ZM-＊＊本体内の�
データがメモリカードの容量よりも大きいため、書き�
込みが行えません�
�
メモリカードへデータを書き込み時、カードのプロテ�
クトスイッチがONになっていた為、書き込みが行えま�
せん�
�
メモリカードへデータを書き込み中にエラーが発生し�
ました�
�
読み込み先のデータがありません�
�
ZM-＊＊本体へ書き込もうとしたとき、メモリカードの�
データとZM-＊＊本体の機種が異なっています�
�
メモリカードのデータが読み込みできないデータでした�
�
ZM-＊＊本体内フラッシュROMへ書き込み中にエラーが�
発生しました�
�
データ比較において、メモリカードとZM-＊＊内データ�
に違いがありました�
�
メモリカードから本体へ、現在より大きいフォント�
データを転送しようとする際、既に本体内にある画面�
データが破壊されるときの警告�
（［確認］スイッチで続行、［キャンセル］スイッチ�
で中断できる）�
�
上記以外の何らかの原因で、エラーが発生しました�

メッセージ    　　　　　内　　　　容�

第1章 本体操作方法
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　　　　　　　　　ファンクションスイッチ（Ｆ5）
無視されます。
下記の動作が追加となります。
【Ｆ5】スイッチが押されると、設定したＯＦＦ時間に達しなくても、バックラ
イトはＯＦＦします。〔システムメモリの読み込みエリアｎ＋１のバックライ
ト制御ビット（11ビット目）が‘0’の時有効 ── ZM-71S取扱説明書参照〕
《マニュアル》の場合バックライトは【Ｆ5】スイッチでＯＮ／ＯＦＦ動作しま
す。
また、電源投入時のバックライトの状態を指定する《バックライトパワーON時
制御》の項目が有効となります。
　　　電源投入時　　ＯＮ　→バックライトＯＮ
　　　　　　　　　　ＯＦＦ→バックライトＯＦＦ　の状態で動作します。

バックライト
常時ＯＮ　
自動１　　
自動２　　

マニュアル
マニュアル2

ファンクションスイッチのはたらき17
■種　　類
【ＳＹＳ】【Ｆ１】【Ｆ２】【Ｆ３】【Ｆ４】【Ｆ５】【Ｆ6】【Ｆ7】
（ZM-42/43は【ＳＹＳ】【Ｆ１】～【Ｆ５】です。）

■【ＳＹＳ】スイッチ
【ＳＹＳ】スイッチにより【Ｆ１】～【Ｆ7】の動作が異なります。
【ＳＹＳ】スイッチはオルタネート動作し、一度押されると、ファンクションスイッ
チの横にメニューが表示され、【Ｆ１】～【Ｆ５】はメニューの動作となります。
もう一度押されると、メニューは消え、【Ｆ１】～【Ｆ7】はユーザーのスイッチと
なり、ＰＣへ出力されます。

■メニュー表示時の【Ｆ１】～【Ｆ５】スイッチの意味
○Ｆ１：モード
運転モードを変更します。

ローカルメインモード →　ＲＵＮモード
ＲＵＮモード →　ローカルメインモード（切替時間設定可）

○Ｆ２：コントラスト調整（濃）───TFTカラーの場合無効
ＬＣＤのコントラスト調整を行います。コントラストは（濃）方向へ変化します。
１回押されると（濃）方向へ変化し、押された状態が１sec 続くと高速で変化します。

○Ｆ３：コントラスト調整（中間）───TFTカラーの場合無効
ＬＣＤのコントラスト調整を行います。コントラストは濃淡のほぼ中間位置へ変化します。

○Ｆ４：コントラスト調整（淡）───TFTカラーの場合無効
ＬＣＤのコントラスト調整を行います。コントラストは（淡）方向へ変化します。
１回押されると（淡）方向へ変化し、押された状態が１sec 続くと高速で変化します。

○Ｆ５：バックライト
バックライトのＯＮ／ＯＦＦを行います。
バックライト制御は画面作成ソフトZM-71Sで設定します。
《システム設定》の《その他の設定》において、バックライトの設定を行います。
ファンクションスイッチとバックライトの設定項目は下記の様な関係になります。

第1章 ファンクションスイッチのはたらき

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｍ�

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ�

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
　
Ｌ
Ｔ�

F1

F2

F3

F4

F5

F6

F7

SYS
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ターミナルコンバータ（ZM-1TC）18
ターミナルコンバータZM-1TCは、ZM-42/43/52/72/82シリーズとPC間を、RS-422/485の端子台で接続する
場合に使用します。

1. ZM-42/43/52/72/82シリーズ本体の
電源がOFFになっていることを確
認します。

2. ZM-42/43/52/72/82シリーズ本体の
シリアルコネクタ（CN1）にZM-1TC
を取り付けます。

3. ZM-1TCのユニット取付ネジで固定
します。

■ 取付方法

下表の値の範囲で使用してください。

《 端子ネジ、ユニット取付ネジの締付 》

■ 外形寸法

CN2

C
N
1

MJ2          MJ1

DC24V
（＋）�
（－）�
�

�

TB1

SW1

CN1 ユニット取付ネジ�

ユニット取付ネジ�

ZM-1TC（ターミナルコンバータ）�

・締め付けすぎるとパネル面が変形する恐れがあります。

ネジの箇所�

I/O,I/F端子台端子ネジ�

ネジサイズ�

M3

締付トルク（N・m）� 圧着端子（単位：mm）�

0.49 5.9MAX 5.9MAX

ユニット取付ネジ� M2.6 0.1～0.2

34.7 25

65
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《 RS-422通信ケーブルとの配線 》
・ZM-1TCのディップスイッチ（SW1）で４線式、２線式を選択します。
・SGがある場合は接続してください。
・シールド線は、FGに接続してください。
・終端抵抗はZM-＊＊本体背面のディップスイッチで設定します。
・配線を終えたら必ずZM-1TCに付属のカバーを取り付けてください。

■ 接続方法

TB1

SW1

+RD
-RD

-SD

FG

+SD

SG

（up…four-wire）�

ZM-1TC

1対1通信の場合

◇4線式 ◇2線式

マルチリンクの場合
◇2線式（PC側でジャンプしなくてはいけない場合）

◇2線式（PC側でジャンプしなくてもよい場合）

SW1（上 : 4線式 , 下 : 2線式）

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC
PCの�

リンクユニットの�
RS422ポートへ�

送信データ(+)

送信データ(-)

受信データ(+)

受信データ(-)

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC
PCの�

リンクユニットの�
RS422ポートへ�

送･受信データ(+)

送･受信データ(-)

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC
PCの�

リンクユニットの�
RS422ポートへ�信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC

送･受信データ(+)

送･受信データ(-)

終端抵抗�
(OFF)

終端抵抗�
(OFF)

終端抵抗�
(ON)

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC
PCの�

リンクユニットの�
RS422ポートへ�信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC

信号名�

FG

+RD

-RD

+SD

-SD

シールド�

SG

ZM-1TC

送信データ(+)

送信データ(-)

受信データ(+)

受信データ(-)

終端抵抗�
(OFF)

終端抵抗�
(OFF)

終端抵抗�
(ON)
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増設 I/Oユニット（ZM-322M）19
第1章 増設 I/Oユニット

増設 I/OユニットZM-322Mは、PCの外部 I/OとしてZM-72/82シリーズで使用できます。
　　（入力16点、出力16点）

・ZM-72/82シリーズ本体裏の右図の箇所に貼られている
“ゴミよけシール”をはがしてから、ZM-322Mを取り付
け、取付ネジで3箇所を固定します。
・ZM-322Mのコネクタ部にDI/DOコネクタ（付属品）を取
り付け、取付ネジで2箇所を固定します。

ネジの箇所�

ユニット取付ネジ�

ネジサイズ�

M3

締付トルク（N・m）�

0.29～0.49

ユニットの取付ネジの締付
CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

ZM-72/82シリーズ本体�

取付ネジ�
 3箇所�

ZM-322M�
�

■ 外形寸法

■ 取付方法

74

増設I/Oユニット�
�

E-I/O UNIT

125.5

25

■ 付属品
・DI/DOコネクタ
　コネクタピンに配線し、増設 I/Oユニットのコネクタ部に取り付けて使用します。

下記の表を参照して使用してください。
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13

23

112

22

34

DI/DOコネクタ（付属コネクタ）�

DI/DOコネクタピンの配置は、下図のようになります。
下図を参考にして接続してください。

最大ドライブ電流�

残留電圧�

50mA（DC12～24 V）�

1.7V

OUT15

OUT0

COM

内
部
回
路� +

－�

DC12～24V

負荷�

負荷�
22Ω�

入力電圧�

入力インピーダンス�
入力電流�

無電圧接点NPNタイプ�
�DC12～24V

3.3KΩ�
3～7mA

IN0

COM

内
部
回
路�

+

－�

DC12～24V

1.5kΩ�

3.3kΩ�

IN15

○入力回路

入出力端子の回路図は下図のとおりです。

○出力回路

■ DI/DOコネクタピン配置

■ 入出力回路

In No.

ピンNo. 23 13 2 24 14 3 25 15 4 26 16 5 27 17 6 28
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

OUT NO.

ピンNO. 18 29 7 19 30 8 20 31 9 21 32 10 22 33 11 34
�

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

DC24V

DC24V

COM

COM

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

IN

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

OUT

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

負荷�

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

OUT

入力

出力

ZM-322Mの使用方法については、ZM-71S取扱説明書の「第2章　システム設定」の『[P2]メニュー』を
参照してください。

■ 使用方法

第1章 増設 I/Oユニット
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カードレコーダー（ZM-1REC）20
画面データのバックアップやメモリマネージャ機能／データロンギング機能での記録に使用します。

■ 状態表示LED

■ メモリカードコネクタ
下記のSRAMおよびフラッシュメモリカードが使用できます。
（JEIDA Ver4.0準拠、参考メーカー：ITTキャノン）

SRAMカードの電池電圧の状態を表示します。
　緑：電池電圧正常
　赤：電池電圧異常

■ モジュラコネクタ
付属のケーブルでZM-42/43/52/72/82シリーズ本体と接続します。

■ ACアダプタコネクタ
ZM-1RECの電源を外部より供給する場合、ACアダプタを接続します。

92

状態表示LED
メモリカードコネクタ�

94

ACアダプタコネクタ�モジュラコネクタ�

25

SRAMカード�

フラッシュメモリカード�

256K、512K、1M、2M、4Mバイト�

256K、512K、1M、2M、4M、16Mバイト�

�

第1章 カードレコーダー
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画面転送用ケーブル（ZM-80C）21
ZM-80CはZM-42/43/52/72/82シリーズおよびZM-41/70シリーズとパソコン間の画面データ転送用のケーブル
です。使用の際には、Windows版画面作成ソフトZM-71S/ZM-71SEが必要となります。ZM-80Cには変換アダ
プタADP25-9、ADP25-Mが付属しています。

■ 使用するケーブル、変換アダプタの例

パソコンの�
タイプ�

シリアルの�
コネクタタイプ� ZM-42/43/52/72/82シリーズ� ZM-41/70

液晶コントロールターミナル�

DOS/V�

PC98�

PC98

D-sub 9pin�

D-sub 9pin�

D-sub 25pin

下図（１）を使用�

下図（１）を使用�

下図（１）＋（２）を使用�

下図（１）＋（３）を使用�

下図（１）＋（３）を使用�

下図（１）＋（２）＋（３）を使用�

（参考）下図（１）＋（２）＋（３）を組み合わせて使用する場合、弊社製ZM-60Cと同等機能品となります。�

■ システム構成

（３）�
ADP25-M

（２）�
ADP25-9

D-sub 25pin
D-sub 25pin

D-sub 9pin

ZM-41/70シリーズ�

ZM-42/43/52/72/82シリーズ�

PC98シリーズ�
(D-sub 25pin)

PC98シリーズ�
(D-sub 9pin)�
または�

DOS/Vパソコン� （1）�
ZM-80C

モジュラー�
8pin

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

・ZM-80Cのケーブル長は３mです。
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プリンタケーブル（ZM-80PC）22
ZM-80PCは、ZM-42/43/52/72/82シリーズ本体とプリンタを接続するケーブルです。
ZM-42/43/52/72/82画面のハードコピー、および帳票／サンプリングデータを印刷できます。

ZM-42/43/52/72/82シリーズ�
プリンタ�

セントロニクス 36pinハーフピッチ 36pin

・ZM-80PCのケーブル長は2.5mです。
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２ポートアダプタ（ZM-1MD2）23
ZM-1MD2は、三菱製PCのGPPポートに取り付けて、GPP（プログラミングツール）とZM-42/43/52/72/82
シリーズを同時に接続し通信するユニットです。三菱PC用の計算機リンクユニットが無くても接続可能なた
め、ハードウェア機器のコストダウンが可能となります。

GD

G
P
P GD-MDD

CPU

A6GPP・A7PHP・パソコンなど�

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ�

裏面のコネクタを直接�
CPUポートに差し込ん�
で接続する�

三菱AシリーズPC�
　　Qシリーズ�

GPP用コネクタ�
（但し、ZM-＊＊も接続可）�

ZMシリーズ用�
　コネクタ�

CPUポート用�
コネクタ�

拡大図�

GD

G
P
P

スライドスイッチ�
接続機種を選択時に使用します。�
　1：Aシリーズ（ACPUポート）�
　2：QnAシリーズ（QnACPUポート）�
　3：FXシリーズ�
（注意）�
　スライドスイッチの切替は�
　電源投入前に行ってください。�

1 2 3

■ 接続方法
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CPU

裏面のコネクタを直接�
CPUポートに差し込ん�
で接続する�

三菱AシリーズPC�
　　Qシリーズ�

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ�

接続ケーブル（三菱電機製：別売）�

このZMの方が�
多少速くなります�

GD

G
P
P GD-MDD

POWER RUN

SYSTEM

F   2

F   3

F   1

F   4

F   5

F   6

F   7

ZMシリーズ�

スライドスイッチ�
接続機種を選択時に使用します。�
　1：Aシリーズ（ACPUポート）�
　2：QnAシリーズ（QnACPUポート）�
　3：FXシリーズ�
（注意）�
　スライドスイッチの切替は�
　電源投入前に行ってください。�

1 2 3

■ 2台を接続する場合

■ 注意事項
　① ZM-1MD2（以下、本機）の電源をCPUから供給していますので、CPUの5V電源容量に注意願いま

す。
　② 配線に関しては、ノイズに対して十分に注意願います。
　③ 本機をQnAシリーズCPUポートに使用する場合、下記の制限がありまので、予めご了承願います。

1. ZM-40/61シリーズで使用する場合、リトライ時間は３秒です。
GPP⇔CPUポート間の通信タイムアウトが20秒のため、GPPとCPU間に何らかの通信エラーが
発生した場合、本機はGPPとCPU間の通信時間として20秒を保ちます。
20秒を経過後、通信ポートをZM⇔CPUに切り替えますが、ZM-40/60シリーズのリトライ時間は
３秒ですのでタイムアウトとなり、通信エラーが発生します。再実行は20秒後に行ってください。

2. ZM-41/70/80シリーズで使用する場合は、次の２方法から選択してください。
・［システム設定］の［通信パラメータ］の［細かい設定］メニューにて、【通信異常処理】を「継
続」に設定する。

・【タイムアウト時間】×【リトライ時間】が20秒以上になるように設定する。
3. RUN中書き込み動作
GPP側からRUN中書き込み動作を行って、その所要時間が20秒より大きい場合は、本機は使用で
きません。この場合はPCをSTOP状態にして書き込んでください。
なお、20秒以内でRUN中書き込みを行えるプログラムのステップ数は、プログラムの内容によっ
て差がありますが、目安として次の計算式で算出できます。

　　　　　　時間 ＝（ステップ数÷60）×スキャンタイム　（msec）
この計算式で求められる時間は、あくまでも目安です。なお、コンスタントスキャンの場合は、こ
の式は適用できません。

4. 本機にコンソールを接続した状態で電源を投入すると、本機の初期化処理が終了する前に、コン
ソールが通信タイムアウトになります。コンソールのケーブルを一度外してから再び接続するか、
またはコンソールのリセット操作を行えば、正常な状態に戻ります。（本機は電源投入時から、15
秒を経過後に正常動作します。）

　④ 本機をＡシリーズ／FXシリーズCPUに使用する場合、ZM41/70/80の通信パラメータ設定でタイム
アウト時間を1.5秒以上に設定してください。
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G
P
P

G
P
P

不使用�

きちんと�
　しめる�

金具を�
図のようにはめ込む�

はめ込み後�
きちんとしめる�

49

167

〔金具のサイズ〕�

MELSEC Axsxxx

MITSUBISHI

POWER

MELSEC AxS CPU

RUN　L.CLR

ERROR　RESET

RUN
STOP

RESET

MITSUBISHI

MELSEC Axsxxx

MITSUBISHI

POWER

MELSEC AxS CPU

RUN　L.CLR

ERROR　RESET

RUN
STOP

RESET

MITSUBISHI

（Aシリーズ大型タイプ�
　または、Qシリーズと�
　接続時に使用）�

■ ZM-1MD2付属の取付金具について
ZM-1MD2を、三菱電機（株）製AシリーズPCのうち、スモールタイプ　（A1S、A2US等）に接続する場
合には、付属の金具を以下のように取り付けて使用してください。
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1

1

G
P
P

100 24.1
74

38
.1

装置取付用ビス�

8.08

ロットシール�

12.7

4.1
4.
1

1

■ ZM-1MD2の外形寸法図

第1章 ２ポートアダプタ
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増設メモリ（ZM-4EM）24
ZM-52/72/82シリーズ本体に標準実装しているフラッシュメモリの内、約900Kバイト（32ドットフォントを
使用しない場合は1.2Mバイト）を画面データメモリとして使用します。増設メモリZM-2EM/4EMをZM-52/
72/82シリーズ本体に装着すると、画面データメモリを２M／４Mバイト分増加できます。（なお、ZM-2EM
は生産中止品です。）

■ 装着方法
1.電源をOFFにします。
2.右図の箇所のカバーを取り外し、増設メモ
　リを装着します。
3.電源をONにして使用します。

■ 使用方法

・装着時はカセットケースの両端を強く押し
　て装着するようにしてください。

■ 設定方法

増設メモリの使用方法には以下の2通りがあ
ります。
①メモリ増設1
　下表（※1）のようにメモリ量がメモリカ
　セットの量分増加します。
②メモリ増設2
　ZM-52/72/82シリーズ本体裏のDIP SW　
　NO.1をONにします。増設メモリに本体プ
　ログラム以外のデータ（フォント、イン
　ターフェイスドライバ、画面データ）を書
　き込みます。画面データの容量は下表
　（※2）のようになります。
・DIPSW　NO.1をONにした後、必ずZM-52/72/82シリーズ側の電源を再投入してください。

ZM-52/72/82

日本語�
日本語32
英語（西欧）�
中国語（繁体字）�
中国語（簡体字）�
韓国語�

1,179,648�
�

標準�
�

786,432
1,441,792
1,310,720
1,179,648
1,310,720

メモリ増設1�
＋2M

※1
メモリ増設1�
＋4M

※1
メモリ増設2�

2M
メモリ増設2�

4M
3,260,416
2,867,200
3,522,560
3,391,488
3,260,416
3,391,488

5,357,568
4,964,352
5,619,712
5,488,640
5,357,568
5,488,640

1,703,936
1,179,648
1,835,008
1,703,936
1,703,936
1,835,008

3,801,088
3,276,800
3,932,160
3,801,088
3,801,088
3,932,160

※2 ※2

※2 メモリを増設し、DIP SW NO.1をONにした場合の画面データ容量です。�

※1 メモリを増設し、DIP SW NO.1をOFF（標準）にした場合の画面データ容量です。�

※3

※3 日本語32は32ドットフォントに対応しています。文字の拡大係数が偶数倍の場合は、32ドッ�
　  トフォントがベースとなるため、なめらかな字体となります。�

フォント�

◎ ZM-52/72/82シリーズの画面データ容量は使用フォントによって下表のようになります。

F
R
O
M
0

F
R
O
M
1

C
N
1

JP
1

�

V
97
-M
E
M
C
 P
02
00
4

ZM-52/72/82�
本体�

（2）増設メモリを�
  装着する�

（1）カバーを外す�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

DIP SWON

1 2 3 4 5 6 7 8

DIP SW　NO.1を上に�
上げてONにします。�
�

メモリ増設2の場合�

画面作成ソフトZM-71S上において［システム設定(A)］の［その他の設定(O)／P1］で［増設ﾒﾓﾘ］を
［2M(メモリ増設1)］、[4M(メモリ増設1)]または[2M(メモリ増設2)]、［4M(メモリ増設2)］に設定します。

第1章 増設メモリ（ZM-4EM）



1 - 64

増設メモリZM-43EMは、ZM-43T/43D/43Lの画面データ記憶メモリを増やすために使用する増設基板です。
ZM-43EMを実装すると、画面データ記憶メモリを４Ｍバイト増設できます。

　対応機種 　　    ソフトバージョン

・ZM-43T/43D/43Lのプログラムバージョン（SYSTEM  PROG．VER．）は
    V1.200以降を使用してください。
・ZM-71SのバージョンはV1.1.0.2以降を使用してください。

ZM-43シリーズ
（ZM-43T/43D/43L）

増設メモリ（ZM-43EM）25
第1章 増設メモリ（ZM-43EM）

ZM-43EMはZM-43T/43D/43L（以下、ZM本体）に、下記手順で取り付けてください。

① ZM本体の電源をOFFします。
② ZM本体の増設メモリ接続用カセット部のカバーを取り外し、ZM-43EMを取り付けます。
　 取付時は、ZM-43EMの両端を強く押して取り付けるようにしてください。
③ ZM本体側のディップスイッチDIPSWを、使用目的に従って設定します。

      ⇒次ページの「メモリ増設の種類」参照

④ ZM本体の電源をONします。

ZM本体�

MJ2          MJ1

24VDC

CN2
CN1

DIPSWON

1 2 3 4 5 6 7 8

DIPSWの「１」を上に�
上げてONにします。�
�

メモリ増設２の場合�

F
R
O
M
0

F
R
O
M
1

C
N
1

JP
1

�

V9
7-
M
EM
C
 P
02
00
4

2. 増設メモリを�
装着する�

1. カバーを外す�

■ 取付方法



1 - 65

■ メモリ増設の種類

■ ZM本体の設定方法

ZM-43EMには、ZM本体のディップスイッチ（DIPSW）設定によって、２種類の増設方法（メモリ増設
１／２）があります。

（１）メモリ増設１
　　ZM本体のDIPSWの「１」を、OFFに設定します。
　　・下表（※1）のように、メモリ量がZM-43EMの容量分増加します。
（２）メモリ増設２
　　ZM本体のDIPSWの「１」を、ONに設定します。
　　・ZM-43EMに、ZM本体のプログラム以外のデータ（フォント、I／Fドライバ、画面データ）を書き
　　　込みます。
　　・画面データの容量は、下表（※2）のようになります。

（注）DIPSWの「１」をONまたはOFFに設定した後は、必ずZM本体の電源を再投入してください。

フォント

日本語

日本語32  ※ 3

英語（西欧）

中国語（繁体字）

中国語（簡体字）

韓国語

標準

1216

  768

1408

1280

1216

1344

（単位：Ｋバイト）

※1

メモリ増設２

　　3712

　　3264

　　3904

　　3776

　　3712

　　3840

※2

※1  メモリを増設し、DIPSWの「１」をOFF（標準）に設定時の画面データ容量
※2  メモリを増設し、DIPSWの「１」をONに設定時の画面データ容量
※3  日本語32は32ドットフォントに対応しています。文字の拡大係数が偶数倍の場合は、32
　　 ドットフォントがベースとなるため、なめらかな字体となります。

メモリ増設１

　　5248

　　4800

　　5440

　　5312

　　5248

　　5376

画面作成ソフトZM-71Sにおいて、［システム設定（A）］の［その他の設定（O）／P1］で、［増設メモリ］
を［４Ｍ（メモリ増設１）］または［４Ｍ（メモリ増設２）］に設定します。

第1章 増設メモリ（ZM-43EM）
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増設メモリ（ZM-43SM、ZM-80SM）26
第1章 増設メモリ（ZM-43SM、ZM-80SM）

■ 安全上のご注意

■ 使用上のご注意

増設メモリZM-43SM/80SMは、ZM-43/52/72/82のカレンダおよびSRAMバックアップメモリを搭載した増
設用のメモリです。

形名�

ZM-43SM�

ZM-80SM

対応機種�

ZM-43シリーズ�

ZM-52/72/82シリーズ�

ZM-43SM/80SMの構成品は次のとおりです。

ZM-43SM　　　　　　　　ZM-80SM

・コイン型リチウム１次電池（型式：CR2430）　１個�
・注意シール　１枚�付属品�

・ZM-42シリーズには使用できません。

・電池の交換は、人体に溜まっている静電気を放電してから行ってください。
・電池の交換時には指定の「型式」「機種名」の電池を使用してください。他の電池を使用すると、火災
や爆発の原因になります。
・この装置に使用されている電池単品で酷使をすると、火災や化学的燃焼を起こす原因になります。
・電池を火の中に入れたり、加熱・分解しないでください。
・使用済の電池は端子にテープを巻き付けて絶縁し、正しく処分してください。
・電池は幼児の手に届かない所に保管してください。（万一飲み込んだ場合には直ちに医師と相談して
ください。）
・電池をショートさせないでください。
・電池を絶対に充電しないでください。
・電池に直接ハンダ付けをしないでください。
・電池の＋と－を逆にして使用しないでください。
・電池が漏液したり、異臭がするときは、漏れた電解液に引火するおそれがありますので、直ちに火
気から遠ざけてください。

注意�

ZM-43SM/80SMに使用するリチウム電池は、リチウムや有機溶媒などの可燃性物質を内蔵しているた
め、取扱いを誤ると、発熱・破裂発火などにより、けがをしたり、火災に至るおそれがあります。

ZM-43SM/80SMを使用時には、必ず電池を取り付けてください。ZM-43SM/80SMに電源が供給されない
と、ZM-43SM/80SMのデータは保持されませんので注意してください。
ZM-71SのバージョンはV1.1.0.2以降、ZM-43/52/72/82本体のプログラムバージョン（SYSTEM  PROG．
VER．）はV1.200以降、フォントデータバージョン（FONT  VER．）はV1.100/1.090/1.000以降を使用してく
ださい。　　
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■ 取付方法

■ ZM本体の設定方法

ZM-43SM/80SMはZM-43/52/72/82本体に、下記手順で取り付けてください。

① 付属品の電池（CR2430）をZM-43SM/80SMのソケットに、「＋」面を上に向けてセットします。セットす
る際、ZM-43SM/80SMの「＋」側に電池差し込み、「＋」側方向に押すようにして「－」側もはめ込みま
す。

② 付属品の注意シールの「次回電池交換日」欄に、５年後の年月日を記入し、下図のように貼り付けます。

・ZM-43SM/80SMの電池の有効期限は25℃で約５年です。５年以内であっても、電池の電圧が低下し
た場合、ZM-43/52/72/82本体の内部メモリ（アドレス＄s167）の４ビット目がONし、電池交換を警
告します。速やかに電池を交換してください。

③ ZM-43/52/72/82本体の電源をOFFします。

④ 増設メモリカセット部のカバーを取り外し、ZM-43SM/80SMを取り付けます。

＋�-

Type :V6EM/RS�
Lot No :XXXXXXX

CR2430

＋�

M
nO

2-Li CELL 3VOL

TS
JA
PA
N

SANYO

+

M
n
O
2-Li CELL 3VOL

TS
JA
P
A
N

SANYO

CR2430

＋�

＋側�

$s167
15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 � 0 0 � �

0：未実装�
1：増設メモリ（2M）�
2：増設メモリ（4M）�
3：SRAM+時計カセット�

メモリカセット情報予約（設定：0）�

メモリカセット情報予約�
（設定：0）�

MSB LSB

1：電池異常（電池交換が必要です）�

ZM本体（上図はZM-72/82）�

2. SRAMカセットを装着する�

1. カバーを外す�

CN2

MJ1MJ2

CN
1

100-�
240VAC

L

N

NC

See operating or maintenance 

instruction for type of 

battery to be used.

電池の種類については取扱説明書�

を参照して下さい。�

Battery replacement.

次回電池交換日 YYYY ,  MM , DD   

�
Type :V6EM/RS�

Lot No :XXXXXXX

＋�＋�

M
n
O
2-Li CELL 3VOL

TS
JA
P
A
N

SANYO

+-

See operating or maintenance 
instruction for type of 
battery to be used.
電池の種類については取扱説明書�
を参照して下さい。�
Battery replacement.
次回電池交換日          ,         ,

See operating or maintenance 

instruction for type of 

battery to be used.

電池の種類については取扱説明書�

を参照して下さい。�

Battery replacement.

次回電池交換日 YYYY ,  MM , DD   

�
Type :V6EM/RS�

Lot No :XXXXXXX

Type :V6EM/RS�
Lot No :XXXXXXX

［注意シール］�

CR2430

＋�

５年後の年月日を記入�

画面作成ソフトZM-71Sにおいて［システム設定(A)］の［SRAMカセット設定 ...(W)］を選択し、［SRAMカ
セット設定］ダイアログを設定します。設定を変更した際には、必ずフォーマットを行ってください。
ZM-43SM/80SMの日付、時刻の調整およびフォーマットは次の手順で行います。
　①  ZM-43/52/72/82本体の［ローカルメイン］画面を表示します。
　②［ローカルメイン］画面の「カセット調整」スイッチを押します。
　③［カセット調整］画面が表示されます。ここで日付、時刻の調整およびフォーマットを行います。
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交換用電池には下記をお客様にて手配いただき、以下の手順で交換願います。
  型　式 　　　　　　　仕様
  CR2430　  コイン型リチウム1次電池（推奨：三洋電機製）

① 電池交換する際は、ZM-71Sを使用して（ケーブルZM-80C）、ZM-43SM/80SMに格納されている　
　 データのバックアップをとります。
　　1. ZM-71Sを起動します。
　　2. ［転送］アイコンをクリックします。［転送］ダイアログが表示されます。
　　3. ［転送デバイス：本体］、［転送データ：SRAMデータ］を選択します。
　　　サーバ上のZM-71SからEthernetでバックアップをとる場合は、［□Ethernetで転送 /SRAM装
　　　着ZM本体の IPアドレス］を選択します。［□シミュレータを使用する］、［□受信時コメントを
　　　取り込む］項目はそのままにしておきます。
　　4. ［転送方法］の［PC＜－］ボタンをクリックします。
　　5. 読み込んだデータは「＊.RAM」ファイルに保存します。
② ZM本体の電源をOFFし、ZM-43SM/80SMの注意シールをはがすとソケットに実装された電池が現
　 れます。電池をソケットからはずし、新しい電池と交換します。⇒ 前ページの「取付方法」参照
③ ZM本体の電源をONし、①で保存したRAMファイルをZM-43SM/80SMに転送します。

■ 電池の交換方法

第1章 増設メモリ（ZM-43SM、ZM-80SM）

■ 仕様

項　目� 形　名�

DC3.3V（ZM-43/52/72/82本体より供給）�

0℃～＋50℃�

－10℃～＋60℃�

85％RH以下（ただし、結露なきこと）�

じんあいがひどくないこと�

腐食性ガスがないこと�

50×57.5�

黒  グレー�

PC/ABS樹脂�

電源�

動作周囲温度�

保存周囲温度�

相対湿度�

じんあい�

腐食性ガス�

外形寸法　W×H(mm)�

ケース色�

材質�

�

ZM-43SM ZM-80SM

項　　目�

コイン型リチウム１次電池�

電池型式：CR2430（推奨：三洋電機製）�

約５年（周囲温度25℃）�

可（電池はソケットに取付）�

有り（内部メモリ割付）�

月差 ±60秒（周囲温度25℃）�

�

電池仕様�
�

バックアップ期間�

交換可否�

電池電圧低下検出機能�

カレンダ精度�

仕　　様�

項　　目�

SRAM�

512Kバイト�

メモリ種別�

メモリ容量�

仕　　様�

● 一般仕様�

● メモリ仕様�

● バックアップ仕様�

（注） ZM-43SM/80SMを使用時、ZM-43/52/72/82シリーズとプリンタを常時接続し使用している場合、ZM
本体の電源をOFFする際は、プリンタの電源も必ずOFFしてください。プリンタの電源をON状態
のままにすると、プリンタの信号ラインからの電圧が回り込み、その影響を受けてZM- 43SM/80SM
のバックアップ電池の消費電流が増加し、２～３ヶ月でバックアップ電池が消耗します。



各社リンクユニット
との接続

1.シャープのPCと接続するには
2.三菱のPCと接続するには・1
3.三菱のPCと接続するには・2
4.三菱のPCと接続するには・3
5.三菱のPCと接続するには・4
6.三菱のPCと接続するには・5
7.三菱のPCと接続するには・6
8.三菱のPCと接続するには・7

9.OMRONのPCと接続するには・1
10.OMRONのPCと接続するには・2
11.日立のPCと接続するには・1
12.日立のPCと接続するには・2
13.松下電工のPCと接続するには

14.YOKOGAWAのPCと接続するには･1
15.YOKOGAWAのPCと接続するには･2

16.安川のPCと接続するには・1
17.安川のPCと接続するには・2

18.トヨプックのPCと接続するには
19.FUJIのPCと接続するには･1
20.FUJIのPCと接続するには･2
21.FUJIのPCと接続するには･3
22.FUJIのPCと接続するには･4
23.光洋のPCと接続するには

24.A･BのPCと接続するには･1
25.A･BのPCと接続するには･2

26.GEファナックのPCと接続するには･1
27.GEファナックのPCと接続するには･2

28.TOSHIBAのPCと接続するには
29.東芝機械のPCと接続するには

30.SIEMENSのPCと接続するには･1
31.SIEMENSのPCと接続するには･2
32.SIEMENSのPCと接続するには･3
33.SIEMENSのPCと接続するには･4
34.SIEMENSのPCと接続するには･5
35.神鋼電機のPCと接続するには
36.サムソンのPCと接続するには

37.キーエンスのPCと接続するには･1
38.キーエンスのPCと接続するには･2
39.キーエンスのPCと接続するには･3

40.LGのPCと接続するには
41.FANUCのPCと接続するには
42.永宏電機のPCと接続するには
43.和泉電機のPCと接続するには
44.ModiconのPCと接続するには

45.山武のPCと接続するには
46.台安電機のPC接続するには
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接続可能なリンクユニット、コミュニケーションポートは以下のとおりです。

設定項目は下記のとおりです。

PC

JW20,JW20H�
JW30H

JW70(JW-70CU）�
JW100(JW-100CU）�
JW70H(JW-70CUH）�
JW100H(JW-100CUH）�

W70H,W100H�
JW50,JW70,JW100�

JW50H,JW70H,JW100H

リンクユニット�

ZW-10CM�
JW-10CM

コミュニケーションポート�

JW-21CM

ZM-71S設定機種�

JWシリーズ�

JW70H COM

JW20 COM

JW20(JW-22CU)�
JW20H(JW-22CU)�

�

JW10
JW-1324K/1342K�
JW-1424K/1442K�
JW-1624K/1642K

JW-32CUH/H1/M1�
JW-33CUH/H1/H2/H3�

�

� JW30H PG/COMM1ポート�
PG/COMM2ポート�

MMIポート�
通信ポート�

�

J-board�
�

J-board

上位通信ポート CN3�
上位通信ポート TC1

上位通信ポート CN8�
上位通信ポート CN12

PG/COMM1ポート�
PG/COMM2ポート�

Z-331J/332J

（Z-511J）�

（Z-512J）�

ZM-311J�
ZM-312J

1 シャープのPCと接続するには

項　　　目

伝送速度

デ－タ長

パリティ

ストップビット

エラ－チェック

ＲＳ－４２２

伝送制御手順

局　番

設　　定　　内　　容

本機と同じにします。（通常１９２００ｂｐｓ）

７ビット

偶数

２ビット

サムチェック

４線式

コマンドモード

「０１」固定

リンクユニット

第2章 シャープのPCと接続するには
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設　定　値

４

１

０

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＮ

０

ＯＮ

　　　　　　    内　　　　　　　　容

コンピュータリンク

局番（下位）

  〃  （上位）

未使用

２線式のみ使用可

未使用

偶数パリティ

伝送速度　１９２００bps

終端抵抗あり

スイッチ

ＳＷ０

ＳＷ１

ＳＷ２

ＳＷ３－１

ＳＷ３－２

ＳＷ３－３

ＳＷ３－４

ＳＷ４

ＳＷ７

② Z-331J/332Jのスイッチ設定

① ZW-10CM、JW-10CM、JW-21CMのスイッチ設定

リンクユニットのスイッチ設定

コミュニケーションポート使用時 のPCのシステムメモリ設定

① JW-70CU/100CU、JW-70CUH/100CUH、JW-22CU、Z-311J/312Jのシステムメモリ設定

システムメモリ

＃２３６

＃２３７

設　定　値

３０（Ｈ）

０１（Ｈ）

　　　　　　　  内　　　　　　　　容

ストップビット：２ビット、

パリティ：偶数

伝送速度：１９２００bps

局番

設　定　値

４

１

０

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

０

ＯＮ

　　　　　　   内　　　　　　　　容

コマンドモード

局番（下位）

  〃  （上位）

未使用

４線式

未使用

偶数パリティ

伝送速度　１９２００bps

終端抵抗あり

スイッチ

ＳＷ０

ＳＷ１

ＳＷ２

ＳＷ３－１

ＳＷ３－２

ＳＷ３－３

ＳＷ３－４

ＳＷ４

ＳＷ７
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② JW-32CUH/H1/M1、JW-33CUH/H1/H2/H3、ZM-511J/512Jのシステムメモリ設定

・コミュニケーションポート１（PG/COMM１ポート）の場合

③ JW-1324K/1342K、JW-1424K/1442K、JW-1624K/1642Kのシステムメモリ設定

・通信ポートの場合

・コミュニケーションポート２（PG/COMM２ポート）の場合

・ＭＭＩポートの場合

システムメモリ

＃２３４

＃２３５

設　定　値

３０（Ｈ）

０１（Ｈ）

システムメモリ

＃２３６

＃２３７

設　定　値

３０（Ｈ）

０１（Ｈ）

内　　　　　　　　容

ストップビット：２ビット

パリティ：偶数

伝送速度：１９２００bps

局番

内　　　　　　　　容

ストップビット：２ビット

パリティ：偶数

伝送速度：１９２００bps

局番

システムメモリ

＃２３４

＃２３７

　　　　　内　　　　　　　　容

コンピュータリンクモード

ストップビット：２ビット

パリティ：偶数

伝送速度：１９２００bps

データ長：７ビット

局番

設　定　値 　　　　　内　　　　　　　　容

ストップビット：２ビット

パリティ：偶数

伝送速度：１９２００bps

データ長：７ビット

局番

３０（Ｈ）

＃２３６ ３０（Ｈ）

設　定　値

００（Ｈ）

０１（Ｈ）

０１（Ｈ）

システムメモリ

＃２２６

＃２２７
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使用可能メモリ

　　　メモリ�
X9XXX（レジスタ）�
XXXXX（リレー）�
EXXXX（ﾚｼﾞｽﾀ［自己診断結果］）�
bXXXX（ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ［現在値］） �
F1（ファイルレジスタ）�
F2（ファイルレジスタ）�
F3（ファイルレジスタ）�
�

ﾋﾞｯﾄ書込�
×�
○�
×�
×�
×�
×�
×�
�

TYPE�
0�
1�
2�
3�
4�
5�
6�
�

備考�
�

ワード時 コ�
�

可能：○　不可能：×

 レジスタ X9XXX（メモリTYPE：0）でマクロ命令の間接アドレス指定を使用する場合

 以下の注意が必要です。（ZM-71S 取扱説明書P14-23参照）

 1）ZM-70/41を使用する場合

システムROMバージョンV1.10以前及びV1.15以降（V1.11～V1.14は欠番）

レジスタ09000から19000のメモリNo指定方法は512ワード単位

 2）ZM-82/72/52/43/42、ZM-71Tを使用する場合

     バージョンにかかわらず、レジスタ09000から19000のメモリNo指定方法は256ワード単位

【注意】

・レジスタアドレスとメモリNo（間接ｱﾄﾞﾚｽ指定時）の関係（ﾒﾓﾘNoはワード単位）

機種名�
ROMﾊﾞｰｼﾞｮﾝ�
�
レジスタアドレス�
09000～09776�
19000～19776�
29000～29776�
39000～39776�
49000～49776�
59000～59776�
69000～69776�
79000～79776�
89000～89776�
99000～99776�
�

メモリNo（DEC）�
0～255�
512～767�
1024～1279�
1536～1791�
2048～2303�
2560～2815�
3072～3327�
3584～3839�
4096～4351�
4608～4863�

�

ZM-70/41�
V1.10以下及び�
V1.15以降�

ZM-82/72/52/43/42�
ZM-71T�
全てのバージョン�
メモリNo（DEC）�

0～255�
256～511�
512～767�
768～1023�
1024～1279�
1280～1535�
1536～1791�
1792～2047�
2048～2303�
2304～2559�

�
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配線について

・JW-70CU/100CU、JW-70CUH/100CUH、JW-22CUとの接続

・Z-311J/312Jとの接続

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

信号名�

ＲＤ�

／ＲＤ�

TＤ�

／TＤ�

ＦＧ�

�3�

4�

1�

2�

5

No.

ツイストシールド線使用�

  Z-311J/312J�
（上位通信ポートTC1）�
��

ZM-＊＊（CN1）�

ZM-＊＊と各ユニットとの接続を示します。CN1はRS-232C、RS-422と共用になっています。

◇RS-422◇
・ZW-10CM、JW-10CM、JW-21CMとの接続

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

ZM-＊＊（CN1）�
�

ZW-10CM�
JW-10CM�
JW-21CM

アース�

ツイストシールド線使用�

信号名�

Ｌ３�

Ｌ４�

Ｌ１�

Ｌ２�

ＳＨＩＥＬＤ�

ＧＮＤ�

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

信号名�

ＲＸＤ�

ＲＸＤ�

ＴＸＤ�

ＴＸＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

１０�

１１�

１�

ツイストシールド線使用�

（コミュニケーションポート）�

JW-22CU�
JW-70CU/100CU�
JW-70CUH/100CUH�

ZM-＊＊（CN1）�

（注）JW-70CUH/100CUHの場合、終端抵抗を接続してください。

　　　（コミュニケーションポートのピンNo.6と13を接続）

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

信号名�

ＲＤ�

ＲＤ�

ＳＤ�

ＳＤ�

　　No.�

９�

１０�

３�

１１�

１�

�

（４）�

（５）�

（２）�

（３）�

（１）�

�

�

（＋）�

（－）�

（＋）�

（－）�

�

�ツイストシールド線使用� No.の（　）内はCN12のとき�

  Z-511J�
（CN8またはCN12）�
��

ZM-＊＊（CN1）�

ＦＧ�

・Z-511Jとの接続
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・JW-32CUH/H1/M1、JW-33CUH/H1/H2/H3、Z-512Jとの接続

・JW-1324K/1342K、JW-1424K/1442K、JW-1624K/1642Kとの接続

　［通信ポートに接続する場合］

　［ＭＭＩポートに接続する場合］

・Z-331J/332Jとの接続

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

信号名�

ＲＤ（＋）�

ＲＤ（－）�

ＳＤ（＋）�

ＳＤ（－）�

ＦＧ�

No.�

９�

１０�

３�

１１�

１�

ツイストシールド線使用�

JW-32CUH/H1/M1�
JW-33CUH/H1/H2/H3�
Z-512J
PG/COMM1ポート�
PG/COMM2ポート�

�
ZM-＊＊（CN1）�

信号名�

＋ＳＤ�

－ＳＤ�

＋ＲＤ�

－ＲＤ�

ＦＧ�

No.�

１２�

１３�

２４�

２５�

１�

信号名�

ＲＸ�

／ＲＸ�

ＴＸ�

／ＴＸ�

No.�

２�

７�

３�

８�

４�

５�ツイストシールド線使用�

JW-1324K/1342K�
JW-1424K/1442K�
JW-1624K/1642K�
（ＭＭＩポート）�

ＰＧ／ＣＯＭ�

ＧＮＤ�

�
ZM-＊＊（CN1）�

信号名�

＋ＲＤ�

＋ＳＤ�

－ＲＤ�

－ＳＤ�

ＦＧ�

No.�

２４�

１２�

２５�

１３�

１�

端子名�

Ｌ１�

Ｌ２�

ＳＨＬＤ�

ツイストシールド線使用�

JW-1324K/1342K�
JW-1424K/1442K�
JW-1624K/1642K�
（通信ポート）�

�
ZM-＊＊（CN1）�

信号名�

＋ＲＤ�

＋ＳＤ�

－ＲＤ�

－ＳＤ�

ＦＧ�

No.�

２４�

１２�

２５�

１３�

１�

端子名�

Ｌ１�

Ｌ２�

Ｓ�

ＦＧ�ツイストシールド線使用�

Z-331J/332J�
（上位通信ポートＴ１）�ZM-＊＊（CN1）�

（注）本機の終端抵抗スイッチは、終端抵抗：無の設定にしてください。

（注）本機の終端抵抗スイッチは、終端抵抗：無の設定にしてください。
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◇RS-232C◇
・JW-70CU/100CU、JW-70CUH/100CUH、JW-22CUとの接続

シールド線使用�

信号名�

ＦＧ�

ＳＤ�

ＲＤ�

ＲＳ�

ＣＳ�

ＳＧ�

ピンNo.�

１�

２�

３�

４�

５�

７�

信号名�

ＦＧ�

ＲＸＤ�

ＴＸＤ�

ＳＧ�

ピンNo.�

�１�

３�

２�

７�

１２�

１４�

（コミュニケーションポート）�

JW-22CU�
JW-70CU/100CU�
JW-70CUH/100CUH

ショート端子�

�
ZM-＊＊（ＣＮ1）�

・Z-311J/312Jとの接続

シールド線使用�

信号名�

ＦＧ�

ＳＤ�

ＲＤ�

ＲＳ�

ＣＳ�

ＳＧ�

ピンNo.�

１�

２�

３�

４�

５�

７�

信号名�

ＦＧ�

ＲＤC�

ＴＤC�

ＧＮＤ�

ピンNo.�

�１�

３�

２�

７�

６�

８�

Z-311J/312J�
（上位通信ポートCN3）�

ショート端子�

�
ZM-＊＊（ＣＮ1）�

・JW-32CUH/H1、JW-33CUH/H1/H2/H3との接続

シールド線使用�

信号名�

ＦＧ�

ＳＤ�

ＲＤ�

ＲＳ�

ＣＳ�

ＳＧ�

ピンNo.�

１�

２�

３�

４�

５�

７�

信号名�

ＦＧ�

ＲＤ�

ＳＤ�

ＳＧ�

ピンNo.�

�１�

４�

２�

７�

（PG/COMM2ポート）�

JW-32CUH/H1�
JW-33CUH/H1/H2/H3�

ZM-＊＊（ＣＮ1）�
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三菱のPCと接続するには・1
（Aシリーズ/Qシリーズ 計算機リンクユニット）

2
使用できるPC

第2章 三菱のPCと接続するには･1

A2A, A3A

A2US

AJ71C24-S6�
AJ71C24-S8�
AJ71UC24

A1SJ71UC24-R2�

A1SJ71UC24-R4�

A1SJ71UC24-PRF

A1,A2, A3�
A1N, A2N, A3N�
A3H, A3M, A73

AJ71C24�
AJ71C24-S3�
AJ71C24-S6�
AJ71C24-S8�
AJ71UC24

A0J2, A0J2H A0J2C214-S1

A1S, A1SJ, A2S

A1SJ71C24-R2�

A1SJ71C24-R4�

A1SJ71C24-PRF

AJ71QC24-R4(CH1)�

AJ71QC24-R4(CH2)

A2CCPUC24 CPU内蔵リンクポート�

QJ71C24

ZM-71S�
設定機種� PC リンクユニット� 結線図(P2-12, 13参照)

RS-232C　[結線図2]�
�
RS-422      [結線図3]�
�

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図1]�

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図1]�

RS-232C　[結線図1]�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図3]�

RS-422      [結線図4]�

RS-422      [結線図3]�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図3]�
�

A2U, A3U,A4U AJ71UC24

Q2A,Q3A,Q4A�
Q2ASx �

AJ71QC24N�

AJ71QC24�

A1SJ71QC24

QnA�
シリーズ�

AnA/N/U�
シリーズ�

QnH（Qモード）�

QnH（Aモード）�
A1SJ71UC24-R2�
A1SJ71UC24-R4
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局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422

MODE1

MODE5

伝送形式1

伝送形式1

STATION x10、x1ともに0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

あり�

可能�

あり�

あり�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

RUN中書き込み�

送信側終端抵抗�

受信側終端抵抗�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

＊1

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

◆Aシリーズ計算機リンクユニット

◆Qシリーズ計算機リンクユニット

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422
MODE5（バイナリモード）�

STATION x10、x1ともに0

19200bps

あり 偶数�

8

あり�

可能�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

RUN中書き込み�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

第2章 三菱のPCと接続するには･1

＊1 ZM-＊＊側の伝送形式を［伝送形式4］にした場合、PC側はRS-232CならばMODE4、RS-422
ならばMODE8にしてください。
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スイッチ設定

＜例１＞信号レベル：RS-232C　ボーレート：19200bps 　伝送形式1

PCのロータリディップスイッチとディップスイッチの設定例を示します。

AJ71UC24

AJ71QC24
A1SJ71QC24
AJ71QC24N

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

STATION No
×10

STATION No
×1

MODE

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

STATION No
×10

STATION No
×1

MODE

＜例４＞信号レベル：RS-422　ボーレート：19200bps 　伝送形式1

A1SJ71UC24-R4
A1SJ71C24-R4

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

STATION No
×10

STATION No
×1

MODE

A1SJ71C24-R2
A1SJ71UC24-R2

第2章 三菱のPCと接続するには･1

SW11

SW12

SW13

SW14

SW15

SW16

SW17

SW18

SW21

SW22

SW23

SW24

ON OFF

ON

SW03

SW04

SW05

SW06

SW07

SW08

SW09

SW10

SW11

SW12

ON OFF

ON

SW01

SW02

SW03

SW04

SW05

SW06

SW07

SW08

SW09

SW10

SW11

SW12

ONOFF

ON

SW03

SW04

SW05

SW06

SW07

SW08

SW09

SW10

SW11

SW12

SW01

SW02

ON OFF

ON

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

0

1
2

345
6

7
8

9
A

B C D E
F

STATION No
×10

STATION No
×1

MODE

＜例３＞ボーレート：19200bps

＜例２＞信号レベル：RS-232C　ボーレート：19200bps 　伝送形式1
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使用可能メモリ

＊1 メモリタイプ/アドレス以外にスロットNoが必要です。又、リンクユニットのメモリがバイ
トアドレスの場合は、ZM-71S（画面ソフト）上の設定はワードアドレスに換算して入力し
てください。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

W （リンクレジスタ） × 1

R （ファイルレジスタ） × 2

TN （タイマ［現在値］） × 3

CN （カウンタ［現在値］） × 4

SPU （特殊ﾕﾆｯﾄﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘ） × 5 スロットNo　＊1

M （内部リレー） ○ 6

L （ラッチリレー） ○ 7

B （リンクリレー） ○ 8

X （入力） ○ 9

Y （出力） ○ 10

TS （タイマ［接点］） ○ 11

TC （タイマ［コイル］） ○ 12

CS （カウンタ［接点］） ○ 13

CC （カウンタ［コイル］） ○ 14

H （ﾘﾝｸﾕﾆｯﾄﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘ） × 15

SD （特殊レジスタ） × 16 QnAのみ

SM （特殊リレー） ○ 17 QnAのみ

SB （特殊リンクリレー） ○ 18 QnAのみ

SW （特殊リンクレジスタ） × 19 QnAのみ

ZR （ﾌｧｲﾙﾚｼﾞｽﾀ［連番ｱｸｾｽ用］） × 20 QnAのみ

可能：○　　不可能：×

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

第2章 三菱のPCと接続するには･1
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ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 9pin(Male:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

RD

SD

RS

CS

DR

SG

CD 1

2

3

5

6

7

8

配線について

PCとのケーブル結線を示します。

◇RS-232C◇

　　結線図1

第2章 三菱のPCと接続するには･1

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 25pin(Male:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

RD

SD

RS

CS

DR

SG

3

2

4

5

6

7

8CD

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図2
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◇RS-422◇

第2章 三菱のPCと接続するには･1

ZM-＊＊(CN1)

PC

D-sub  25pin(Male:    )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

7

12

13

24

25

SDA

SDB

SG

RDB

RDA

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

7

12

13

24

25

RDA

SG

RDB

2

7

15

SDB 16

SDA 3

4

5

17

18

20

21

DSRA

DTRA

DSRB

DTRB

D-sub  25pin(Male:    )

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図3

　　結線図4
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三菱のPCと接続するには・2
（Aシリーズ/QnAシリーズ CPUポート）

3
接続

使用できるPC

AシリーズまたはQnAシリーズのCPUポートに接続します。尚、ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設
定されます。

CPUのバージョンアップや仕様変更が行われた場合、ZM-＊＊と接続できなくなる可能性がありますので、

ご了承ください。

第2章 三菱のPCと接続するには･2

A2A, A3A�
A2U, A3U,A4U�
A2US(H)�
A1N, A2N, A3N�
A3V, A73�
A3H, A3M�
A0J2H�
A1S, A1SJ(H), A2S(H)�
A2CCPUC24�
A1FX�
�

PC

�
Q2A, Q3A, Q4A�
Q2AS(H)

ZM-71S�
設定機種�

A CPUﾎﾟｰﾄ�

Q CPUﾎﾟｰﾄ�

結線図(P2-17参照)

RS-422      [結線図1]�
�
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使用可能メモリ

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

W （リンクレジスタ） × 1

R （ファイルレジスタ） × 2

TN （タイマ［現在値］） × 3

CN （カウンタ［現在値］） × 4

SPU （特殊ﾕﾆｯﾄﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘ） × 5 スロットNo　＊1

M （内部リレー） ○ 6

L （ラッチリレー） ○ 7

B （リンクリレー） ○ 8

X （入力） ○ 9

Y （出力） ○ 10

TS （タイマ［接点］） ○ 11

TC （タイマ［コイル］） ○ 12

CS （カウンタ［接点］） ○ 13

CC （カウンタ［コイル］） ○ 14

SD （特殊レジスタ） × 16 QnAのみ

SM （特殊リレー） ○ 17 QnAのみ

SB （特殊リンクリレー） ○ 18 QnAのみ

SW （特殊リンクレジスタ） × 19 QnAのみ

ZR （ﾌｧｲﾙﾚｼﾞｽﾀ［連番ｱｸｾｽ用］） × 20 QnAのみ

可能：○　　不可能：×

＊1 メモリタイプ/アドレス以外にスロットNoが必要です。又、リンクユニットのメモリがバイ
トアドレスの場合は、ZM-71S（画面ソフト）上の設定はワードアドレスに換算して入力し
てください。

第2章 三菱のPCと接続するには･2

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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Aシリーズ/QnAシリーズのCPUに直結する場合の注意

❍ZM-＊＊とAシリーズCPUおよびQnAシリーズCPU間の通信ケーブルに対してノイズの影響を十分
考慮してください。

❍盤内、機械内配線においてもノイズに対して十分考慮して、動力線とは分離して配線するようにし
てください。

❍通信ケーブルが長くなればなるほどノイズの影響を受けますので十分注意して配線してください。
❍AシリーズCPUがROM運転の場合、Rレジスタは使用できません。
❍ノイズフィルター（フェライトコア）はオプション販売となっています。

ノイズの影響を考慮すると、長い距離でご使用の場合は計算機リンクユニットの使用を推奨します。

CPUポートに接続。�

結束バンド�
フェライトコアを�
固定するために、�
真下に止める。�

・・・�
・・・�
・・・�
・・・�
�

・・・�
・・・�
・・・�
・・・�
�

・・・�
・・・�
・・・�
・・・�
�

・・・�
・・・�
・・・�
・・・�
�

run

ｓｔｏｐ�

AシリーズCPU

フェライトコア�
必ず装着してください。�
なるべく、コネクタに�
近いところにつける。�

QnAシリーズCPU

�

当社のノイズ試験の結果では、フェライトコアを未装着の場合とフェライトコアを装着した場合

では通信エラーに至るノイズ電圧に650～900Vの差が生じました。

より安全にご使用されるために、フェライトコアを必ず装着してご使用ください。

外径20mm

内径8mm

フェライトコア

第2章 三菱のPCと接続するには･2

注意
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配線について

PCとのケーブル結線を示します。

ZM-1MD2（デュアルポートインターフェイス）使用の際の注意事項　（P1-60参照）

❍ZM-1MD2の電源をCPUより供給しているのでCPUの５Ｖ電源容量に注意してください。（消費電
流 最大350mA）

❍CPUとZM-1MD2間の配線距離は最短距離となるようにしてください。（最長１～１.５ｍ）
❍配線に関してはノイズに対して十分注意を払ってください。

CPUA6GPP・A7PHP・パソコンなど�

A/QnAシリーズのCPUと接続する場合�
　裏面のコネクタを直接CPUポートに差し込む、
　または専用ケーブル（＊）で接続してください。�

専用ケーブル＊�
（受注生産品）�

GD

G
P
P

スライドスイッチ�
　1：Aシリーズ�
　2：QnAシリーズ�
　3：FXシリーズ�
※注意�
　スライドスイッチの切替は�
　電源投入前に行ってください。� ZM-＊＊�

1 2 3

三菱A/QnAシリーズ�

◇RS-422◇

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub  25pin(Male:    )FG

SG

+SD

-SD

+RTS

-RTS

1

7

12

13

14

17

2

7

15

+RxD

SG

-RxD

16 -TxD

4 +DSR

17 -DSR

5 +DTR

18

20

�

-DTR

21

3 +TxD

-CTS

+CTS

+RD

-RD

18

19

24

25

第2章 三菱のPCと接続するには･2

　　　　　　　　　　　　　　　　               ツイストシールド線使用

　　結線図1
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三菱のPCと接続するには・3
（QnHシリーズ CPUポート）

4
接続
QnHシリーズのCPUポートに接続します。尚、ボーレート以外のZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に
設定されます。

使用できるPC

CPUのバージョンアップや仕様変更が行われた場合、ZM-＊＊と接続できなくなる可能性がありますので、

ご了承ください。

第2章 三菱のPCと接続するには･3

�

PC

Q02�
Q02H�
Q06H

ZM-71S�
設定機種�

QnHCPUﾎﾟｰﾄ(A)

QnHCPUﾎﾟｰﾄ(Q)

結線図(P2-19参照)

RS-232C 専用ｹｰﾌﾞﾙ（受注生産品）�

Q06H-A
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各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

＊1 メモリタイプ/アドレス以外にユニットNoが必要です。又、リンクユニットのメモリがバイ
トアドレスの場合は、ZM-71S（画面ソフト）上の設定はワードアドレスに換算して入力し
てください。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

W （リンクレジスタ） × 1

R （ファイルレジスタ） × 2

TN （タイマ［現在値］） × 3

CN （カウンタ［現在値］） × 4

SPU （特殊ﾕﾆｯﾄﾊﾞｯﾌｧﾒﾓﾘ） × 5 ユニットNo　＊1

M （内部リレー） ○ 6

L （ラッチリレー） ○ 7

B （リンクリレー） ○ 8

X （入力） ○ 9

Y （出力） ○ 10

TS （タイマ［接点］） ○ 11

TC （タイマ［コイル］） ○ 12

CS （カウンタ［接点］） ○ 13

CC （カウンタ［コイル］） ○ 14

SD （特殊レジスタ） × 16 Qモードのみ

SM （特殊リレー） ○ 17 Qモードのみ

SB （特殊リンクリレー） ○ 18 Qモードのみ

SW （特殊リンクレジスタ） × 19 Qモードのみ

ZR （ﾌｧｲﾙﾚｼﾞｽﾀ［連番ｱｸｾｽ用］） × 20 Qモードのみ

可能：○　　不可能：×

配線について

◇RS-232C◇
専用ケーブル（受注生産品：2、3、5、10、15m）をご使用ください。

使用可能メモリ

第2章 三菱のPCと接続するには･3
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三菱のPCと接続するには・4
（FX1/2シリーズ ）

5
接続

使用可能メモリ

＊1 ・数値形式でダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリ
ング）はダブルワードのデータとして処理します。

・また、ビットあるいはワードタイプの項目は下位16ビットのワードとして処理します。
入力時　上位16ビットは無視
出力時　上位16ビットは常に「0」を書き込みます。

FXシリーズのPCのCPUポートに接続します。尚、ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設定されます。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

TN （タイマ［現在値］） × 1

CN （カウンタ［現在値］） × 2

32CN（32ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ［現在値］） × 3 ＊1

M （補助リレー） ○ 4

S （ステート） ○ 5

X （入力リレー） ○ 6 リードオンリ

Y （出力リレー） ○ 7

TS （タイマ［接点］） ○ 8

CS （カウンタ［接点］） ○ 9

     DX　（データレジスタ） ×　　　　  10　　　 ＊2

可能：○　　不可能：×

CPUのバージョンアップや仕様変更が行われた場合、ZM-＊ ＊と接続できなくなる可能性がありますので、

ご了承ください。

使用できるPC

FX1/2

FX0N�
（ツールポート）�

CPU
ZM-71S�
設定機種�

FXシリーズ�

結線図（P2-22参照）�

RS-232C　専用ケーブル（受注生産品）�
RS-422　専用ケーブル（受注生産品）または［結線図1］�

RS-422　専用ケーブル（受注生産品）�

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

＊2 ・D1000～2999の場合にDXを使用します。
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FXシリーズのCPUに直結する場合の注意

❍ZM-＊＊とFXシリーズCPU間の通信ケーブルに対してノイズの影響を十分考慮してください。
❍盤内、機械内配線においてもノイズに対して十分考慮して、動力線とは分離して配線するようにし
てください。

❍通信ケーブルが長くなればなるほどノイズの影響を受けますので十分注意して配線してください。
❍ノイズフィルター（フェライトコア）はオプション販売となっています。

CPUポートに接続。�

結束バンド�
ノイズフィルターを�
固定するために、�
真下に止める。�

FXシリーズCPU

フェライトコア�
必ず装着して下さい。�
なるべく、コネクタに�
近いところにつける。�

POWER

RUN

BATT.V

MELSEC  FX2-24MT  TRANSISTOR UNIT

外径20mm

内径8mm

フェライトコア

第2章 三菱のPCと接続するには･4

当社のノイズ試験の結果では、フェライトコアを未装着の場合とフェライトコアを装着した場合

では通信エラーに至るノイズ電圧に650～900Vの差が生じました。

より安全にご使用されるために、フェライトコアを必ず装着してご使用ください。

注意

ZM-1MD2使用の際の注意

❍ZM-1MD2の電源をCPUより供給しているのでCPUの５Ｖ電源容量に注意してください。
（消費電流 最大350mA）

❍CPUとZM-1MD2間の配線距離は最短距離となるようにしてください。（最長１～１.５ｍ）
❍配線に関してはノイズに対して十分注意を払ってください。
❍ZM-1MD2を使用しZM-＊＊と接続する場合は、ZM-＊＊の通信パラメータ設定でタイムアウト時間
を1.5秒以上に設定してください。
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配線について

PCとのケーブル結線を示します。

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub  25pin(Male:    )FG

SG

+SD

-SD

+RTS

-RTS

1

7

12

13

14

17

2

7

15

+RxD

SG

-RxD

16 -TxD

4 +DSR

17 -DSR

5 +DTR

18

20

�

-DTR

21

3 +TxD

-CTS

+CTS

+RD

-RD

18

19

24

25

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

◇RS-232C◇
専用ケーブル（受注生産品：3m）をご使用ください。

◇RS-422◇
専用ケーブル（受注生産品：2､3､5､10､15m）をご使用ください。

FXシリーズCPU

A6GPP・A7PHP・パソコンなど�

FX1/2シリーズのCPUと接続する場合�
専用ケーブル（受注生産品）で接続してください。�

専用ケーブル（受注生産品）�

GD

G
P
P

スライドスイッチ�
　1：Aシリーズ�
　2：QnAシリーズ�
　3：FXシリーズ�
（注意）�
　スライドスイッチの切替は�
　電源投入前に行ってください。� ZM-＊＊�

1 2 3

POWER

RUN

BATT.V

MELSEC  FX2-24MT  TRANSISTOR UNIT

　　結線図1
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三菱のPCと接続するには・5
（FX2N/0N　Aプロトコル）

6

19200bps

偶数�

7

付加する（固定）�

形式1

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

H/Wタイプ�

伝送制御手順�

項　目� PCの設定�

19200bps

RS-232C

 偶数�

 伝送形式１�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

専用プロトコル通信（固定）�

通常/RS-232C

機能�

�

＊1

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

FX2N

FX0N

FX2N-232-BD�

FX2N-485-BD�

FX2N-422-BD�

FX0N-232ADP�

FX0N-485ADP

ZM-71S�
設定機種� PC リンクユニット� 結線図(P2-25参照)

RS-232C　[結線図1]�

RS-485  　 [結線図3]�

RS-422　   専用ケーブル（受注生産品）�

RS-232C    [結線図2]�

RS-485       [結線図3]

FXシリーズ�
（Aﾌﾟﾛﾄｺﾙ）�

�

使用できるPC

第2章 三菱のPCと接続するには･5

＊1 リンクユニットFX2N-485-BD、FX2N-422-BD、FX2N-485-ADPをご使用の際は、RS-485を
選択してください。

ZM-＊＊の［通信パラメータ］の［細かい設定］で、［送信遅延時間］を1msec以上に設定することをお奨

めします。
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使用可能メモリ

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

TN （タイマ［現在値］） × 1

CN （カウンタ［現在値］） × 2 ＊1

32CN（32ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ［現在値］） × 3 ＊2

M （補助リレー） ○ 4

S （ステート） ○ 5

X （入力リレー） ○ 6 リードオンリ

Y （出力リレー） ○ 7

TS （タイマ［接点］） ○ 8

CS （カウンタ［接点］） ○ 9

可能：○　　不可能：×

第2章 三菱のPCと接続するには･5

＊1 ・CN200～CN255は、32CN（32ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ）と同義。
＊2 ・数値形式でダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリ

ング）はダブルワードのデータとして処理します。
・また、ビットあるいはワードタイプの項目は下位16ビットのワードとして処理します。

入力時　上位16ビットは無視
出力時　上位16ビットは常に「0」を書き込みます。

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

◇RS-485◇

PCとのケーブル結線を示します。

◇RS-232C◇

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 25pin(Male:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

SD

RD

SG

2

3

7

ZM-＊＊(CN1)

PC

D-sub  25pin(Male:    )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

7

12

13

24

25

RDA

SG

RDB

2

7

15

SDB 16

SDA 3

　　結線図1

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図3

　　結線図2

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 9pin(Female:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

RD

SD

SG

2

3

5
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三菱のPCと接続するには・6
（FX2Nシリーズ ）

7
接続

FXシリーズのPCのCPUポートに接続します。尚、ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設定されます。

使用可能メモリ

＊1 ・数値形式でダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリ
ング）はダブルワードのデータとして処理します。

・また、ビットあるいはワードタイプの項目は下位16ビットのワードとして処理します。
入力時　上位16ビットは無視
出力時　上位16ビットは常に「0」　　　を書き込みます。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

TN （タイマ［現在値］） × 1

CN （カウンタ［現在値］） × 2

32CN（32ﾋﾞｯﾄｶｳﾝﾀ［現在値］） × 3 ＊1

M （補助リレー） ○ 4

S （ステート） ○ 5

X （入力リレー） ○ 6 リードオンリ

Y （出力リレー） ○ 7

TS （タイマ［接点］） ○ 8

CS （カウンタ［接点］） ○ 9

可能：○　　不可能：×

CPUのバージョンアップや仕様変更が行われた場合、ZM-＊＊と接続できなくなる可能性がありますので、

ご了承ください。

使用できるPC

CPU
画面作成ソフト�
設定機種�

FX2NFX2Nｼﾘｰｽﾞ�

結線図�

RS-422  専用ｹｰﾌﾞﾙ（受注生産品）�

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

配線について

◇RS-422◇

専用ケーブル（受注生産品：2､3､5､10､15m）をご使用ください。
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三菱のPCと接続するには・7
（Net 10 ）

8
❍データリンクシステムおよびネットワークシステムに接続されているCPUに装着されている計算機リンク
ユニットにZM-＊＊を接続した場合に、ZM-＊＊はNET II（/B）およびNET/10上の他のCPUに対してもアク
セスすることができます。この場合、画面作成ソフト（画面作成上）ではPC機種設定は「Net10」を選択
します。

❍ZM-＊＊がNET II（/B）およびNET/10上の他のCPUにアクセスする場合
・NET II（/B）では、ZM-＊＊に接続する計算機リンクユニットを着装したCPUと同一ネットワーク
（下図ではNo.1）のCPUに対してのみアクセスすることができます。
（設定可能CPU No.：0～30）
・NET/10では、ZM-＊＊に接続するリンクユニットを着装したCPUと同一ネットワーク（下図では
No.1）以外の他のネットワークNo.（下図ではNo.2～No.3）のCPUに対してもアクセスすることがで
きます。（設定可能CPU No.： 1～30）

❍ZM-＊＊と接続する計算機リンクユニッ
トを装着したCPU（右図1-1）メモリの
読込・書込を行う場合：
画面作成ソフト（画面作成上）でのメモ
リ設定のCPUNo.を「31」に設定しま
す。ZM-＊＊とPC（1：1）接続と同等の
応答時間となります。

CPUNo.を「31以外」に設定したCPUメモリの読込・書込
を行う場合：
トランジェント伝送となり、応答時間が遅くなります。ご
了承の上ご使用ください。

CPU�
（1-1）�

計算機ﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ�

CPU�
（1-5）�

CPU�
（1-4）�

CPU�
（1-3）�

CPU�
（1-2）�
（2-2）�

CPU�
（2-5）�

CPU�
（2-4）�

CPU�
（2-1）�

CPU�
（2-4）�
�

CPU�
（3-5）�

CPU�
（3-4）�

CPU�
（3-3）�

CPU�
（3-2）�

CPU�
（2-3）�
（3-1）�

ZM-＊＊�

❍NET/10で他のネットワークNo.のPCをアクセスする場合には、ZM-71S（画面作成上）において、スク
リーンの「オープンマクロ」で接続するネットワークNo.を指定します。
この時のマクロコマンドはシステムコール【SYS】の【OUT_ENQ】です。また、同一スクリーン上では
異なるネットワーク上のCPUにアクセスすることはできません

第2章 三菱のPCと接続するには･7
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❍ネットワーク指定マクロ----------------システムコール【SYS】の【OUT_ENQ】

このマクロはスクリーンのオープンマクロ以外で使用しないでください。使用した場合には実行した時点
でネットワーク切り替えが行われるため、通信エラーが発生します。

マクロの詳細は『ZM-71S取扱説明書』を参照してください。
また、併せて三菱の『計算機リンク/マルチドロップリンクユニット』の「ネットワーク登録」を参照して
ください。

❍NET II（/B）データリンクシステムおよびNET/10ネットワークシステムについて、詳細は三菱のマニュア
ルを参照してください。

アクセスするPCの使用可能メモリについてはP2-9「Aシリーズ/Qシリーズ計算機リンクユニット」および
P2-15「Aシリーズ/QnAシリーズCPUポート」の「使用可能メモリ」を参照してください。
また、ZM-71S（画面作成上）ではCPUNo.を設定しなければなりません。

使用可能メモリ

F1メモリ
n+0 常に0
n+1 ネットワーク指定：2
n+2 システムコード
n+3 ネットワークNo.

n+0、n+1は「0」、「2」の固定です。
n+2［システムコード］は　　1：NET/10　　　2：NET II（/B）
n+3［ネットワークNo.］は上記n+2［システムコード］において、NET II（/B）を指定した場
合は「0」を入力し、NET/10を指定した場合は「アクセスするネットワークNo.」を入力しま
す。

配線について

「2　三菱のPCと接続するには・1」の配線図（P2-12,13）をご覧ください。
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9 OMRONのPCと接続するには・1

使用できるPC

第2章 OMRONのPCと接続するには・1

PC リンクユニット� 結線図(P2-32,33参照)

RS-232C　[結線図3]�

RS-422      [結線図4]�

�

RS-232C　[結線図3]�

RS-422      [結線図4]�

�

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図6]�
�
RS-232C�
　　PORT1[結線図3]�
　　PORT2[結線図2]�
RS-422�
　　PORT2[結線図5]

RS-232C　[結線図3]�

RS-422      [結線図4]�

�

C20H,C28H,C40H

C120, C120F�
C200H�
C500, C500F�
C1000H�
C2000, C2000H

C500,C500F�
C1000H�
C2000,C2000H�
�

C200H�
C200HS-CPU01,03�
C200HS-CPU21,23�
C200HS-CPU31,33�
�

CV500,CV1000�
CV2000�
CVM1

CS1

C200H-LK201�
C200H-LK201-V1�
C200H-LK202�
C200H-LK202-V1

C500-LK203

C120-LK201-V1�

C120-LK202-V1

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

CV500-LK201

C200HS-CPU21,23�
C200HS-CPU31,33�
CQM1-CPU21�
CQM1-CPU41,42,43,44

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

RS-232C　[結線図1]�
�

RS-232C　[結線図2]�
�

ZM-71S�
設定機種�

SYSMAC C

SYSMAC CV

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図5]

CPU内スロットに装着�
（C200HW-COM02～06）�

C200HX�
C200HG�
C200HE

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

RS-232C　[結線図2]

RS-232C　[結線図2]CS1W-SCU21

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図7]

CPU内スロットに装着�
（CS1W-SCB41）�

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

RS-232C　[結線図2]

＊1

SYSMAC CS1

＊1

SRM1-C02

CPM1A

RS-232Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ� RS-232C　[結線図2]

CPUユニット�
（ペリフェラルポート）�

OMRON製ｹｰﾌﾞﾙ�
[CQM1-CIF01]

＊1 マルチリンク接続できません。�

＊2

＊2 D-Sub25ピン側のシェルを交換してご使用ください。（推奨品　DDK製17J-25）�
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局　番� 0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

1:n手順�

内部同期�

0V（常時ON）�

RS-422の場合は入�

OFF

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 2

3

手順�

同期切替スイッチ�

コマンドレベル�

CTS切替スイッチ�

5V供給スイッチ�

終端抵抗入切�

項　目� PC側の設定�

0

19200bps

 偶数�

7

2

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

通信設定

［PC選択］で「SYSMAC C」を選択した場合は、ZM-71Sの［通信パラメータ］の［細かい設
定］で［伝送形式］を設定します。

＊1 符号付きBCD
PCメモリのデータを符号付きのデータとして表示できます。

メモリ内の上位4ビットが「FまたはA」の場合のみマイナス値として扱います。
【F】の場合：上位4ビットを［-0］とみなす
【A】の場合：上位4ビットを［-1］とみなす

・表示範囲 1ワード：-1999～+9999
2ワード：-19999999～+99999999

＜例＞

・設定方法：数値表示 ［入力形式］BCD
［表示形式］DEC（符号あり-表示/+-表示）

  PCメモリ 　ZM-＊＊の表示

0000～9999   0～9999

F001～F999 -1～-999

A000～A999 -1000～-1999

00000000～99999999   0～99999999

F0000001～F9999999 -1～-9999999

A0000000～A9999999 -10000000～-19999999

伝送形式 　　内容

伝送形式1 符号なしBCD

伝送形式2 符号付きBCD＊1
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 ○CS1

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DM （データメモリ） × 0

CH （入出力/内部補助リレー） × 1

H （保持リレー） × 2

A （補助記憶リレー） × 4

T （タイマ［現在値］） × 5

C （カウンタ［現在値］） × 6

EMn （拡張データメモリ） × 7 ＊1

W （内部リレー） × 8

TU （タイマ［接点］） × 9 リードオンリ

CU （カウンタ［接点］） × 10 リードオンリ

可能：○　　不可能：×

＊1 EMn（拡張データメモリ）を使用する際は、バンクNo.（CV：0～7、CS1：0～C）を設定し
ます。
画面作成上のメモリ表記は右のようになります。

＜例＞  EM0：30000

バンクNo.

アドレスNo.�
�コロン�

○CV

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DM （データメモリ） × 0

CH （入出力/内部補助リレー） × 1

AR （補助記憶リレー） × 4

T （タイマ［現在値］） × 5

C （カウンタ［現在値］） × 6

EMn （拡張データメモリ） × 7 ＊1

TU （タイマ［接点］） × 9 リードオンリ

CU （カウンタ［接点］） × 10 リードオンリ

可能：○　　不可能：×

使用可能メモリ

 ○C

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DM （データメモリ） × 0

CH （入出力/内部補助リレー） × 1

HR （保持リレー） × 2

LR （リンクリレー） × 3

AR （補助記憶リレー） × 4

T （タイマ［現在値］） × 5

C （カウンタ［現在値］） × 6

TU （タイマ［接点］） × 9 リードオンリ

CU （カウンタ［接点］） × 10 リードオンリ

可能：○　　不可能：×
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配線について

PCとのケーブル結線を示します。

第2章 OMRONのPCと接続するには・1

◇RS-232C◇

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

RS

SD

CS

SG

2

4

5

9

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SD 2

RD 3

PC
D-sub 9pin(Male:    )

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

RS

SD

CS

SG

2

4

5

7

ZM-＊＊ (CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SD 2

RD 3

PC
D-sub 25pin(Male:    )

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図2

　　結線図3

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

RS

SD

CS

SG

2

4

5

7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SD 2

RD 3

PC
D-sub 9pin(Male:    )

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1
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◇RS-422◇

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDB

RDB

RDA

SDA

1

5

6

9

PC
D-sub 9pin(Male:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SG 7

SG 3

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDB

RDB

RDA

SDA

8

2

6

1

PC
D-sub 9pin(Male:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SG 7 SG 9

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDB

RDB

RDA

SDA

8

2

6

1

PC
D-sub 9pin(Male:    )

ZM-＊＊ (CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SG 7 SG 9

4

5

RS

CS

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図4

　　結線図6

　　結線図7

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDB

RDB

RDA

SDA

8

2

6

1

PC
D-sub 9pin(Male:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

　　結線図5

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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→

 OMRONのPCと接続するには・2
（OMRON-CS1 DNA）

第2章 OMRONのPCと接続するには・2

ネットワークに接続されているCS1とZM-＊＊を接続した場合、
ZM-＊＊はネットワーク上の他のCS1に対してもアクセスするこ
とができます。

PC リンクユニット� 結線図(P2-32,33参照)

CS1

ZM-71S�
設定機種�

RS-232C　[結線図2]CS1W-SCU21

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図7]

CPU内スロットに装着�
（CS1W-SCB41）�

CPUユニット内蔵�
（上位リンクポート）�

RS-232C　[結線図2]

＊1

SYSMAC CS1 DNA

＊1　マルチリンク接続できません。�

CS1�
（1-1）�

CS1�
（1-3）�
(2-1)

CS1�
（1-2）�

CS1�
（2-3）�

CS1�
（2-2）�

CS1�
（2-4）�

ZM-＊＊�

ダブルクリック

使用できるPC

使用可能メモリ

「9 OMRONのPCと接続するには･1」の「使用可能メモリ」◯CS1を参照してください。

配線について

「9 OMRONのPCと接続するには･1」の「配線について」を参照してください。

ZM-71Sの設定

10

◯［編集項目（I）］→［システム設定（A）］→［通信パラメータ設定（T）］→［細かい設定］で
「接続形式　1:n」にします。

◯［編集項目（I）］→［システム設定（A）］→［ネットワークテーブル設定（H）］を選択します。
「ネットワークテーブル編集」画面が表示されます。
「No.」をダブルクリックするとダイアログが表示されるので、ネットワーク上のCS1を登録しま
す。
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日立のPCと接続するには・1
（HIDIC Ｈシリーズ）

使用できるPC

◆CPUモジュール
　　PERIPHERALポート（周辺ポート）は「伝送制御手順1局番なし」固定で、他の設定はありません。

第2章 日立のPCと接続するには･1

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422

MODE7

MODE9 手順2　局番あり�

手順2　局番あり�

ST No x10、x1ともに0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

あり�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

◆COMM-2H

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422

MODE1�
MODE2�
MODE9

MODE2 手順1　局番あり�

手順1　局番なし�
手順1　局番あり�
手順2　局番なし�

PCの設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定�

＊1

伝送形式が推奨設定以外のときは下記のようにしてください。

＊1 マルチリンク接続できません。

11
PC リンクユニット� 結線図(P2-37参照)

HIDIC HシリーズCPU

日立製「EH-RS05」ケーブル �
+ RS-232C　[結線図1]�
�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図2]�
�

RS-232C　[結線図1]�
�
�

COMM-2H

CPUモジュール上の�
　　PERIPHERALポート�

PERIPHERAL 1�
　　RS-232C　[結線図1]�
�
�
�

H-252C　CPUモジュール上�
                   

EH150

ZM-71S�
設定機種�

HIDIC-H

＊ 日立製「EH-RS05」ｹｰﾌﾞﾙを使用する際は、EH-RS05のD-sub 15pin側に、�
　 日立製「CNCOM-05」ｹｰﾌﾞﾙを使用する際は、CNCOM-05のD-sub 15pin側に、�
　 [結線図1]のケーブルを接続して、ZM-＊＊と通信してください。�

＊�

PERIPHERAL 2�
　　日立製「CNCOM-05」ケーブル �
　　+ RS-232C　[結線図1]�
�

＊�



2 - 36

使用可能メモリ

第2章 日立のPCと接続するには･1

スイッチ設定

ボーレート：19200bps　
MODEスイッチ：RS-232CとRS-422両方に接続する場合、MODEスイッチは9

　　 RS-232C（手順2、局番なし）　　RS-422（手順2、局番あり）
ST Noスイッチ：×10・×1ともに0に設定

ディップスイッチ

1

スイッチ�

2

3

4

5

6

7

8

OFF

OFF

ON

ON

ON

ON

OFF

ON

設定� 内　容�

ビット長�

ZM-＊＊のボーレートにあわせます。�
（通常19200bps）�

パリティあり�

偶数�

ストップビット1

サムチェックあり�

可能：○　　不可能：×

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
WR （内部出力［ワード］） × 0

X （外部入力） ○ 1 ワード時　WX

Y （外部出力） ○ 2 ワード時　WY

L （CPUリンクエリア） ○ 3 ワード時　WL

M （データエリア） ○ 4 ワード時　WM

TC （ﾀｲﾏ･ｶｳﾝﾀ［経過値］） × 5

R （内部出力［ビット］） ○ 6

TD （ﾀｲﾏ･ｶｳﾝﾀ［接点］） ○ 7

WN （ネットワーク入出力） × 8
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

第2章 日立のPCと接続するには･1

RD

CS

3

5

SD

RS

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

SD 2

RD

CS

FG 1

SG 7

DR

PHL

SG

PV12

2

3

4

5

7

8

9

14

PC
D-sub 15pin(Male:    )

-SD

+RD

-RD

13

24

25

RxDP

TxDP

ZM-＊＊ (CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

+SD 12

RxDN

PC

TxDN

FG 1

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図2
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日立のPCと接続するには・2
（HIDIC-S10 α）

使用できるPC

使用可能メモリ

第2章 日立のPCと接続するには･2

7伝送速度�

項　目� PCの設定�

19200bps

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

可能：○　　不可能：×

＊1 メモリの設定を絶対番地で指定します。詳細はPCのマニュアルを参照してください。

上位リンク H-7338 方式

12

PC リンクユニット� 結線図(P2-39,40参照)

S10 2α�

S10 mini

ABS

S10/2α�

S10/ABS

RS-422　 [結線図3]�

RS-232C  [結線図1]�

RS-232C  [結線図2]�

RS-422　 [結線図3]

CPUﾕﾆｯﾄ上のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ�

CPUﾕﾆｯﾄ上のRS-232Cｺﾈｸﾀ�

LQE060

ZM-71S�
設定機種�

＊1

○HIDIC-S10 2α/S10 mini

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
FW （ワークレジスタ） × 0

X （入力） × 1 ワード時XW

Y （出力） × 2 ワード時YW

R （内部リレー） × 3 ワード時RW

G （グローバルリンクリレー） × 4 ワード時GW

K （キープリレー） × 5 ワード時KW

T （ｵﾝﾃﾞｨﾚﾀｲﾏ［接点］） × 6 ワード時TW

U （ﾜﾝｼｮｯﾄﾀｲﾏ［接点］） × 7 ワード時UW

C （ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾀ［接点］） × 8 ワード時CW

TS （ｵﾝﾃﾞｨﾚﾀｲﾏ［設定値］） × 9

TC （ｵﾝﾃﾞｨﾚﾀｲﾏ［計数値］） × 10

US （ﾜﾝｼｮｯﾄﾀｲﾏ［設定値］） × 11

UC （ﾜﾝｼｮｯﾄﾀｲﾏ［計数値］） × 12
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○HIDIC ABS

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

第2章 日立のPCと接続するには･2

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
0E × 0

06 × 1

18 × 2

19 × 3

1A × 4

1B × 5

1C × 6

1D × 7

可能：○　　不可能：×

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

D-sub 9pin(Female:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

RD

PC

SD

2

3

SG

2

1

3

4

5

7

5SG

◇RS-232C◇
　　結線図1

CS （ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾀ［設定値］） × 13

CC （ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾀ［計数値］） × 14

DW （データレジスタ） × 15

E （イベントレジスタ） × 16 ワード時EW

S （システムレジスタ） × 17 ワード時SW

J （トランスファレジスタ） × 18 ワード時JW

Q （レシーブレジスタ） × 19 ワード時QW

M （拡張内部レジスタ） × 20 ワード時MW
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◇RS-422◇
　　結線図3
S10xαシリーズと接続する場合、下図のように50Ω（1/2W）の抵抗を入れてください。

　

-SD

+RD

-RD

13

24

25

�

URX H

UTX H

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

+SD 12

URX L

PC

UTX L

FG 1

50 　

50 　

　

　　結線図2

D-sub 9pin(Female:    )
ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

RD

SD

SG 7

ER

SG

DR

RS

CS

2

CD 1

3

4

5

6

7

8

PC

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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13松下電工のPCと接続するには
使用できるPC

第2章 松下電工のPCと接続するには

局　番� STATIONx10、x1ともに0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

コンピュータリンク機能�

無効�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データビット�

ストップビット� 1

伝送制御方法�

制御信号�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

・ FP0のツールポート（RS-232Cラダー用ポート）をご使用の際、PCのパラメータ設定は下記
のように制限されます。PCのパラメータ設定にZM-＊＊の通信パラメータ設定を合わせて下
さい。

伝送速度 ：9600、19200bps
パリティ ：奇数（固定）
データビット ：8（7も選択可能、通常は8）
ストップビット ：1（固定）

FP1

FP0

FP2

FP3

FP5

FP10

CPUユニット上の�
       RS-232Cポート�

CPUユニット上の�
       RS-232Cポート�

AFP3462�

AFP3463

AFP5462

AFP5462

CPUユニット上の�
 RS-232Cツールポート�

松下製RS-232Cケーブル�
AFC8513

PC リンクユニット� 結線図(P2-43参照)

RS-232C　[結線図1]

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図4]

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図4]

RS-232C　[結線図1]

RS-232C    [結線図1]�
�
RS-232C　[結線図1]�
�

RS-232C　[結線図3]

FP10S

CPUユニット上の�
       RS-232Cポート�

CPUユニット上の�
       RS-232Cポート�

AFP3462�

AFP3463

RS-232C    [結線図1]

CPUユニット上の�
 RS-232Cツールポート�

松下製RS-232Cケーブル�
AFC8513

RS-232C　[結線図2]CPUユニット上の�
       RS-232Cポート�

�

ZM-71S�
 設定機種�

MEWNET
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使用可能メモリ

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DT （データレジスタ） × 0

X （外部入力） × 1 ワード時WX、リードオンリ

Y （外部出力） ○ 2 ワード時WY

R （内部リレー） ○ 3 ワード時WR、特殊リレー含む

L （リンクリレー） ○ 4 ワード時WL

LD （リンクレジスタ） × 5

FL （ファイルレジスタ） × 6

SV （ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ［設定値］） × 7

EV （ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ［経過値］） × 8

T （タイマ［接点］） × 9 リードオンリ

C （カウンタ［接点］） × 10 リードオンリ

可能：○　　不可能：×

リンクユニットのスイッチ設定

1

No

2

3

4

5

6

7

8

ON

OFF

OFF

OFF

ON

ON

OFF

OFF

設定値� 内　容�

データ長 7ビット�

パリティあり�

偶数�

ストップビット1

ZM-＊＊のボーレートをあわせます。�
（通常19200bps）�

CS,CD無効�

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。
◇RS-232C◇

◇RS-422◇

ZM-＊＊ (CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:     )

D-sub  9pin(Male:     )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

SD

SG

CD

2

7

8

ER 9

RS 4

CS 5

RD 3

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

+

-

ZM-＊＊ (CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

PC

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図4

ZM-＊＊ (CN1)

PC

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

SD

SG

RD

　　結線図3

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図2
ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:     )

D-sub  9pin(Male:     )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

SD

SG

2

7

RS 4

CS 5

RD 3

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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使用可能メモリ

YOKOGAWAのPCと接続するには･1
(FA-500)

使用できるPC

可能：○　　不可能：×

局　番� 1

19200bps

あり 偶数�

7

あり（固定）�

なし（固定）�

なし（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

終端文字指定�

プロテクション機能�

項　目� PCの設定�

1

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

B （コモンレジスタ） × 1

TP （タイマ［現在値］） × 2

TS （タイマ［設定値］） × 3

CP （カウンタ［現在値］） × 4

CS （カウンタ［設定値］） × 5

X （入力リレー） ○ 6

Y （出力リレー） ○ 7

I （内部リレー） ○ 8

E （共有リレー） ○ 9

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

FA500FA500

LC01-0N

PC リンクユニット� 結線図(P2-45参照)

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図2]

RS-232C　[結線図1]

LC02-0N

ZM-71S�
設定機種�

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

14
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊ (CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

SD

RD

SG 7

RS

CS

DR

SG

ER

2

3

4

5

6

7

20

PC
D-sub 25pin(Male:     )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

RDB

RDA

SG  7

SDB

SDA

SG

PC

第2章 YOKOGAWAのPCと接続するには･1

　　結線図1

　　結線図2
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YOKOGAWAのPCと接続するには･2
(FA-M3)

使用できるPC

19200bps

あり 偶数�

7

あり� あり�

なし（固定）�

なし（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

終端文字指定�

プロテクション機能�

項　目� PCの設定�

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

＊3

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

第2章 YOKOGAWAのPCと接続するには･2

15

FA-M3

FA-M3R

FA-M3 F3LC01-1N

CPUモジュール上の�
プログラミングツールポート�

PC リンクユニット� 結線図(P2-48参照)

RS-232C　[結線図1]

横河電機製 ﾗﾀﾞｰ転送�
ｹｰﾌﾞﾙ ｢KM11-2N｣�

F3LC11-1N RS-232C　[結線図1]

F3LC11-2N RS-422  　[結線図2]

ZM-71S�
設定機種�

＊2

＊1

CPUモジュール上の�
プログラミングツールポート�

FA-M3  R
横河電機製 ﾗﾀﾞｰ転送�
ｹｰﾌﾞﾙ ｢KM11-2N｣�

＊1 CPUモジュール上のプログラミングツールポートに直結できるCPUは、「F3SP21-0N」、
「F3SP25-2N」、「F3SP35-5N」です。

＊2 リンクユニットF3LC01-1Nご使用の際、通信設定・使用可能メモリは「14 YOKOGAWAの
PCと接続するには･1(FA-500)」と同様になります。但し、B（コモンレジスタ）は使用でき
ません。

＊3  CPUモジュール上のプログラミングツールポートに直結する際、データ長は8（固定）で
す。ZM-＊＊の「通信パラメータ設定」は「データ長：8」に設定してください。
また、ラダープログラム作成ツールの「コンフィギュレーション」の「CPU通信ポート」設
定は、必ず以下のように設定してください。

パソコンリンク機能 ：使用する
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

R （共有レジスタ） × 1

V （インデックスレジスタ） × 2

W （リンクレジスタ） × 3

Z （特殊レジスタ） × 4

TP （ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝﾀｲﾏ［現在値］） × 5

TS （タイマ［設定値］） × 6 リードオンリ

CP （ｶｳﾝﾄﾀﾞｳﾝｶｳﾝﾀ［現在値］） × 7

CS （カウンタ［設定値］） × 8

X （入力リレー） ○ 9

Y （出力リレー） ○ 10

I （内部リレー） ○ 11

E （共有リレー） ○ 12

L （リンクリレー） ○ 13

M （特殊リレー） ○ 14

B （ファイルレジスタ） × 15

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

・メモリタイプ/アドレス以外にCPUNo.が必要です。画面作成上のメモリ表記は下図のようになりま
す。

（例えば　1：D00001）�

CPUNo.

メモリタイプ�
アドレス�

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

RDB

RDA

SG  7

SDB

SDA

SG

PC

ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 9pin(Male:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

SD

ER

SG

DR

RD

RS

CS

2

3

4

5

6

7

8

　　結線図1

　　結線図2

第2章 YOKOGAWAのPCと接続するには･2
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安川のPCと接続するには・1

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

・その他のメモバスも接続可能です。

局　番� 1

19200bps

偶数�

8ビットRTU（固定）�

CRC（固定）�

0（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

エラーチェック�

ポートディレータイマ�

項　目� PCの設定�

1

19200bps

 偶数�

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

PCの機種� ZM-＊＊の設定� 内　容�

GL60シリーズ,PROGIC-8 タイプ1 従来形式�

GL120/130シリーズ� タイプ2 スタンダードバイナリ形式�

ZM-71Sの［通信パラメータ］の［伝送形式］はタイプ1またはタイプ2を設定します。

通信設定

第2章 安川のPCと接続するには・1

GL60シリーズ�

CPUモジュール上の�
       MEMOBUSポート�

CPUユニット上の�
        PORT2

GL120,�
GL130シリーズ�

PROGIC-8

JAMSC-IF60�
JAMSC-IF61�
JAMSC-IF611

PC リンクユニット� 結線図(P2-50,51参照)

RS-232C　[結線図1]

RS-422  　[結線図3]

RS-232C　[結線図1]

RS-422  　[結線図4]�
�

RS-232C　[結線図2]�
�

JAMSC�
       -120NOM27100

JAMSC-IF612�
JAMSC-IF613

ZM-71S�
設定機種�

メモバス�

16
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

SG 7

RTS

CTS

DSR

SGND

DTR

2

3

4

5

6

7

9

PC
D-sub 9pin(Male:    )

第2章 安川のPCと接続するには・1

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

　　結線図1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
4 （保持レジスタ） × 0

3 （入力レジスタ） × 1 定数レジスタ含む

R （リンクレジスタ） × 2

A （拡張レジスタ） × 3

0 （コイル） ○ 4

D （リンクコイル） ○ 5

1 （入力レジスタ） × 6

7 （定数レジスタ） × 7
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◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

TXD+

RXD+

SG 7

RXD-

SG

TXD-

PC
D-sub 9pin(Male:    )

2

3

6

7

9

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

TXD+

RXD+

SG 7

RXDRT

RXD-

SG

2

3

4

6

7

PC
D-sub 9pin(Male:    )

TXRD

TXD-

8

9

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

SG 7

RTS

CTS

DSR

GND

DTR

2

3

4

5

6

7

9

PC
D-sub 15pin(Male:    )

第2章 安川のPCと接続するには・1

　　結線図2

　　結線図3

　　結線図4
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安川のPCと接続するには･2

使用できるPC

17

局　番� 1

19200bps

偶数�

8

CRC（固定）�

0（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

エラーチェック�

ポートディレータイマ�

項　目� PCの設定�

1

19200bps

 偶数�

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

8

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

第2章 安川のPCと接続するには･2

CP9200SH

CPUモジュール上の�
       MEMOBUSポート�

CP-217IF

PC リンクユニット� 結線図(P2-53参照)

RS-232C [結線図1]�
 [結線図2]�
RS-422 [結線図3]

ZM-71S�
設定機種�

CP9200SH�
/MP900

MP920�
MP930

RS-232C　[結線図1]�
RS-422  　[結線図4]

217IF

RS-232C [結線図1]

使用可能メモリ

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

MB/IBのメモリ設定時、ビットNo.はHEXで設定します。
MBxxxxx□

DEC
Bit No. : HEX

可能：○　　不可能：×

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
MW （保持レジスタ） × 0

IW （入力レジスタ） × 1

MB （コイル） ○ 4

IB （入力コイル） ○ 6
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
  結線図1

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

SD

RD

SG 7

RS

CS

DSR

2

3

4

5

6

CP217IF(CN2)
D-sub 25pin(Male:    )

SG

CD

7

8　ツイストシールド線使用�

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

RX-

RX+

TX-

TX+

CP217IF(CN3)
MR-8(Male:    )

1

2

6

7

　ツイストシールド線使用�

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

SD

RD

SG 7

RS

CS

DR

2

3

4

5

6

CP217IF(CN1)
217IF(CN1/2)

D-sub 9pin(Male:    )

SG

CD

7

9　ツイストシールド線使用�

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

RX-

RXR+

TRX+

TX-

217IF(CN3)
MR-8M(Male:    )

1

4

5

6

RX+ 2

TX+ 7

SG 8

SG 7

　ツイストシールド線使用�

　　結線図2

　　結線図4

◇RS-422◇
　　 結線図3

第2章 安川のPCと接続するには･2
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トヨプックのPCと接続するには

使用できるPC

18

通信設定

局　番� 0

19200bps

偶数�

7(ASCII)

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 2

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

2

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

スイッチ設定

SW1

スイッチ�

SW2

SW3

0

0

1

設定値� 内　容�

ステーションアドレス（下位）�

ステーションアドレス（上位）�

ボーレート�
1:19200   2:9600   3:4800�
4:2400   5:1200   6:600

SET2

スイッチ�

SET3

あり�

あり�

ショートバー� 内　容�

データ長 7ビット�

ストップビット長 2ビット�

第2章 トヨプックのPCと接続するには

ボーレート：19200bps

PC リンクユニット� 結線図(P2-56参照)

L2/PC2シリーズ�

PC3J
CMP-LINK RS-422   　[結線図1]

�

ZM-71S�
設定機種�

TOYOPUC

伝送形式� 内　容�

ﾃﾞｰﾀ領域単一�

各PCデバイスをプログラムファイル単位で分割します�ﾃﾞｰﾀ領域分割�

ﾃﾞｰﾀ領域は共通です�

ZM-71Sの［通信パラメータ］で［伝送形式］を設定します。
・PC3Jの場合 ：「ﾃﾞｰﾀ領域単一/ﾃﾞｰﾀ領域分割」のどちらかを選択します。
・L2/PC2シリーズの場合 ：「ﾃﾞｰﾀ領域単一」を選択します。
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

第2章 トヨプックのPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

R （リンクレジスタ） × 1

B （ファイルレジスタ） × 2

N （現在値レジスタ） × 3

X （入力） ○ 4 ワード時　WX

Y （出力） ○ 5 ワード時　WY

M （内部リレー） ○ 6 ワード時　WM

K （キープリレー） ○ 7 ワード時　WK

L （リンクリレー） ○ 8 ワード時　WL

T （タイマ［接点］） ○ 9 ワード時　WT

C （カウンタ［接点］） ○ 10 ワード時　WC

U （拡張データレジスタ） × 11

H （拡張設定値レジスタ） × 12

EN （拡張現在値レジスタ） × 13

EX （拡張入力） ○ 14 ワード時　WEX

EY （拡張出力） ○ 15 ワード時　WEY

EM （拡張内部リレー） ○ 16 ワード時　WEM

EK （拡張キープリレー） ○ 17 ワード時　WEK

EL （拡張リンクリレー） ○ 18 ワード時　WEL

ET （拡張タイマ［接点］） ○ 19 ワード時　WET

EC （拡張カウンタ［接点］） ○ 20 ワード時　WEC

V （特殊レジスタ） ○ 21 ワード時　WV
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FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

+

-

0V

SG 7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

PC

ツイストシールド線使用�

◇RS-422◇
　　結線図1

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

画面作成（メモリ入力）

［通信パラメータ設定］の［伝送形式］で「ﾃﾞｰﾀ領域分割」にした場合、画面作成時にメモリ入力ダイアロ

グを表示すると、「PRGNo」の設定ができます。

・「PRGNo」の範囲：1～3

第2章 トヨプックのPCと接続するには
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FUJIのPCと接続するには･1
(MICREX-Fシリーズ)

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

19

通信設定

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422

1（コマンド設定型調歩同期式無手順）（固定）�

3（コマンド設定型調歩同期式無手順）（固定）�

0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

あり�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

受信側終端抵抗�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定�

PC リンクユニット� 結線図(P2-59参照)

F70,F70S
NC1L-RS2�

NC1L-RS4

FFU120B�
FFK120A

RS-232C　[結線図1]�
RS-485   　[結線図2]

RS-232C　[結線図1]�

RS-485   　[結線図2]�

�

F55 NV1L-RS2 RS-232C　[結線図1]�

�

F80H,F120H,F120S�
F140S,F15□S

�

ZM-71S�
設定機種�

MICREX-F�
シリーズ�

(MICREX-Fシリ�
ーズZM-70互換)

第 2章 FUJIのPCと接続するには･1

スイッチ設定

MODEスイッチ　： RS-232C：1 RS-485：3
RS-485局番設定SW   ：×10,×1共に0設定
RS-485終端抵抗：ON
キャラクター構成スイッチ

8

No

7

6

ON

ON

ON

設定� 内　容�

スイッチ設定�

パリティあり�

偶数�

5 ON 7ビット�

4 ON 1ビット�

2

ON
ZM-＊＊のボーレートに合わせます。�

（通常19200bps）�

3

1

ON

OFF
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
M （補助リレー） × 0 ワード時　WM

K （キープリレー） × 1 ワード時　WK

B （入出力リレー） × 2 ワード時　WB

L （リンクリレー） × 9 ワード時　WL

F （特殊リレー） × 10 ワード時　WF

TS （タイマ［設定値］） × 11 ＊1

TR （タイマ［現在値］） × 12 ＊1

W9 （0.1秒タイマ［現在値］） × 13 ＊1

CS （カウンタ［設定値］） × 14 ＊1

CR （カウンタ［現在値］） × 15 ＊1

BD （データメモリ） × 16 ＊1

WS （ステップリレー） × 17 ＊2

Wn （ファイルメモリ） × 18　　　 ＊3

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

＊1 ・数値形式でダブルワードの設定が可能な項目（データ表示の数値表示、グラフ、サンプリ
ング）はダブルワードのデータとして処理します。
・また、ビットまたはワードタイプの項目は下位16ビットのワードとして処理します。

入力時　上位16ビットは無視
出力時　上位16ビットは常に「0」を書き込みます。

＊2 ・ステップリレーはバイトデバイスのため下記の処理を行います。
入力時　上位8ビットは「0」
出力時　下位8ビットを　書き込みます。

＊3 ・ZM-71S（画面作成上）でのファイルメモリの設定は、
「ファイルNo.」+「：（コロン）」+「アドレス」の順に入力します。

第2章 FUJIのPCと接続するには･1

・ZM-70（またはZM-30）のデータを変換して使用される場合の注意

ZM-70（またはZM-30）のデータをZM-＊＊に変換した際、「PCタイプ」は、自動で「MICREX-Fｼ

ﾘｰｽﾞZM-70互換」を選択します。

この場合、メモリ内のビットの重みが逆となります。スイッチ、ランプデータを取り扱う場合は注意

してください。

15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00ZM-＊＊�

FUJI 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

＜例＞�
W 30：00002

アドレス�
コロン�
ファイルNo.
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-485◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図2

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

SD

RD

SD 2

RS

CS

DR

PC

2

3

4

5

6

SG

CD

7

8

D-sub 25pin(Male:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDA

SDB

SG 7

RDA

RDB

SG

PC

第2章 FUJIのPCと接続するには･1
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FUJIのPCと接続するには･2
(FLEX-PCシリーズ)

使用できるPC

20

通信設定

PC リンクユニット� 結線図(P2-62参照)

NS-T

NJRS-2�

NJRS-4

NJRS-1

RS-232C　[結線図1]�

RS-485   　[結線図2]

RS-232C　[結線図1]

NJ-T

ZM-71S�
設定機種�

FLEX-PC�
シリーズ�

＊1

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422

1（コマンド設定型調歩同期式無手順）（固定）�

3（コマンド設定型調歩同期式無手順）（固定）�

0

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

あり�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

受信側終端抵抗�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定�

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

第2章 FUJIのPCと接続するには･2

＊1 トヨタ仕様のFLEX-PCをご使用の場合は、「FLEX-PC (T)」を選択してください。



2 - 61

スイッチ設定

標準メモリ トヨタ仕様 ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） D × 0

W （リンクレジスタ） R × 1

M （内部リレー） M ○ 2 ワード時　WM

L （ラッチリレー） K ○ 3 ワード時　WL（WK）

X （入力リレー） X ○ 4 ワード時　WX

Y （出力リレー） Y ○ 5 ワード時　WY

R （ファイルレジスタ） W × 6

TN （タイマ［現在値］） TN × 7

CN （カウンタ［現在値］） CN × 8

T （タイマ［接点］） T ○ 9

C （カウンタ［接点］） C ○ 10

WS （ステップリレー） なし × 11

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

MODEスイッチ　： RS-232C：1 RS-485：3
RS-485局番設定SW   ：×10,×1共に0設定
RS-485終端抵抗：ON
キャラクター構成スイッチ

8

No

7

6

ON

ON

ON

設定� 内　容�

スイッチ設定�

パリティあり�

偶数�

5 ON 7ビット�

4 ON 1ビット�

2

ON
ZM-＊＊のボーレートに合わせます。�

（通常19200bps）�

3

1

ON

OFF

第2章 FUJIのPCと接続するには･2

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-485◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図2

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

SD

RD

SD 2

RS

CS

DR

PC

2

3

4

5

6

SG

CD

7

8

D-sub 25pin(Male:    )

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

SDA

SDB

SG 7

RDA

RDB

SG

PC

第2章 FUJIのPCと接続するには･2
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標準メモリ トヨタ仕様 ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） D × 0

W （リンクレジスタ） R × 1

M （内部リレー） M ○ 2 ワード時　WM

L （ラッチリレー） K ○ 3 ワード時　WL（WK）

X （入力リレー） X ○ 4 ワード時　WX

Y （出力リレー） Y ○ 5 ワード時　WY

R （ファイルレジスタ） W × 6

TN （タイマ［現在値］） TN × 7

CN （カウンタ［現在値］） CN × 8

T （タイマ［接点］） T ○ 9

C （カウンタ［接点］） C ○ 10

WS （ステップリレー） なし × 11

FUJIのPCと接続するには･3
(FLEX-PC CPUポート)

21

通信設定

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

第2章 FUJIのPCと接続するには･3

＊1 トヨタ仕様のFLEX-PC CPUをご使用の場合は、「FLEX-PC CPU (T)」を選択してください。

使用できるPC

PC 結線図(P2-64参照)

FLEX-PC CPU RS-485 弊社製ｹｰﾌﾞﾙ「FU-CPUNS」�

ZM-71S�
設定機種�

FLEX-PC�
CPU

＊1

NJ-B16 CPU RS-232C [結線図1]

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

CPUポートに接続します。尚、ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設定されます。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　　結線図1

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

RD

RS

CS

SG

1

3

4

5

7

RD

SD

SD 2

CTS

RTS

NJ-B16

2

3

4

5

SG 7

D-sub 15pin(Male:    )

◇RS-485◇
RS-485で接続する場合は、専用ケーブル（受注生産品）をご使用ください。

第2章 FUJIのPCと接続するには･3

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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FUJIのPCと接続するには･4
トヨタ仕様(NJコンピュータリンク)

22

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

局　番� 0

19200bps

偶数�

7

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 2

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

7

2

ZM-＊＊の通信パラメータ設定�

FLEX-PC NJ-JMのコンピュータリンク端子台に接続します。
詳細はFUJIのPC取扱説明書をご覧下さい。

第2章 FUJIのPCと接続するには･4

PC

FLEX-PC NJ-JMの�
　コンピュータリンク� RS-422 　[結線図1]

ZM-71S�
設定機種�

FLEX-PC�
COM

結線図(P2-66参照)

使用できるPC
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

+

-

PC

SG

SG 7

第2章 FUJIのPCと接続するには･4

　　結線図1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

R （リンクレジスタ） × 1

M （内部リレー） ○ 2 ワード時　WM

K （ラッチリレー） ○ 3 ワード時　WK

X （入力リレー） ○ 4 ワード時　WX　

Y （出力リレー） ○ 5 ワード時　WY

W （ファイルレジスタ） × 6

TN （タイマ［現在値］） × 7 リードオンリ

CN （カウンタ［現在値］） × 8 リードオンリ

T （タイマ［接点］） ○ 9

C （カウンタ［接点］） ○ 10

Z （特殊レジスタ） ○ 12

V （特殊リレー） × 13 ワード時　WV
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光洋のPCと接続するには

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

23

通信設定

局　番� [ 0 ] x10、[ 1 ] x1

19200bps

あり 奇数�

8

0（固定）�

上位リンク機能（固定）�

なし（固定）�

HEX（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

応答遅延時間�

機能�

タイムアウト�

ASCII/HEX

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 奇数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

第2章 光洋のPCと接続するには

PC リンクユニット� 結線図(P2-70,71参照)

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図4]�
�
RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図4]

RS-232C　[結線図2]�
RS-485      [結線図6]

光洋電子製 RS-232C�
ﾗﾀﾞｰ転送用ｹｰﾌﾞﾙ S-15JP�
                 +�
光洋電子製 �
変換ｺﾈｸﾀｹｰﾌﾞﾙ S-15CNJ

SG-8

SZ-4�
SZ-4M

PZ3

SU-6B

SU-5

G01-DM

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図3]�
�

U01-DM

U01-DM

SR-6T（トヨタ仕様）�

SR-1T（トヨタ仕様）�

CPUユニット上のポート�

CPUユニット上のPORT2

CPUユニット上の�
汎用通信ポート�

CPUユニット上のポート�

CPUユニット上の端子台�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図3]

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図4]

G01-DM

RS-232C　[結線図1]�
�

RS-422  　[結線図5]�
�

ZM-71S�
設定機種�

SU/SG

SR-T

SR-T�
（Kﾌﾟﾛﾄｺﾙ）�
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
R （データレジスタ） × 0

I （入力） × 1

Q （出力） × 2

M （内部リレー） × 3

S （ステージ） × 4

GI （リンク入力） × 5

GQ （リンク出力） × 6

T （タイマ［接点］） × 7

C （カウンタ［接点］） × 8

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

X （入力） × 1 X/Y共用

Y （出力） × 2 X/Y共用

M （内部リレー） × 3

S （ステージ） × 4

K （キープリレー） × 5

L （リンクリレー） × 6

T （タイマ［接点］） × 7

C （カウンタ［接点］） × 8

可能：○　　不可能：×

第2章 光洋のPCと接続するには

○SU/SG

○SR-T/SR-T（Kプロトコル）

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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○U-01DM

○G-01DM

オンライン／オフラインスイッチ　：オンライン
UNIT ADRスイッチ   ： ×10を0、×1を1に設定
SW4ディップスイッチ　：

1

No

2

3

ON

ON

ON

設定� 内　容�

パリティあり�4 ON

応答遅延時間�
0msec

5 OFF 自己診断�

7

OFF

ZM-＊＊のボーレートにあわせます。�
通常19200bps

6

8

OFF

OFF

1

No

2

3

OFF

OFF

OFF

設定� 内　容�

HEXモード�4 OFF

通信タイムアウト�

スレーブ�

マスタ，スレーブコントロール�

1

No

3

4

ON

OFF

OFF

設定� 内　容�

5 OFF
ユニットNo.01

6 OFF

1：N8

OFF7

9

OFF

OFF スレーブ�

2 OFF

SW5ディップスイッチ　：

オンライン／オフラインスイッチ　：オンライン
ショートプラグ1：解放
ショートプラグ2 RS-232C ：ENABLE

RS-422 ：DISENABLE
SW1ディップスイッチ　：

第2章 光洋のPCと接続するには

スイッチ設定

1

No

3

4

ON

ON

ON

設定� 内　容�

パリティあり�

5 OFF 自己診断�

6 OFF ターンアラウンドディレー�

8

OFF

ZM-＊＊のボーレートにあわせます。�
通常19200bps

7

9

OFF

OFF

2 ON

応答遅延時間 0msec

HEXモード�

SW2ディップスイッチ　：
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◇RS-422◇

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

+RTS

-RTS

PC
D-sub 25pin(Male:    )

+CTS

-CTS

+OUT

-OUT

-IN

+IN

-IN

+IN

10

11

12

13

14

15

16

17

24

25150　�

0V 7SG 7

配線について

PCとのケーブル結線を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

第2章 光洋のPCと接続するには

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

SD

RD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RS

CS

SG

2

3

4

5

7SG 7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

PC
D-sub 15pin(Male:    )
＊1

RTS

CTS

0V

2

3

4

5

7SG 7

�

�

　　結線図2

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
　　　　　　　　　　　　　　　　＊1　高密度D-sub15ピン

　　結線図3

　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図4
ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

+OUT

-OUT

PC
D-sub 25pin(Male:    )

-IN

+IN

14

15

16

17

0V 7SG 7

第2章 光洋のPCと接続するには

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

T1

T2

PC

T3

FGSG 7

　　結線図5

　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図6

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

0V

TXD+

PC
D-sub 15pin(Male:    )

TXD-

RTS+

RTS-

RXD+

CTS+

CTS-

7

9

10

11

12

13

14

15

RXD- 6SG 7

＊1

　　　　　　　　　　　　　　　＊1　高密度D-sub15ピン

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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A･BのPCと接続するには･1
（PLC-5シリーズ）

24

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

使用できるPC

PC リンクユニット� 結線図(P2-76参照)

PLC-5PLC-5 RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図3]

1770-KF2

1785-KE RS-232C　[結線図1]�
�

ZM-71S�
設定機種�

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422 1785-KEは未対応�

0

19200bps

あり 偶数�

8

全二重（固定）�

BCC（固定）�

NO（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

選択プロトコル�

エラーチェック�

応答�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

第2章 A･BのPCと接続するには･1
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

第2章 A･BのPCと接続するには･1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
N （整数） × 0

B （ビット） × 1

T.ACC（タイマ［現在値］） × 2

T.PRE（タイマ［設定値］） × 3

C.ACC（カウンタ［現在値］） × 4

C.PRE（カウンタ［設定値］） × 5

I （入力） × 6

O （出力） × 7

S （ステータス） × 8

T （タイマ［制御］） × 9

C （カウンタ［制御］） × 10

R （ｺﾝﾄﾛｰﾙ［制御］） × 11

R.LEN（ｺﾝﾄﾛｰﾙ［ﾃﾞｰﾀ長］） × 12

R.POS（ｺﾝﾄﾛｰﾙ［ﾃﾞｰﾀ位置］） × 13

D （BCD） × 14

A （ASCII） × 15



2 - 74

1

No

3

4

ON

ON

ON

設定� 内　容�

5 ON

6 ON

2 ON
データハイウェイ（57.6k bps）�

リンク通信速度（19.2k bps）�

ローカル／リモート選択�

1

No

3

4

OFF

OFF

OFF

設定� 内　容�

2 OFF
拡張用 常時OFF

SW3（ネットワーク・リンク通信速度）
使用するネットワークにあわせます。

SW4（予備）

第2章 A･BのPCと接続するには･1

1

No

3

4

ON

ON／OFF

ON／OFF

設定� 内　容�

5 ON／OFF

6 ON／OFF

2 ON

7 ON／OFF

8 ON／OFF

ファーストデジット（8進数）�

セカンドデジット（8進数）�

サードデジット（8進数）�

1

No

3

4

ON

OFF

ON

設定� 内　容�

重複メッセージを受け付けない�

5 OFF ハンドシェーキング信号を無視する�

6 ON 診断命令の実行�

BCC、偶数、no2 OFF

SW1（選択プロトコル）

SW2（局番）
1785-KEの局番を設定します。（ネットワーク上で局番が重複しないこと）

○1785-KE

スイッチ設定
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1 2
内　容�

ON OFF ピア通信リンク�

スイッチ設定�

1 2
内　容�

OFF ON RS232C

スイッチ設定�

ON OFF RS422

1

No

3

4

OFF

ON

ON

設定� 内　容�

診断命令の実行�

2 ON 9600bps

SW6（非同期リンク通信速度）
ZM-＊＊と同じにします。

SW7（ネットワーク・リンク選択）

SW8（RS-232C／RS-422の選択）

第2章 A･BのPCと接続するには･1

SW1（選択プロトコル）

SW2,SW3,SW4（局番）
1770-KF2の局番を設定します。（ネットワーク上で局番が重複しないこと）

SW5（ネットワーク・リンク通信速度）
使用するネットワークに合わせます。

○1770-KF2

1

No

3

4

ON

ON

OFF

設定� 内　容�

ハンドシェーキング信号を無視する�

5 OFF 選択プロトコル�

2 OFF

重複メッセージを受け付けない�

選択プロトコル�

選択プロトコル�

1 2
内　容�

ON ON 57.6k bps

スイッチ設定�
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◇RS-422◇
　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図2

　　結線図3

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RTS

CTS

2

3

4

5

6DSR

SG 7

8

20

DCD

DTR

SG 7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

RTS

CTS

PC
D-sub 25pin(Male:    )

DSR

DCD

4

5

6

8

14TDA

RDA 16

18

20

25

RDB

DTR

TDB

第2章 A･BのPCと接続するには･1

配線について

PCとのケーブル結線を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1
ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

PC
D-sub 15pin(Male:    )

RTS

CTS

2

3

4

5

67SG DSR

SG 7

8

11

13

DCD

DTR

SG
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通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

使用できるPC

局　番�

伝送形式�
MODE

RS-232C

RS-422 チャンネル0は未対応�

0

19200bps

あり 偶数�

8

全二重（固定）�

BCC（固定）�

NO（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

選択プロトコル�

エラーチェック�

応答�

項　目� PCの設定�

0

19200bps

 偶数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

第2章 A･BのPCと接続するには･2

A･BのPCと接続するには･2
（SLC500シリーズ・Micro Logix 1000）

25
PC リンクユニット� 結線図(P2-79,80参照)

SLC 5/03以降�

Micro Logix 1000Micro Logix 1000

RS-232C　[結線図2]�
RS-422      [結線図4]

1747-KE

CPU（プロセッサモジュール）�
　　　　　RS232Cチャネル�

CPU上のポート�

RS-232C　[結線図1]�
�

ZM-71S�
設定機種�

SLC500

A･B製RS-232C�
ﾗﾀﾞｰ転送用ｹｰﾌﾞﾙ�
+RS-232　[結線図3]

＊�

＊ A･B製RS-232Cﾗﾀﾞｰ転送用ｹｰﾌﾞﾙを使用する際は、ﾗﾀﾞｰ転送用ｹｰﾌﾞﾙのD-sub 9pin側に�
　[結線図3]のケーブルを接続して、ZM-＊＊と通信してください。�

◆SLC500シリーズ

◆Micro Logix 1000

9600bps

なし（固定）�

8（固定）�

CRC（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

エラーチェック�

項　目� PCの設定�

9600bps

0局番� 0

 なし�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�
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Baud Rate : 19200
Duplicate Detect : ON
ACK Timeout(x20 ms) : 20
Control Line : NO HANDSHAKING
Parity : EVEN
Error Detect : BCC
NAK Retries : 3
ENQ Retries : 3
Embedded Responses : AUTO-DETECT

○CPUポートチャンネル0

CPUポートチャンネル0にパラメータ設定を行なう場合、専用ソフトウエアを使用し、下記のように
設定します。

第2章 A･BのPCと接続するには･2

伝送パラメータ設定

可能：○　　不可能：×

使用可能メモリ

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
N （整数） × 0

B （ビット） × 1

T.ACC（タイマ［現在値］） × 2

T.PRE（タイマ［設定値］） × 3

C.ACC（カウンタ［現在値］） × 4

C.PRE（カウンタ［設定値］） × 5

I （入力） × 6

O （出力） × 7

S （ステータス） × 8

T （タイマ［制御］） × 9

C （カウンタ［制御］） × 10

R （ｺﾝﾄﾛｰﾙ［制御］） × 11

R.LEN（ｺﾝﾄﾛｰﾙ［ﾃﾞｰﾀ長］） × 12

R.POS（ｺﾝﾄﾛｰﾙ［ﾃﾞｰﾀ位置］） × 13

D （BCD） × 14

A （ASCII） × 15
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配線について

PCとのケーブル結線を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

DCD

RXD

PC
D-sub 9pin(Male:    )

TXD

DTR

1

2

3

4

5COM

DSR 6

7

8

RTS

CTS

SG 7

第2章 A･BのPCと接続するには･2

DF1 Port Setup Menu
Baudrate : 19200
Bits Per Character : 8
Parity : Even
Stop Bits : 1

DF1 Full-Duplex Setup Parameters
Duplicate Packet Detection : Enabled
Checksum : BCC
Constant Carrier Detect : Disabled
Message Timeout : 400
Hardware Handshaking : Disabled
Embedded Response Detect : Auto Detect
ACK Timeout(×5ms) : 90
ENQuiry Retries : 3
NAK Received Retries : 3

○1747-KE

1747-KEにパラメータ設定を行なう場合、専用ソフトウエアを使用し、下記のように設定します。
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◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図4

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

1

7

12

13

24

TXD-

RXD-

PC
D-sub 9pin(Male:    )

COM

RXD+

1

2

5

6

9TXD+-RD 25

第2章 A･BのPCと接続するには･2

　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図2

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

RXD

PC
D-sub 9pin(Female:    )

TXD

DTR

2

3

4

5COM

SG 7 6

7

8

DSR

RTS

CTS

　　結線図3
ZM-＊＊(CN1) PC

D-sub  25pin(Male:    ) D-sub 9pin(Male:    )

FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

RD

SD

RS

2

CD 1

3

4

GND 5

DR 6

RS 7

CS 8
　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
R （レジスタ） × 0

I （入力） × 1

Q （出力） × 2

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

GEファナックのPCと接続するには･1
（90シリーズ）

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

26

通信設定

局　番� 01（x10は0、x1は1）�

19200bps

あり 奇数�

8

上位リンク機能（固定）�

0（固定）�

なし（固定）�

HEX（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

機能�

応答遅延時間�

タイムアウト�

ASCII/HEX

項　目� PCの設定�

1

19200bps

 奇数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

リンクユニット� 結線図(P2-82参照)

RS-485     [結線図1]プログラマブル・�
     コプロセッサー(PCM)

ZM-71S�
設定機種�

90シリーズ�

PC

シリーズ90-30

第2章 GEファナックのPCと接続するには･1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

1

7

12

13

24

0V

PC
D-sub 25pin(Male:    )

SD(A)

RTS(A)

7

9

10

11CTS(A)

-RD 25 13

21

22

RD(A)

SD(B)

RTS(B)

CTS(B)

RT

RD(B)

23

24

25

120

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

SD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RD

RS

2

3

4

5CS

SG 7GND

2

1

3

4

5

7

　　結線図1

　　結線図2

第2章 GEファナックのPCと接続するには･1
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

GEファナックのPCと接続するには･2
（90シリーズ SNP-X）

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

27

通信設定

19200bps

あり 奇数�

8

SNP-X（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

機能�

項　目� PCの設定�

19200bps

 奇数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

PC 結線図(P2-84参照)

RS-485     [結線図1]

シリーズ90マイクロ�
　　　　（CPUポート）�
シリーズ90-30�
　　　　（CPUポート）�

ZM-71S�
設定機種�

90シリーズ�
(SNP-X)

第 2章 GEファナックのPCと接続するには･2

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
R （レジスタ） × 0

I （入力） × 1

Q （出力） × 2

M （内部リレー） × 3

Ｇ （グローバルリレー） × 4

AI （アナログ入力） ○ 5

AQ （アナログ出力） ○ 6

T （一時記憶リレー） × 7

S （システムステータス） × 8 リードオンリ

SA （システムステータス） × 9

SB （システムステータス） × 10

SC （システムステータス） × 11
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-485◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

第2章 GEファナックのPCと接続するには･2

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

1

7

12

13

24

RTS(A)

PC
D-sub 15pin(Female:     )

0V

CTS(B’)

6

7

8

9RT

-RD 25 10

11

12

RD(A’)

RD(B’)

SD(A)

SD(B)

RTS(B)

CTS(A’)

13

14

15

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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TOSHIBAのPCと接続するには
（Tシリーズ）

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。
詳細はTOSHIBAのPC取扱説明書をご覧下さい。

28

通信設定

局　番� 01

19200bps

あり 奇数�

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

項　目� PCの設定�

1

19200bps

 奇数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

PC本体にパラメータ設定を行なう場合、Tシリーズプログラマを使用し、システム情報「7.コンピュータリ
ンク」を下記のように設定します。

PCの伝送パラメータ設定

ステーションNo 1
ボーレート 19200BPS
パリティ 奇数
データ長 8BIT
ストップビット 1BIT

第2章 TOSHIBAのPCと接続するには

使用できるPC

PC 結線図(P2-86参照)

RS-422     [結線図1]Tシリーズ�Tシリーズ�

ZM-71S�
設定機種�
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

2

PC
D-sub 15pin(Male:    )

3

4

RXA

TXA

CTSA

RTSA5

-RD SG7

7

1

12

13

24

25

10

11

12

13

RXB

TXB

CTSB

RTSB

＊R：120Ω 1/2W

＊
R

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

X （入力） ○ 1 ワード時　XW

Y （出力） ○ 2 ワード時　YW

R （補助リレー） ○ 5 ワード時　RW

L （リンクリレー） ○ 6 ワード時　LW

W （リンクレジスタ） × 7

F （ファイルレジスタ） × 8

TN （タイマ［現在値］） × 9 リードオンリ

CN （カウンタ［現在値］） × 10 リードオンリ

TS （タイマ［接点］） × 11 リードオンリ

CS （カウンタ［接点］） × 12 リードオンリ

第2章 TOSHIBAのPCと接続するには

　　結線図1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （汎用レジスタ1） × 0

B （汎用レジスタ2） × 1

X （入力リレー） ○ 2 ワード時　XW

Y （出力リレー） ○ 5 ワード時　YW

R （内部リレー） ○ 6 ワード時　RW

G （拡張内部リレー1） ○ 7 ワード時　GW

H （拡張内部リレー2） ○ 8 ワード時　HW

L （ラッチリレー） ○ 9 ワード時　LW

S （シフトレジスタ） ○ 10 ワード時　SW

E （エッジリレー） ○ 11 ワード時　EW

P （T/Cレジスタ1［現在値］） × 12

V （T/Cレジスタ2［設定値］） × 13

T （T接点） ○ 14 ワード時　TW

C （C接点） ○ 15 ワード時　CW

A （特殊補助リレー） ○ 16 ワード時　AW

東芝機械のPCと接続するには
（TC200）

29

通信設定

第2章 東芝機械のPCと接続するには

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

局　番� 1

9600bps伝送速度�

項　目� PCの設定�

1

9600bps

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

RS-232C     [結線図1]TC200TC200

PC リンクユニット� 結線図(P2-88参照)

CPUユニット上のポート�

TCCMW�
TCCMO

ZM-71S�
設定機種�

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

PC
D-sub 9pin(Female:    )

DTR

GND

2

3

4

5

DSR

CTS

6

7

8RTS

SG 7
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

SIEMENSのPCと接続するには･1
（S5-90,S5-95U,S5-100U）

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

30

通信設定

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DB （データブロック） × 0 DB3以降のﾒﾓﾘを使用して下さい。

I （入力） × 1 ワード時　IW　リードオンリ

Q （出力） × 2 ワード時　QW　リードオンリ

F （フラグ［内部リレー］） × 3 ワード時　FW　リードオンリ

T （タイマ［現在値］） × 4 リードオンリ

C （カウンタ［現在値］） × 5 リードオンリ

AS （絶対アドレス） × 6 S7シリーズの場合は使用不可

画面作成上のメモリ表記は右のようになります。 ＜例＞  DB003000

ブロックNo.
アドレスNo.�
�

PC リンクユニット� 結線図(P2-90参照)

S5-90U�
S5-95U�
S5-100U

S5-95U

RS-232C　[結線図1]

RS-232C　[結線図2]

CP-512SI�
(3964R Transmission Protocol)

セカンドシリアルインターフェイス�
(3964R Transmission Protocol)

ZM-71S�
設定機種�

S5/S7
＊1

9600bps

Even parity

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

項　目� PCの設定�

9600bps

NO（固定）�ビジー信号�

OFF（固定）�ハンドシェイク�

 偶数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

＊1 S5-95Uセカンドインターフェイスをご使用の場合、専用ケーブル「SIEMENS製 Converter
6ES5 734-1BD20」を使用します。その際、専用ケーブルのコネクタが直接ZM-＊＊に接続で
きないため、専用ケーブルとZM-＊＊間を接続するケーブルを用意する必要があります。

PC側でRK512同様のプログラムが必要になります。

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･1

あらかじめDB3（データブロック）は1ワード以上、PC側で定義してください。定義しておかないと、
ZM-＊＊と通信が行えません。画面作成で使用するDBも、あらかじめPC側で定義しておく必要があります。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図2
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D-sub  25pin(Male:     )
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D-sub 25pin(Male:    )

RXD

GND
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SG
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1

3

4

5

7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )
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SD

RD

RS

CS

TXD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RXD

2

3

4

SG

2

1

3

4

5

7 GND

5

7

6ES5 734-1BD20
S5-95U

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･1

・ZM-41/70（またはZM-30）のデータを変換して使用される場合の注意

ZM-41/70（またはZM-30）のデータをZM-＊＊に変換した際、「PLCタイプ」は自動で「S5/S7 ZM

-70互換」を選択します。

ZM-41/70（またはZM-30）では、I（入力）、Q（出力）、F（フラグ［内部リレー］）のビット配

列がバイト逆転となっています。

15 14 13 12 11 10 9   8   7   6   5   4   3   2   1   0

F0000210

F0000217
ZM-41/70(またはZM-30)の�

メモリ設定�

ZM-41/70(またはZM-30)がPCに�
アクセスするメモリ�

F0000200

F0000207

15 14 13 12 11 10 9   8   7   6   5   4   3   2   1   0

F0000210

F0000217

ZM-＊＊のメモリ設定�

ZM-＊＊がPCにアクセス�
するメモリ�

F0000200

F0000207

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

SIEMENSのPCと接続するには･2
（S5-115U,S5-135U,S5-155U）

使用できるPC

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

31

通信設定

9600bps伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット�

項　目� PCの設定�

9600bps

 偶数（固定）�

8（固定）�

1（固定）�

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

画面作成上のメモリ表記は右のようになります。 ＜例＞  DB003000

ブロックNo.
アドレスNo.�
�

PC リンクユニット� 結線図(P2-92参照)

S5-115U�
S5-135U�
S5-155U

S7-300�

S7-400

CP-341(3964R/RK512)�

CP-441(3964R/RK512)

RS-232C　[結線図1]�

RS-422      [結線図2]

CP-524(3964R/RK512)�

CP-544(3964R/RK512)

ZM-71S�
設定機種�

S5/S7

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･2

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DB （データブロック） × 0 DB3以降のﾒﾓﾘを使用して下さい。

I （入力） × 1 ワード時　IW　リードオンリ

Q （出力） × 2 ワード時　QW　リードオンリ

F （フラグ［内部リレー］） × 3 ワード時　FW　リードオンリ

T （タイマ［現在値］） × 4 リードオンリ

C （カウンタ［現在値］） × 5 リードオンリ

AS （絶対アドレス） × 6  S7シリーズの場合は使用不可

あらかじめDB3（データブロック）は1ワード以上、PC側で定義してください。定義しておかないと、
ZM-＊＊と通信が行えません。画面作成で使用するDBも、あらかじめPC側で定義しておく必要があります。

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図3

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

TXD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RXD

GND

2

3

7

SG

2

1

3

4

5

7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

T(A)

PC
D-sub 15pin(Male:    )

R(A)

SG

2

4

8

-RD

7

1

12

13

24

25

T(B) 9

R(B) 11

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･2

・ZM-41/70（またはZM-30）のデータを変換して使用される場合の注意

ZM-41/70（またはZM-30）のデータをZM-＊＊に変換した際、「PLCタイプ」は自動で「S5/S7 ZM

-70互換」を選択します。

ZM-41/70（またはZM-30）では、I（入力）、Q（出力）、F（フラグ［内部リレー］）のビット配

列がバイト逆転となっています。

15 14 13 12 11 10 9   8   7   6   5   4   3   2   1   0

F0000210

F0000217
ZM-41/70(またはZM-30)の�

メモリ設定�

ZM-41/70(またはZM-30)がPCに�
アクセスするメモリ�

F0000200

F0000207

15 14 13 12 11 10 9   8   7   6   5   4   3   2   1   0

F0000210

F0000217

ZM-＊＊のメモリ設定�

ZM-＊＊がPCにアクセス�
するメモリ�

F0000200

F0000207

　　結線図2
ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

RXD

PC
D-sub 9pin(Female:    )

TXD

GND

2

3

5

SG

2

1

3

4

5

7

　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

SIEMENSのPCと接続するには･3
（S5  PGポート）

接続

S5シリーズのPGポートに接続します。尚、ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設定されます。

32

使用できるPC

画面作成上のメモリ表記は右のようになります。

あらかじめDB3（データブロック）は1ワード以上、PC側で定義してください。定義しておかないと、
ZM-＊＊と通信が行えません。画面作成で使用するDBも、あらかじめPC側で定義しておく必要があります。

＜例＞  DB003000

ブロックNo.
アドレスNo.�
�

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･3

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DB （データブロック） × 0 DB3以降のﾒﾓﾘを使用してください。

I （入力） × 1 ワード時　IW　

Q （出力） × 2 ワード時　QW　

F （フラグ［内部リレー］） × 3 ワード時　FW　

T （タイマ［現在値］） × 4

C （カウンタ［現在値］） × 5

AS （絶対アドレス） × 6

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワー

ド書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

S5シリーズ�

PC

CPUユニット上の�
プログラミングポート�

ﾘﾝｸﾕﾆｯﾄ�
ZM-71S�
設定機種�

S5  PGﾎﾟｰﾄ�

結線図(P2-94参照)

SIEMENS製「6ES5 734-1BD20」ｹｰﾌﾞﾙ�
+ RS-232C      [結線図1]

＊1 SIEMENS製「6ES5 734-1BD20」を使用する際は、6ES5 734-1BD20のD-sub 25pin側に�
　　[結線図1]のケーブルを接続して、ZM-＊＊と通信してください。�

＊1
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　結線図1

　

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･3

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

1

2

3

4

5

TXD

RXD

PC-Converter cable
(6ES5 734-1BD20)
D-sub 25pin(Male:    )

DTR

GND

2

3

4

5

CTS 7SG 7

　　　　　　　　　　　　　　        ツイストシールド線使用
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
V （データメモリ） ○ 0 ワード時　VW

I （入力） ○ 1 ワード時　IW

未使用の領域のみ書き込み可能

Q （出力） ○ 2 ワード時　QW

M （ビットメモリ） ○ 3 ワード時　MW

T （タイマ［現在値］） × 4

C （カウンタ［現在値］） × 5

TB （タイマ［接点］） × 6 リードオンリ

CB （カウンタ［接点］） × 7 リードオンリ

HC （ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞｶｳﾝﾀ［接点］） × 8 ダブルワード使用可能

AIW （アナログ入力） × 9

AQW（アナログ出力） × 10

SM （特殊ﾒﾓﾘ［特殊ﾘﾚｰ］） × 11 ワード時　SMW

S （ステージ） × 12 ワード時　SW

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

SIEMENSのPCと接続するには･4
（S7-200 PPI）

使用できるPC

33

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

9600bps伝送速度�

パリティ�

項　目� PCの設定�

9600bps

局番� 2

 偶数（固定）�

2

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

S7-200 シリーズ�S7-200 PPI

PC 結線図(P2-96参照)

RS-422      [結線図1]

ZM-71S�
設定機種�

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･4

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-422◇
　結線図1

　

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

SG
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D-sub 9pin(Male:    )
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-RD
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第2章 SIEMENSのPCと接続するには･4

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

5V

-SD

+RD

1

7

9

+SD 12

13

24

-RD 25

390

390

220

終端抵抗の設定

ZM-＊＊シリーズ本体のディップスイッチS1はOFFにしてください。

ZM-＊＊シリアルコネクタ（CN1）に、下記のように必ず終端抵抗を接続してください。

終端抵抗を接続しない場合、正常に通信できないことがあります。

　　　　　　　　　　　　　　               ツイストシールド線使用
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

SIEMENSのPCと接続するには･5
（TI545,555）

TI545/555のCPUポートに接続します。
推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

34

通信設定

19200bps伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット�

項　目� PCの設定�

19200bps

 なし（固定）�

8（固定）�

1（固定）�

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

使用できるPC

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･5

PC 結線図(P2-98参照)

TI545/555�
　　CPUポート（内蔵）�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422      [結線図2]

ZM-71S�
設定機種�

TI500/505

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
V （変数メモリ） × 0

WX （ワード入力） × 1

WY （ワード出力） × 2

X （ディスクリート入力） ○ 3

Y （ディスクリート出力） ○ 4

CR （コントロールリレー） × 5

TCP （ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ［設定値］） × 6

TCC （ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ［現在値］） × 7

DCP （ﾄﾞﾗﾑｶｳﾝﾄ［設定値］） × 8 ＊1

DCC （ﾄﾞﾗﾑｶｳﾝﾄ［現在値］） × 9 リードオンリ

DSP （ﾄﾞﾗﾑｽﾃｯﾌﾟ［設定値］） × 10

DSC （ﾄﾞﾗﾑｽﾃｯﾌﾟ［現在値］） × 11

K （定数メモリ） × 12

STW（システムステータ） × 13
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

DCD

PC
D-sub 9pin(Female:    )

RXD

TXD

1

2

3

SG

2

1

3

4

5

7

DTR 4

SG 5

DSR

RTS

CTS

6

7

8

　　結線図1

第2章 SIEMENSのPCと接続するには･5

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

＊1 DCP（ﾄﾞﾗﾑｶｳﾝﾄ［設定値］）を使用する際は、
ドラムステップNo.1～16を設定します。
画面作成上のメモリ表記は右のようになりま
す。

＜例＞  DCP30000：1

ドラムステップNo.

アドレスNo.�
�

コロン�

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

-SD

+RD

PC
D-sub 9pin(Male:    )

GND

DI+

6

5

-RD

7

1

12

13

24

25

DI- 8

DO+ 1

DO- 7

◇RS-422◇
　　結線図2

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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神鋼電機のPCと接続するには35

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

使用できるPC

SELMARTの対応メモリはDレジスタのみとなっています。他のメモリは使用できません。画面作成ソフト上

で設定はできますが、使用不可ですのでご注意願います。

可能：○　　不可能：×

使用可能メモリ

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

あり（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

サムチェック�

項　目� PCの設定�

19200bps

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

RS-232C　[結線図1]�
�

PC リンクユニット� 結線図(P2-100参照)

SELMART-100以降�
バージョン�
　　O1M2-UCI-6□�

ZM-71S�
設定機種�

SELMART

第2章 神鋼電機のPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

SD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RD

RS

2

3

4

SG

2

1

3

4

5

7

CS 5

SG 7

　　結線図1

第2章 神鋼電機のPCと接続するには
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

サムソンのPCと接続するには
（SPCシリーズ）

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

36

通信設定

9600bps

なし�

RS-485のとき入�

伝送速度�

パリティ�

ストップビット� 1

終端抵抗�

項　目� PCの設定�

9600bps

なし�

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
R （入力/出力） ○ 0

L （リンクリレー） ○ 1

M （内部リレー） ○ 2

K （キープリレー） ○ 3

F （特殊リレー） ○ 4

W （ワードレジスタ） × 5

PC 結線図(P2-102参照)

SPCシリーズ�
SPC�
シリーズ�

RS-232C　 　[結線図1]�

RS-422/485　[結線図2]

ZM-71S�
設定機種�

使用できるPC

第2章 サムソンのPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　              ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　  ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

TXD

PC
D-sub 9pin(Male:    )

RXD

2

3

SG

2

1

3

4

5

7

5GND

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

TR-

PC
D-sub 9pin(Male:    )

TR+

6

7

12

1

13

24

25

　　結線図1

　　結線図2

第2章 サムソンのPCと接続するには
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

キーエンスのPCと接続するには・1
（KZシリーズ）

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。
詳細はキーエンスのパソコンリンクユニットの通信仕様をご覧ください。

37

通信設定

通信仕様の設定は、局番号設定スイッチで局番を、TERMINATORで終端抵抗を、SET Bのディップスイッチ

で伝送速度・データビット・パリティ・ストップビットを設定します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DM （データメモリ） × 0

CH （入出力/内部補助リレー） × 1

使用できるPC

PC リンクユニット� 結線図(P2-104参照)

KZ300 ポート2�
　　RS-232C　[結線図2]�
　　RS-422      [結線図3]

KZ-L2 �
�

ポート1�
　　RS-232C　[結線図1]�
�

ZM-71S�
設定機種�

KZ�
シリーズ�

19200bps

あり 偶数�

7（ASCII）�

RS-422の場合は入�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 2

終端抵抗入切�

項　目� PCの設定�

19200bps

0局番� 0

 偶数�

7

2

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

第2章 キーエンスのPCと接続するには・1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

◇RS-422◇

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　結線図1

　　結線図2

　　結線図3

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

SD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RD

2

3

SG

2

1

3

4

5

7

4RS

CS

SG

5

7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

PC

SDB7

1

12 SDA

-SD 13

+RD

-RD

24

25

RDB

RDA

SG

第2章 キーエンスのPCと接続するには

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

SD

PC

RD

2

1

3

RS 4

CS 5

SG

SG 7
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キーエンスのPCと接続するには・2
（KZ-A500）

38

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

◆KZ-A500のCPUモジュラーポート

使用できるPC

PC リンクユニット� 結線図（P2-106,107参照）�

KZ-A500

ポート2�
　　RS-232C　[結線図3]�
　　RS-422      [結線図4]

KZ-L10 �
�

CPUのモジュラーポート�

ポート1�
　　RS-232C　[結線図2]�
�

RS-232C　[結線図1]�
RS-422　 キーエンス製ケーブル 「KZ-C20」�
 +　専用ケーブル（受注生産品）「MB-CPUQ」�

ZM-71S�
設定機種�

三菱�
AnA/N/U�
ｼﾘｰｽﾞ�

KZ-A500�
CPUﾎﾟｰﾄ�

9600bps

奇数�

8

RS-422の場合は入�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

終端抵抗入切�

項　目� PCの設定�

9600bps

0局番� 0

 奇数�

8

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

� ＊1

第2章 キーエンスのPCと接続するには・2

KZ-L10側の通信設定は、局番号設定スイッチで局番を、TERMINATORで終端抵抗を、SET Bのディップス

イッチで伝送速度・データビット・パリティ・ストップビットを設定します。

詳細はKZ-L10の通信仕様をご覧ください。

19200bps

偶数�

7

RS-422の場合は入�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

終端抵抗入切�

項　目� PCの設定�

19200bps

0局番� 0

 偶数�

7

1

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

＊1 信号レベルRS-422のときは、9600bps固定となります。

◆リンクユニットKZ-L10



2 - 106

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

W （リンクレジスタ） × 1

R （ファイルレジスタ） × 2

TN （タイマ［現在値］） × 3

CN （カウンタ［現在値］） × 4

M （内部リレー） ○ 6

L （ラッチリレー） ○ 7

B （リンクリレー） ○ 8

X （入力） ○ 9

Y （出力） ○ 10

TS （タイマ［接点］） ○ 11

TC （タイマ［コイル］） ○ 12

CS （カウンタ［接点］） ○ 13

CC （カウンタ［コイル］） ○ 14

第2章 キーエンスのPCと接続するには・2

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     ) Modular Connector 6pin

FG

SD

RD

SD

CS

PC

SG

2

1

3

RS 4

CS 5

RD

RS

3

1

4

5

6

SG 7

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　結線図1

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用
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ZM-＊＊(CN1)

PC
D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 25pin(Male:    )FG

SD

RD

RS

CS

SG

1

2

3

4

5

7

RD

SD

RS

CS

DR

SG

3

2

4

5

6

7

8CD

◇RS-422◇
　結線図4

　　結線図2

　　結線図3
ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

SD

PC

RD

2

1

3

RS 4

CS 5

SG

SG 7

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

PC

SDB7

1

12 SDA

-SD 13

+RD

-RD

24

25

RDB

RDA

SG

　

第2章 キーエンスのPCと接続するには・2

　　　　　　　　　　　　　　　　           ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　      ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　       ツイストシールド線使用
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キーエンスのPCと接続するには・3
（KVシリーズ）

39

通信設定

推奨するPCの設定と、それに対するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

○KVシリーズ
ZM-＊＊の通信パラメータ設定は自動的に設定されます。

○KZ24/300シリーズCPU

*1 ボーレートは最高38400bpsです。それ以上にした場合は強制的に9600bpsで通信を行います。

○KV10/24シリーズCPU

*1 ボーレートは最高57600bpsです。それ以上にした場合は強制的に9600bpsで通信を行います。

使用できるPC

PC 結線図（P2-109参照）�

KZ-10,16,24,40,80,300,350�
（CPUのﾓｼﾞｭﾗｰﾎﾟｰﾄ）�
KVｼﾘｰｽﾞ�
（CPUのﾓｼﾞｭﾗｰﾎﾟｰﾄ）�

RS-232C ［結線図1］�
 　　又は�
 キーエンス製ケーブル [OP-26487]＋コネクタ [OP-26485]�

RS-422 キーエンス製ケーブル[KZ-C20]＋専用ケーブル（受注生産品）［MB-CPUQ］�

ZM-71S�
設定機種�

KV�
シリーズ�

KV 10/24�
シリーズCPU

KZ 24/300�
シリーズCPU

KV-10,24�
（CPUのﾓｼﾞｭﾗｰﾎﾟｰﾄ）�

KZ-24,300�
（CPUのﾓｼﾞｭﾗｰﾎﾟｰﾄ）� RS-232C ［結線図1］�

 　　又は�

 キーエンス製ケーブル [OP-26487]+コネクタ [OP-26485]

第 2章 キーエンスのPCと接続するには・3

   ＊キーエンス製RS-232CケーブルOP-26487を使用する際は、外部機器接続側のモジュラー
ジャックにD-sub 25 pinコネクタOP-26485を接続して、ZM-＊＊と通信してください。

57600bps

あり 偶数�

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

終端抵抗入切�

項　目� PCの設定�

57600bps*1

0局番� 0

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

38400bps

あり 偶数�

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

終端抵抗入切�

項　目� PCの設定�

38400bps*1

0局番� 0

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　結線図1

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

RS

CS

SD

PC
モジュラー6pin

RD

3

4

SG

2

1

3

4

5

7

5

SG

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
DM （データメモリ） × 0

CH （入出力/内部補助リレー） × 1

TC （タイマ［現在値］） × 2

CC （カウンタ［現在値］） × 3

TS （タイマ［設定値］） × 4

CS （カウンタ［設定値］） × 5

T （タイマ［接点］） × 6 リードオンリ

C （カウンタ［接点］） × 7 リードオンリ

TM （テンポラリデータメモリ） × 8

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

　　　　　　　　　　　　　　　　  ツイストシールド線使用
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LGのPCと接続するには

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

40

通信設定

使用できるPC

9600bps（固定）�

なし（固定）�

8（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

項　目� K10/60/200の設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�

19200bps

なし（固定）�

8（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

項　目� K500/1000の設定�

19200bps

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�＊1

PC 結線図(P2-112参照)

K10/60/200 RS-232C　[結線図1]

RS-232C　[結線図2]�
RS-422   　[結線図4]K500/1000

ZM-71S�
設定機種�

MASTER-�
K10/60/200

MASTER-�
K500/1000

LG�
MKX00S

K200S/K300S/K1000S�
CPUポート� RS-232C　[結線図3]

第 2章 LGのPCと接続するには

＊1 信号レベルRS-422のときは、9600bps固定となります。

38400bps

なし（固定）�

8（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

項　目� K200S/K300S/K1000Sの設定�

38400bps

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

�
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メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
P （入出力リレー） ○ 0 入力：リードオンリ

M （補助リレー） ○ 1

L （リンクリレー） ○ 2

K （キープリレー） ○ 3

F （特殊リレー） × 4 リードオンリ

T （タイマ［現在値］） × 5

C （カウンタ［設定値］） × 6

D （データレジスタ） × 7

第2章 LGのPCと接続するには

○K500/1000 可能：○　　不可能：×

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
D （データレジスタ） × 0

M （補助リレー） × 1

P （入出力リレー） × 2 入力：リードオンリ

K （キープリレー） × 3

TC （タイマ［現在値］） × 4

CC （カウンタ［現在値］） × 5

TS （タイマ［設定値］） × 6

CS （カウンタ［設定値］） × 7

使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×
○K10/60/200

○K200S/K300S/K1000S 可能：○　　不可能：×

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　　　考
P （入出力リレー） ○ 0 入力：リードオンリ

M （補助リレー） ○ 1

L （リンクリレー） ○ 2

K （キープリレー） ○ 3

F （特殊リレー） × 4 リードオンリ

T （タイマ［現在値］） × 5

C （カウンタ［設定値］） × 6

D （データレジスタ） × 7
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

PC
D-sub 9pin(Male:    )

RXD2

1

3 TXD

SG 7 GND

2

3

5

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

TXD2

1

3 RXD

SG 7 GND

2

3

7

　　結線図1

　　結線図2

◇RS-422◇
　　結線図4

SD+

SD-

PC
D-sub 25pin(Male:    )

10

11

FG

+SD

-SD

+RD

-RD

1

12

13

24

25

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

　　　　　　　　　　　　　　　　　ツイストシールド線使用

第2章 LGのPCと接続するには

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )

FG

SD

RD

PC
D-sub 25pin(Male:    )

RXD2

1

3 TXD

RS 4 GND

2

3

5

CS 5

SG 7

RTS

CTS

7

8

　　結線図3

　　　　　　　　　　　　　　　　　           ツイストシールド線使用
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

FANUCのPCと接続するには

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

41

通信設定

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データテーブル） ○ 0

X （入力リレー） ○ 1 ワード時WX

Y （出力リレー） ○ 2 ワード時WY

R （内部リレー） ○ 3 ワード時WR

K （キープリレー） ○ 4 ワード時WK

T （タイマ） × 5

C （カウンタ） × 6

局　番� 0（固定）�

19200bps（固定）�

偶数（固定）�

8（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

項　目� PCの設定�

信　号� RS422（固定）�

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

PC 結線図(P2-114参照)

Power Mate-Model H/D�
CPUユニットのポート(JD14)

Power Mate i Model H/D

RS-422  　[結線図2]

RS-232C　[結線図1]�
RS-422   　[結線図3]

ZM-71S�
設定機種�

Power Mate

使用できるPC

第2章 FANUCのPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］は、

マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

第2章 FANUCのPCと接続するには

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-422◇
　結線図2 ZM-＊＊(CN1)

D-sub  25pin(Male:     )

FG

SG

+SD

PC
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SDA
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2
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ツイストシールド線使用�

＊2 ハーフピッチ20ピン�

　　結線図3
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ツイストシールド線使用�
＊3 ハーフピッチ20ピン�

◇RS-232C◇
　結線図1
　

ZM-＊＊(CN1)
D-sub  25pin(Male:     )
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2

3
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2
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4

5
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4RS
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＊1

ツイストシールド線使用�
＊1 分線盤のチャンネル2
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

永宏電機のPCと接続するには42

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
HR （データレジスタ） × 0

DR （データレジスタ） × 1

X （入力リレー） ○ 2

Y （出力リレー） ○ 3

Ｍ （内部リレー） ○ 4

S （ステップリレー） ○ 5

T （タイマ接点） ○ 6 リードオンリ

C （カウンタ接点） ○ 7 リードオンリ

RT （タイマ［現在値］） × 8

RC （カウンタ［現在値］） × 9

DRC （32ビットカウンタ［現在値］） × 10

9600bps

偶数（固定）�

7（固定）�

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1（固定）�

項　目� PCの設定�

信　号� RS232C RS232C

ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

9600bps

PC 結線図(P2-116参照)

FACON FBｼﾘｰｽﾞ�

RS-232 [結線図1]�

 [結線図2]�

RS-422 [結線図3]

ZM-71S�
設定機種�

FACON FBｼﾘｰｽﾞ�

リンクユニット�

FB-DTBR

使用できるPC

第2章 永宏電機のPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　結線図1

ツイストシールド線使用�
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　　結線図2

◇RS-422◇
　結線図3
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

和泉電気のPCと接続するには43

通信設定
推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （データレジスタ） × 0

I （入力） ○ 1

Q （出力） ○ 2

M （内部リレー） ○ 3

R （シフトレジスタ） ○ 4

TS （タイマ［設定値］） × 5

TN （タイマ［計数値］） × 6

T （タイマ［接点］） × 7 リードオンリ

CS （カウンタ［設定値］） × 8

CN （カウンタ［計数値］） × 9

C （カウンタ［接点］） × 10 リードオンリ

使用できるPC

第2章 和泉電気のPCと接続するには

PC 結線図(P2-118参照)

MICRO3

RS-232C 和泉電気製ｹｰﾌﾞﾙ「FC2A-KC1」�
 または�
 和泉電気製ｹｰﾌﾞﾙ「FC2A-KC2」�
 +　[結線図1]

ZM-71S�
設定機種�

MICRO3
�

＊�

＊和泉電気製RS-232Cｹｰﾌﾞﾙ「FC2A-KC2」を使用する際は、「FC2A-KC2」�
　のD-sub 9pin側に[結線図1]のケーブルを接続して、ZM-＊＊と通信してください。�

局　番� 1

9600bps

偶数�

7

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

1

9600bps

偶数�

7

1

項　目� PCの設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定��
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-232C◇
　結線図1　

第2章 和泉電気のPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

ZM-＊＊(CN1) PC
D-sub  25pin(Male:    ) D-sub 9pin(Male:    )
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SD

RD
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SG
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7

SD

RD
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2

CD 1

3

4

GND 5

DR 6

RS 7

CS 8
ツイストシールド線使用�
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

ModiconのPCと接続するには44

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
4 （保持レジスタ） × 0

3 （入力レジスタ） × 1

0 （出力コイル） × 4

1 （入力リレー） × 6 リードオンリ

使用できるPC

第2章 ModiconのPCと接続するには

PC 結線図(P2-120参照)

RS-232C   [結線図1]

ZM-71S�
設定機種�

Modbus RTU Modbus RTU �
�

局　番� 1

9600bps

偶数�

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

1

9600bps

偶数�

8

1

項　目� PCの設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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◇RS-232C◇
　　結線図1

第2章 ModiconのPCと接続するには

ZM-＊＊(CN1)
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D-sub  25pin(Male:    )

D-sub 9pin(Male:    )FG

SD
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3

4

5

7
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2

3

4

GND 5

DSR 6

RTS 7

CTS 8

ツイストシールド線使用�

配線について

PCとのケーブル結線図を示します。
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

山武のPCと接続するには45

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
R （データレジスタ） × 0

M （補助リレー） × 1

L （ラッチリレー） × 2

X （入力リレー） × 3

Y （出力リレー） × 4

TP （タイマ［現在値］） × 5

TS （タイマ［設定値］） × 6

CP （カウンタ［現在値］） × 7

CS （カウンタ［設定値］） × 8

T （タイマ［接点］） × 9

C （カウンタ［接点］） × 10

P （リンクレジスタ） × 11

使用できるPC

第2章 山武のPCと接続するには

PC 結線図(P2-122参照)

RS-232C   [結線図1]

ZM-71S�
設定機種�

MXｼﾘｰｽﾞ� MX200/MX50
� �

局　番� 1

9600bps

偶数�

8

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

1

9600bps

偶数�

8

1

項　目� PCの設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定��

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。
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配線について

◇RS-232C◇

　　結線図1

PCとのケーブル結線図を示します。
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ツイストシールド線使用�
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使用可能メモリ

可能：○　　不可能：×

台安電機のPCと接続するには46

通信設定

推奨するPCの通信設定と、それに対応するZM-＊＊の通信パラメータ設定は下記のとおりです。

メ　モ　リ ﾋﾞｯﾄ書込 TYPE 備　　　考
D （data register × 0

    timer･counter/contact）

V （timer･counter/contact） × 1

WS （system register） × 2

WC （constant register） × 3

X （input relay） ○ 4

Y （output relay） ○ 5

C （internal relay） ○ 6

SC （special register） ○ 7

使用できるPC

第2章 台安電機のPCと接続するには

各メモリの設定範囲は、PCの機種によって異なります。お使いのPCの使用できる範囲内で設定してくださ

い。尚、［ビット書込］×のメモリは、スイッチの出力動作が「ﾓｰﾒﾝﾀﾘW」の場合、出力結果を直接1ワード

書き込む為、その他のビットはクリアされます。（「ZM-71S取扱説明書」P5-10、14-7参照）［TYPE］

は、マクロで間接メモリを指定するときに使用します。

ﾎﾟｰﾄ�PC 結線図(P2-124参照)

RS-422  　[結線図1]�
�RS-422  　[結線図2]�
�

ZM-71S�
設定機種�

TP02 TP02
Communication Port ( T/R+,T/R-)�
MMI Port (9pin) (4-5 Short Computer Link Mode) �

�

局　番� 1

19200bps

なし�

7

伝送速度�

パリティ�

伝送�
コード�

データ長�

ストップビット� 1

1

19200bps

なし�

7

1

項　目� PCの設定� ZM-＊＊の通信パラメータ設定��
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配線について

PCとのケーブル結線図を示します。

◇RS-422◇
　結線図1

　　結線図2
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　ZM-43SM、ZM-80SMを追記�
・「各社リンクユニットとの接続」にて、接続可能な�
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